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　　　プロローグ







　なんだこれは。一体何が起こった？

　楽しみにしていたキャンプを前日に控ひかえたとある日、少年上総かずさ悠ゆうは不可解な視界に困こん惑わくしていた。

　上総悠は、概おおむね普ふ通つうの高校生だった。彼に特とく殊しゆな境きよう遇ぐうはなく、特殊な能力もない。

　それでも、彼の瞳ひとみはおよそ──生きている人の中では──誰だれも見た事のないような景色を映していた。

　赤。一面の赤だ。視界の全すべてを覆おおう赤。劇に下ろした幕を至近距きよ離りで見つめるような赤一色。それが、段々とブラックアウトしていく。

　目は閉じていない。それでも世界は暗くなっていく。

　悠はまるで、幕の下りた劇場が闇やみに包まれていくような感覚を覚えた。

　しかし悠が思う……というよりは覚えた感覚は、的を射ていた。何かが終わるという圧あつ倒とう的な実感。その正体は、身体からだから血液と共に意識が失われていく故ゆえの感覚だった。

　気がつけば、辺りは騒さわがしい。喧けん騒そうの中に居るにもかかわらず、悠はその声に意識を留とどめる事ができなかった。周りの人々が何を言っているかもわからず──その中心に自分が居る事もわからない。

　だが、声が近づいてきた事はわかった。次の瞬しゆん間かん、赤い暗闇が青に変わっていく。抱だきかかえられたのだと気づけたのは、ある種奇き跡せきと言えた。

　暗幕に幾いくばくかの明るさが戻もどったのも束つかの間、景色はまた急速に暗くなっていたからだ。

　そこで、悠はようやく気づいた。自分が今、死に在る事に。

　さっきまで見ていた光景が、全部自分の中にあったものだと気づくと、悠の意識は急速に闇に沈しずんでいった。

　もう、声さえも聞こえない。目は永遠に黒を映し、耳は静せい寂じやくを聞く事しかないだろう。

　そしてついに、悠は思考をする事さえなくなった。その身体からだからは決定的な何かが離はなれてゆき──ここに、少しだけ変わった性格の少年の物語は、綴とじられる事になったのだ。




　　　　　　　◆




「……ん」

　頰ほおを擽くすぐる柔やわらかなむず痒がゆさに、仰あお向むけの少年は唸うなるような声を上げた。

　同時に風が肌はだを撫なぜる。揺ゆらされた何かが頰を触さわっている事に気づいた少年は、瞼まぶたの奥に光がある事に気がついた。

　……ざわざわと、何かが音を立てる。だがそれは同じ擬ぎ音おんで表現されつつも、街の喧騒とはまるで違ちがう穏おだやかなものだった。

　そう、穏やかな風が、匂においを伴ともなって鼻を擽った。嗅かいだ事のあるような、ないような。しかし落ち着く香かおり。

　それが木々の香りだと気がついたのは、その少年が植物性の匂いがする環かん境きようをよく好んでいたからだ。

「……？」

　それは先さき程ほどまで少年が居た環境とは、まるで違っていた。

　血の匂い。嫌いやな喧騒。死を抱かかえて、暗闇の中に落ちていく感覚──

　今少年が感じているのは、真逆と言ってもよいものだった。草木の香り、それらが奏でているであろう穏やかな囁ささやき。それらがより鮮せん明めいに感じられるようになっていく感覚。

　恐おそる恐る目を開いてみると──そこは色相環でいうと、ちょうど赤とは真逆にある色の中。木々に囲まれた木こ漏もれ日の、中心だった。

　今の今まで死へ向かっていた身体からだに、青い匂いと光が──真逆のモノである〝生〟が流れ込んでくる。

　パーカーに身を包んだ少年、上総悠は満ちてくる活力によって、目を覚ました。

　病院でもなく、道路でもない、およそ住んでいた場所の近くにはない自然の中で。

「は……え……？　ここ、どこだよ……」

　確かな生の実感を得た悠だったが、最初に感じたのは自分が生きている、という歓よろこびよりも強い困惑だった。

　それはそうだ。確かく認にんはしていないものの、間違いなく死に至る致ち命めい傷しようを受けていながら、現在はほぼ無傷。それでいて目覚めたのは街の中でも病院でもない森の中。活力がみなぎっているからこそ、置かれた状じよう況きようの異常さがわかってくるというものだ。

　森の中は温かだったが、悠は骨の髄ずいから冷たさが染しみ出してくるような感覚を覚える。見知らぬ森でただ一人。アウトドアを好むが故、その状況の恐ろしさはよく知っている。

　──しかし。

　現状を確認するために、辺りを見回した悠は、困惑ごとその思考を停止させた。

　何な故ぜならば、そこは植物にあふれていたからだ。ただし、初めて見る謎なぞの植物がである。見た事も聞いた事もない謎の植物が、視界の中を埋うめ尽つくしていたのだ。

　植物は植物だ。そういう人もいるだろうし、それは事実だ。だが、悠にとっては少し違う。彼は一いつ般ぱん人と比べれば植物、とりわけ日本で見られる山や川に生えるものに関しては、多くの知識を持っているからだ。

　頭を満たしていた困惑はどこかへ吹ふっ飛んでいた。空っぽになった頭が、視線を下げる。上体を支えている手元に生えていたのは、やはり見た事もない葉である。

　視界の全てが、見た事もない植物で形成されている、来た記き憶おくさえない見知らぬ場所。

　そして、先程まで死に瀕ひんしていたという状況が、悠の頭に一つの仮説──いや、結論を導いていた。それは──

「まさか……異世界、ってヤツか！」

　ここが地球上ではない何ど処こか、という事。

　そう叫さけぶ悠の目は既すでに絶望混じりの困惑ではなかった。

　何故なら──と、そこを語る前に少しだけ上総悠という人物について触ふれておこう。

　彼の名前は上総悠。変わった趣しゆ味みを持つ、ごく普通の高校生である。趣味など人それぞれ千差万ばん別べつ、変わった趣味を持っていた所で変わった高校生とは言えないだろう。その点、悠に特殊な要素はなく、肉体的に少し丈じよう夫ぶなだけの普通の人間だった。

　普通の人間たる彼は、異世界で戦いに使えるような技能も肉体も持っていない。

　知能の方は──変わった知識は持つものの、ある程度進んだ文化を発展させる様な知識はない。銃じゆうの作り方など知らないし、政治などちんぷんかんぷんだ。きっと彼は知識で国を導いたり、領を治めたりといった事はできないだろう。

　だがほんの少しだけ、彼には普通の人間とは違った箇か所しよがあった。その内の一つが──

「本当に『青い』葉っぱとか、見た事ないぞ!?　これ、食えるのかな……!?」

　一般に流通する様なモノとは一線を画する、野の食材に対する強い関心である。

　一般人なら名前も知らないような草、虫、茸きのこ。それだけにとどまらず、蛙かえるや蛇へびなど、普通の人ならば食とは結び付けない動物まで。食べられるのならばその全てが食欲の対象だと言うのが上総悠という少年であった。

　しかしそういった食材は得てして、流通しない理由というのがある。それは調達の難易度だったり、得る労力に対する可食部分の少なさだったり──あるいは、毒であったり。何かしらの問題を抱えている事が多い。

　だからこそ、彼は先述した知識を持っていた。すなわち──野の動植物に対する知識だ。

　その知識は、ここが悠の知る生態系ではない事だけははっきりと教えてくれていた。

　故に彼が感じたのは見知らぬ自然の中に一人放ほうり出された絶望ではない。

　未まだ知らぬ味覚に溢あふれた場所に『来られた』という、強い歓びであった。

「すげえ、すげえ！　……でも、こんな状況で喜んでばかりもいられないな」

　加えて言うのならば、所謂いわゆるオタク気質と、アウトドアという趣味が彼に──敢あえて遭そう難なんでもしなければ使う機会がないような──局地的も過ぎる知識を与あたえていた。

　着の身一つとパラシュートで砂さ漠ばくに落ちた時どう生せい還かんするか。何も持たずに山で過ごすにはどうしたらいいか。人里から遠く離れた地で生存圏けんへ戻るために、何を探し何を避さけるべきか。『有り得ない』様な状況を想定して困難を歩く元軍人のテレビショーで得た、本来ならば『無む駄だな』知識を持っていたのだ。

「荷物は……タオル、ステンレスの弁当箱に、筆箱の中にカッター。んで、ペットボトルが二本か。……運が良かったなあ」

　その使う事がないと思っていた知識が、悠に迅じん速そくな行動を起こさせていた。

　軽く荷物を確認し、使えそうなモノをピックアップしていく。その中にペットボトルがあった事で、悠は額の汗あせを拭ぬぐって、呟つぶやく。

「ペットボトルといえば、水だな。まずは水場だけでも見つけないとお陀だ仏ぶつだ」

　悠の行動指針の決定、行動開始は迅速だった。日本では使えないと切って捨てられていたサバイバルの知識は、今確かに役立っていたと言えるだろう。

　十七年間生きてきてかつてないほど、悠は興奮して心臓を高鳴らせていた。普ふ段だんめったに出ない独り言は、悠の跳はねる心を少しだけ宥なだめてくれる。

　悠は一度深呼吸をしてから歩き出した。

　よく落ち着いて周囲の環境を見てみると、やはりここは地球ではないのだと実感する。

「うお……!?　何だあれ……！」

　悠は、樹上に居る奇きっ怪かいな動物を見て、驚おどろきに声を上げた。その動物は、二本の長い尻尾しつぽを使って器用に木の枝を移動していたのだ。

　その動物は小こ柄がらで見た目からすると危険度は少なさそうだったが、それでも安全とは限らないため、悠は大声を出してしまった自分を咎とがめるように口を塞ふさいだ。

　すると、少し離れた位置でビニール袋ぶくろを振ふるった様な音が立つ。

　振り返れば、非常に大きな耳を持つ四足歩行の生物が逃にげていくのが見えた。

　恐らく悠の出した大きな声を警けい戒かいして逃げていったのだろう。

　見た事もない植物が群生しているのならば、そこに棲すまう生物もまた見た事もないようなものばかりだ。

　それでも悠はここがどことなく日本の山と似ていると思った。それは辺りの木々の高さや、色味などが理由である。日本とは違い椰や子しの様な葉を持つ植物も散見されるのだが実際のところ、この『異世界』の気温や湿しつ度どなどはかなり日本のそれに近い。

「だったら、ある程度は知識が役に立つはずだ」

　信しん仰こうを口にする教徒の様に、汗を拭いながら呟く。

　これだけおかしな生態系だ、出会う事さえ危険な生物だってきっといるはず。見えない影かげに恐きよう怖ふしながらも、悠は命を繫つなぐために川を探して歩いていった。




　　　　　　　◆




「ふう……一ひと先まず、川が見つかったのはラッキーだったな」

　そして、十数分後。悠は川を見つけて、額の汗を拭っていた。

　こればかりは、彼の運が良かった……という他ないだろう。何につけても、水だけは摂とらなければ生きていけない。遭難した『場所』が無人島だろうが砂漠だろうが、遭難した『時』に最初に確保しなければならないのは何をおいても水になる。

　一番必要なモノを最初に見つけられたのは、本当に運が良かった。悠は轢ひかれて死んだという不幸を体験したばかりであるにもかかわらず、己おのれの幸運を感謝する。

　結局プラスマイナスゼロ……どころか『事故で死んだ上に異世界へ飛ばされていきなり遭難』という極度のマイナス状態にあるにもかかわらず、悠は不幸に気づかないまま幸運をひとしきり喜んで、次の行動に移った。

　興奮から出る独り言もそこそこに、押し黙だまった悠は水面みなもに顔を近づける。

　この川がどんなモノか。具体的には飲める水が流れているかどうかを確認しているのだ。

「……流石さすがに、大自然だけあって水は綺き麗れいだな」

　悠が見つけた川は、端たん的てきにいって綺麗だった。それこそ幻げん想そう的なまでに。だが感動さえ覚える様な水の透とう明めい度も、異世界という幻想そのものの前では霞かすんでしまう。

　今はその水が飲めるかどうかのほうが重要だからだ。

　水は一点の濁にごりもなく、綺麗だった。第一関門は突とつ破ぱといったところだろうか。

　しかしそんなものは見ればわかる事だ。悠が探しているのは、別のものである。

「……！　居た！」

　悠が探しているものは、とある生物だった。

　異世界で地球に居る特定の生物を探すのは愚ぐ行こうと言えるが、肝かん心じんなのはそこではない。

　似たものを見つけられるかだ。

「筒つつ状じようとはまた珍ちん奇きな格好だなあ。……エビ、ではないし、ザリガニでもない……よくわからんやつだなあ……でもまあ、大だい丈じよう夫ぶだろ！」

　悠が探していた目当ての生物とは、ザリガニやエビといった殻からを持つ水すい棲せい生物であった。

　その水が飲めるかどうかを調べる際、水に棲まう生物を基準にする事はよくある。

　例えばカタツムリやヒルなどがその川に見られれば、遭難という状況下ではまずその水は利用できないといっていいだろう。カタツムリ、ヒル、トンボの幼虫や、ボウフラ等。これらが生息する様な水質の水を飲むためには、化学的な処理が必要になる。

　逆に、昆こん虫ちゆうの幼虫などが見つかればいい傾けい向こうにある。これらが見られれば、その水は濾ろ過かや煮しや沸ふつなどの比ひ較かく的てき容易な手段で飲めるようになるからだ。

　そして、ザリガニやエビ等の甲こう殻かく類が見られるのなら──その水は、そのまま飲んでもとりあえずは大丈夫だと言われている。

「ひとまず安心、か。これで駄だ目めなら、その時だな。どうせ一度は死んでる身だ」

　もちろん、それらは地球での話だ。悠が今いる世界では、全く逆という事もありえる。

　だが一つの指標としてそれらが役立つ事は知っていた。もしもそれらが全く当てはまらないのならば、悠の持つ知識はほぼ役に立たないといっていいだろう。

　ある意味では博ばく打ちとも言える。だが、この水が大丈夫ならば──悠は、この世界で生き抜ぬく上で、一つの──知識という拠より所を見つける事になるだろう。

　ひとまずの安心を得た悠は鞄かばんから使用済みのペットボトルを取り出した。二度三度ゆすぎ、飲みくちを擦こすってから容器に水を満たしていく。

　空の陽ひにペットボトルを透すかすと、そのままの光が通ってきた。不純物は見つからない。

　悠は、先に生なま唾つばを飲み込んでから、ペットボトルに口を付けた。

　……当然、自分の知識が全くあてにならないという事に対する恐怖はあった。毒か酒か、名のある武将が己の勇気を確かめるような気分で、悠はそれを一気にあおる。

　すると、悠の顔が驚きに見開かれた。

　続いて、一定のリズムをもって喉のどが躍やく動どうし、鈍にぶい水の音を響ひびかせ始める。

「（う……まいッ！）」

　臭くさみはなく、味もない。しかしほんのり香かおる『山』の芳ほう香こう。悠はこの上なくその水を美味と感じていた。気温は然さ程ほど高くはないとはいえ、悪路を歩けば当然身体からだは火ほ照てる。その上、ここは名前すら知らない、地球ですらないどこかだ。身体からだと心が熱くなった人間が求めるモノなど、状じよう況きように対する理を排はいしても一つしかないだろう。そんな状況下で、初めて口にするモノ──それは心ここ地ち良い冷たさと、地球ではもはや見られぬほど清せい廉れんな環かん境きようで磨みがかれ抜いた水だった。

『味』が、優やさしい冷たさが、悠の心体を丁てい寧ねいに冷やしていく。

「ぷっ……はぁ！　なんだこれ、水がこんなに……！」

　気がつけば水を飲み終えるまで息をも吸い込み続けていた悠が、驚きよう愕がくを口にする。

　その水は、地球上では有り得ない程の『名水』だったのだ。

　しばし恍こう惚こつとなる悠。やがて頭を振るってから、悠は川へ視線を落とす。
















「水ってのも、変われば変わるもんなんだな……それとも、ここが異世界だからなのか？」

　アウトドアを趣しゆ味みとする悠は、わざわざその水を求めて山を登る者も居るという『名水』を現地で飲んだ事もある。だが、その感動は今飲んだモノに比べれば、濁ってさえいるように思えた。

　思わずもう一杯ぱいと水を汲くみ、飲む。一度目ほどの衝しよう撃げきはなかったが、その水はより悠の心を冷静に近づけた。

「……と、やってる場合でもないな」

　もう一度ペットボトルを濯ゆすいでから、鞄にしまい込むと、悠は他のモノを取り出した。

　それはもう一本のペットボトルと、筆箱──の中にあるカッターである。

　近くの石に腰こし掛かけて、悠は二本目のペットボトルを切っていく。まずは白い飲みくちを根本から落とし、その次は中間より上のあたりを。最後に、底の部分から少し上に穴を開けていく。……意外と、知っている人も多いのではないか。そう、川で小魚やザリガニなんかを取る時に作るような、簡易のトラップである。

　切ったペットボトルの上部をハメ込むように、逆にして下部にくっつければ、完成だ。

　後はそこに弁当の残りを入れて、準備完かん了りようである。

「掛かかるといいんだけどな……人に慣れてなきゃ、掛かると思うんだが」

　そうして、悠は作成した簡易の罠わなを重しとともに川へと沈しずめた。直接手で採集してもいいのだが、ここは異世界。何が起こるかわからないし、他にやるべき作業もある。

　罠を沈めた場所だけ覚えてから、悠は大漁を願って川を後にした。




　　　　　　　◆




　そうして、暫しばらく。悠の現在地は川から程よく離はなれた場所だ。

「ふうっ……こんなもんかなあ」

　先程よりも明らかに汚よごれた悠が、汚れを払はらうように手を叩たたいた。

　悠の眼前には、一見してなんだかよくわからないような──草木の寄せ集めがあった。それが何を意味するのか、直感的にわかる者も居るかもしれないが、ある程度の割合の人には説明が必要になるだろう。

「寝ね床どこはこれでよし。後は──やっぱり、メシだなあ」

　悠が食料採集よりも優先したのは、拠きよ点てんとなる寝床の確保であった。

　山は天気が崩くずれやすく、気候も変わりやすい。それらから身を守る場所を用意するのは、優先度が高い事といえる。

　資材が少ないなか悠が作ったのは、リンツーと呼ばれる簡単な差し掛け小屋だった。木を差し込んだ土台に、枝と葉をかぶせていっただけの簡素なものだ。本来であればブルーシートなんかを用いる事が多いが、日常的にそんなものを持っているはずはない。

　だが作る手間こそはかかるものの、葉の茂しげった枝をたっぷりと重ねている小屋のなかは、見た目よりも数段温かかった。雨も防げるだろう。まだまだ虫など問題は多いが、やる事が山積みである現状では十分な代しろ物ものと言えた。

「じゃあ……罠の方に行くか。かかってるといいんだけどな」

　最低限の寝床を用意した以上、今は環境のアップグレードよりも食料が優先だ。

　生きるためだけではない。恐おそらく地球人が誰だれも食べた事のない、未知の味覚に対する興味。悠の脳内は今、それでいっぱいだった。

　程よく離れた川へと歩き出す。水場は近いほうが便利ではあるが、あまり川に近いと雨による増水や鉄てつ砲ぽう水みずが起きた時に危険だ。

　少し歩いて、川へと到とう着ちやくした悠は、罠を回収する。そこには──

「いたいた！　……川の生き物の獲とり方ってのは、異世界でも変わらないんだな」

　先程川の中で発見した甲殻類が蠢うごめいていた。

　今まで見た事のない形状だが、殻は見られ、色も地球に居た甲殻類とは共通している。

　彼らが生きている内に悠は早々と拠点へ戻もどり、火をおこす。

「こんなのも暫くは使わない知識だと思ったんだけどな、わからないもんだ」

　火おこし体験。そんなイベントで学んだ技術を持っていた知識に組み合わせて、悠は手際よく火をおこした。

　ペットボトルの中から一匹ぴき、甲殻類を取り出して、観察する。

「けど……面白いカタチだよな」

　捕ほ獲かくした小型の甲殻類を見て、悠は感かん嘆たんのため息を漏もらした。

　──まず、甲殻類には小さなハサミがついていた。この程度の大きさならば指を断たたれる事はないだろうが、力の程はわからない。石で押さえつけながら、悠は観察をすすめる。

　甲殻類の形状は、一言で言って筒状だった。束ねたコイン様の綺麗な円柱状だ。地球の自然ではあまり見る事のない均整の取れた形状に、悠はここが異世界たる所以ゆえんを感じる。

　しかし、その表現ではまだ正しいとはいえなかった。

　石で押さえつけた甲殻類は圧あつ迫ぱくから逃のがれようとしたのか、身体からだを伸のばしたのだ。

　……この形状はテレスコピックという。テレスコピックというのは、筒状のモノを大きさの順に重ねた伸しん縮しゆく構造の事をいう。引き出したり納めたりする事で全長を変える事ができる、望遠鏡や釣つり竿ざおなんかによく使われている機構だ。

　悠が今目まの当たりにしているのはそれだった。筒状の甲殻類の殻は独立した数個が重なっていて、恐らく中の生物が動く事で伸縮しているのだ。

「すげえ……やっぱりここは、異世界なんだな」

　その構造自体は、地球の文明においては珍めずらしいものではない。これを採用した機械は多いし、趣味から武器にまで使用されているものだ。

　だが悠が知る限りは、この構造を持った生物はまだ居ない。

　とはいえ、感心してばかりもいられない。芸術の様な合理性を持つ生物を食べるというのは流石さすがの悠も少しだけ憚はばかられたが、たった一人自然の中に放ほうり出された以上は、何かを食べなければ生きていけないのだ。

　脅きよう威いは少ないだろうと判断した悠は筒つつエビと名付けた甲殻類の調理に入る。

「背わた……はやっぱあるかな。となると頭を引っこ抜ければ一番なんだけど……」

　この構造だと、先せん端たんを摘つまんでしまうと、縮まった拍ひよう子しに指を持っていかれるかもしれない。勿もつ体たいないが伸びた頭を潰つぶしてから調理しよう。

　調理の方針を決めた悠は、筒エビを石で押さえつけながら、空いた手で少し小さめの石を持つ。筒エビはまだ圧迫から逃れようと頭を伸ばしている。そこにめがけて、石を振ふり下ろす！

　しかし──

「んん!?　硬かたいね!?」

　石が石を撃うつ、鈍い音を響かせたにもかかわらず──筒エビの頭は、砕くだけずに居た。露ろ出しゆつした目は潰れており、衝撃で気絶しているが、それでも（恐らく）生きている。

　異常なまでに硬い殻からに驚きよう嘆たんしつつ、痺しびれた手を振るう悠。

「いてて……どうすっかなこれ。……色々気になるけど、生きたまま焼くしかないか？」

　触さわって見る限り、筒エビの殻はどこも非常に強固だった。

　仕方なく悠は調理を諦あきらめ、生きたまま火に放り込む事にした。……一ひと先まず焼けて死ねば、熱で脆もろくなった殻を割るくらいはできるかもしれないという考えだ。

　そうと決めた悠は寝床づくりの最中、ついでに用意していた大きな葉を取り出した。

　これに筒エビをくるみ、包み焼きにするのだ。

　火さえ用意できれば山の中にあっても手間の掛からない調理法、それが包み焼きだ。

　大きな葉の上に筒エビを並べ、包む。後はこれを巻いて火にかければ包み焼きは完成だ。

「なんだ？　この感じは」

　だが筒エビ達が葉の上に落ちると、悠はぴたりと動きを止めた。

　葉の上の筒エビは最初の一匹を含ふくめて九匹。だが、その内の二匹から、今まで体験した事もないような感覚を受けたのだ。

「……いやな予感がする」

　恐きよう怖ふとも嫌けん悪お感ともつかないそれは──まさしく『予感』だ。何か嫌いやなモノを感じる。エビから黒い靄もやが溢あふれている。……そう幻げん視しするほどの、視覚に訴うつたえかける程ほどのナニカ。

　見たところ、その二匹にも変わったところはない。だが悠はその予感を振り切る事ができず、念のためにと二匹だけを選よって、別の葉に包む事にした。

　……一度火にかけてしまえば、後は待つだけだ。包み焼きは──特に安全を取ろうとすると──出来上がりまでに時間がかかる。待つだけになってしまえば、悠は再び異世界の食材に対する興味を湧わき立たせていた。

　どれだけ時間が経たったかを、スマートフォンで時折確かく認にんする。充じゆう電でん手段がないため、これもやがて使えなくなるだろう。点灯させるのは一いつ瞬しゆんだけだ。悠がもう少し冷静ならばいちいち電源を落としたかもしれないが、浮うき足あし立だつ悠はそれに気づかなかった。仮にスマートフォンが生きていたとしても、救助の足がかりにはならないので問題はないが。

　……本来ならいかに異世界とはいえ、ただ待つ時間は退たい屈くつだったろう。だが悠は退屈ではなかった。アウトドアが大好きな父親に影えい響きようされ、キャンプはもはや習慣となっている。だからこうした時間を過ごすのは珍しい事ではなかったし──

「星……キレイだなァ。排はいガスとか、ないんだろうな」

　異世界で見る空は、まさに幻げん想そうの風景だったから。大きな月……の様な天体は真っ白で、星々と併あわせて強くここが異界の地である事を示していた。

　地球では奇き跡せきのような天体ショーだ。待つ時間も直すぐに過ぎるというもの。

「……そろそろいいだろ」

　枝を使って器用に葉を火から下ろし、悠はゆっくりと、熱を持った葉を開いた。

　その瞬間、温かな湯気と共に甘みのある匂においが立ち上る。匂いを発しているのは筒エビもそうだが、大きな葉が一役買っていた。

　食欲を殴なぐりつけるような匂いに、悠はつばを飲むが、問題はここからだ。

　これを食べるには、石打ちでさえびくともしない殻をなんとかしなければならない。

　ただでさえ強固な殻を、熱々の内に外すのは無理だろう。街と比べれば不便な山の中において、熱さは一つの贅ぜい沢たくさだ。それが失われるのは、もったいなく思えた。

「くっそー……なんとかならないかな……うん？」

　悠はこうしている間にでも失われていく熱さを確かめるように、未練がましく筒エビを摘む。

　生じた疑問の声は、その時に出たものだった。

「……柔やわらかい？」

　先さき程ほどまであんなにも強固だった筒エビの殻は、今縮まっているにもかかわらず、指で押すと沈むほど柔らかくなっていたのだ。

　加熱したのが良かったのだろうか？　それにしても先程の強度が想像できないような柔らかさに、悠は嬉き々きとした声を上げていた。

　足を引っ張れば、殻はぺりぺりと小気味良い音を立てて身から離れていく。

　殻に閉じ込められていた身は蒸むし焼き状になっており、勢いよく湯気を立てた。この分なら、旨うま味みの方もぎゅっと封ふうじ込められていそうだ。

「……いただきます」

　みずみずしさを残す紅白の縞しま々しまはエビやカニと同じ。しかして未まだ地球上の誰もが食べた事のない未知の味。

　僅わずかな恐れを交えた興奮に支配され、悠は筒エビの身を口に運んだ。

　まず、口の中に広がったのはカニやエビに共通して感じる、強めの甘みだった。

　プリップリの弾だん力りよくに満ちた身に歯を強く食い込ませると、伸縮に使っていたのだろう筋肉が勢いよく弾はじけ、断ち切れた部分から旨味のエキスを迸ほとばしらせる。

　見た目通りエビに近い味。しかし、伸縮する長い身が縮こまった故ゆえだろうか、その濃のう密みつさは比ひ較かくにならないほどだった。

　また、匂いの方もいい。成分のバランスがいいのだろうか、食欲を刺し激げきする風味だ。総じて──味はかなりいいと言っていいだろう。

「美う味まい……！　……けど」

　しかし、だ。嚙かみ砕いていく内に、藻そう類るいのくさみが交じる。これは、背わたを取り除く事ができなかった事に起因したものだ。冷静な状態であれば蒸しあがった筒エビの背をほじくるくらいはしただろうが、それでも同時に調理してしまった時点でいくらか身の方にも臭くさみは回ってしまうだろう。

　それに、調理の前に殻を取り除けなかった害はまだある。

「食感が悪いな……ジャリジャリしてる……」

　殻に入り込んだ砂利や、背わたの不純物。それらが弾力に満ちた素す直なおな筋肉の食感を邪じや魔ましていた。

　しかしそれを差し置いても、悠は満足だった。

　味や香かおりは地球のエビと比べてもかなり上位に食い込むものだ。不満点も、おそらくはその殆ほとんどが調理法に起因している。また、小さい割に食いでがあるのもよかった。一口サイズながらも、凝ぎよう縮しゆくされた身はズッシリと重い。

　結局、満足は不満点を大きく上回っていた。二匹目以降は雑ながらも背わたをほじくり出すなどして、貪むさぼるように食事を終えた悠は、両手を合わせる。

「ちゃんと調理する方法がわかれば、もっと美味かったろうな。ごちそうさまでした」

　量で言えばそれほどでもないのだが、悠は類を見ないほど満ち足りた気分で居た。

　……だからこそ、それを見ぬふりが出来ればよかったのだが。

「それも、できないよなあ……」

　ちらり、と見やるのは先程分けて調理した二匹の筒エビだ。

　調理した今もなお、二匹は異様な存在感を漂ただよわせている。

　何がそうさせているのか、それだけでも確かめなければならない。

　分けた内の一匹を手に取った悠は、少し冷めたそれをじっくりと観察した。角度を変えて様々な視点から観察するも、変わった様子はない。

　しかし、殻を剝むくと、少なくとも先程の筒エビ達とは明確に違ちがう点が現れる。

「このツブツブは……卵、か？」

　脚あしの殻の下に、寄り集まった黄色い粒つぶを見つけたのだ。

　悠の予想通り、この物体は筒エビと呼んでいる生物の卵であった。

　今のところの違いはそれだけだ。それでもなお強きよう烈れつに──先程よりも増して『嫌な予感』は強まっていく。

「まさか、まさかな」

　その予感に、悠は心当たりがあった。

　……それは、野の食材に強い興味をもつ悠が一番恐おそれている可能性だ。

　僅か一粒の卵を指につけ、舌に落とす。それを唇くちびると舌で固定し、ぷつりと歯で挟はさんだ。

　予感が当たっているのならば、それは──

「ぎぃ!?　ぎぃががっがががあががががが！　っべ！　べぇぇぇぇッ！」

　人体にとって有害な物質。すなわち──毒である。

「毒ッ！　毒だこれ！　いががががががが、喉のどが、イガい！」

　僅かでも吸収する量を減らそうと、悠は口の中の唾だ液えきという唾液を吐はき出していく。

　だが、ほんの少しだけ唾液に混ざった卵の中身が喉に達すると、想像を絶するようなイガイガ感が喉を跳はね回った。痛みよりも、喉をヤスリにかけるような感覚が不ふ愉ゆ快かいだ。

　慌あわててペットボトルに汲くんでおいた水でうがいをすると、悠はようやく一息吐つく。

「あー……けど、これでわかったな。……あのイヤな予感は、毒に反応してたのか」

『食物』に対して、異常なまでに感じる不ふ吉きつな予感。

　それは、毒を感知しているものだったのだ。

「異世界に来たから身についた能力……とかって感じなのか？　……他にも感じるか、試ためさないとダメかもな」

『毒を感知する能力』。自分の体験したものを言葉に変える悠は、その事態の異常さに反して冷静であった。それなりにサブカルチャーを好んでいた悠にとって、異世界転移には何らかの能力が付ふ随ずいしてもおかしくないと感じていたからだ。

　ある意味、超ちよう常じよう現象に対して耐たい性せいができていたといってもいい。荒こう唐とう無む稽けいな超能力も、死んだと思ったら異世界に居た──なんて状じよう況きようからすれば、常識的な範はん囲いである。

「夢みたいな能力だな！　これならなんとかなるかもしれねえ！」

　それよりも、悠は喜色に満ちた声で、満面の笑えみを浮うかべた。

　食材の毒を感知する事ができる──物語の主人公達に比べれば微び妙みようも過ぎる能力だが、悠にとってはまさに渡わたりに船、当人が言ったとおり夢のような能力だったからだ。

　この世には幾いく千せん万まんの動植物が存在する。その中には、未いまだ人が味わった事のない未知の味覚が幾つも存在するだろう。だがその味をヒトが知るためには幾つかの障害を越こえなければならない。未知の味覚を求める上で、毒はありふれた障害の一つと言えるだろう。

　当たり前だ。毒を喰らえばよくない事が起きる。故に毒。毒かどうかわからないモノを食べる者は少ないだろう。

　だが、悠の様に未知の味覚に魅み力りよくを感じる者は少なからず居るはずだ。そういう人達にとっては、未知の味覚を求めるが故、未知が敵となる。

　食は命を育はぐくむもの。安全な食材が溢れた世で、食に命を懸かける事などあっていいはずがない。だからこそ──もしも、食べ物が毒であるかどうかを判別する力なんてものが存在した場合。それは、未知の味覚を求める者にとっては、どこまでも魅力的に映るはずだ。

　……もしも、この力がなかった場合、悠はこの異世界で何の知識の蓄ちく積せきもなく、食べられそうなモノを食べる事になるだろう。

　その度たびに、彼はロシアンルーレットに挑ちよう戦せんする事になる。

　今ここで異世界に来た彼がその力を手に入れたのは、これ以上ない幸運と言えた。

「なんとか、生きていけそうだ……」

　その事実に、悠も気づいていた。だからこそ馬ば鹿か騒さわぎをして気づかないふりでいたのだ。

　確率がゼロでない限り、試行回数が増えるほど決定的なそれに当たらないでいる事は難しくなるだろう。いずれは『そういう事』になるはずだ。

　それは生きるために食事をすればこそ、緩ゆるやかに死に向かっていくのと同じだ。

　悠は今、ようやく弾だん倉そうから一つの『弾たま』を取り出したのだ。

　……気がつけば、空はもう暗くなっている。山も少し冷え込んできたようだ。火の暖かさを押し出すように息を吐き出すと、白い息が赤く輝かがやいて夜空を彩いろどる。

「明日から忙いそがしくなるな、今日はもう寝ねようか」

　寝ね床どこと食料の問題こそ解決したが、今はまだやる事が山積みだ。

　こしらえた寝床にさっさと入っていき、悠は目をつむる。

　山は完全な静せい寂じやくではない。虫や得体の知れない動物の声、そして彼らが踏ふみしめる草木の音が、無む秩ちつ序じよな音楽を奏でる。

　そうしていると、不思議と静寂よりも強い孤こ独どくを感じるのだ。

　だが悠は、これから少なくとも暫しばらくの間はその一員とならなければならない。

　決意を新たにし、悠は寝息を立て始めた。

　……異世界に来て最初にする事がサバイバル。それは決して優やさしい環かん境きようではなかったかもしれないが──悠は期待と希望を胸に、異界の大地への一歩を踏み出したのだ。










　　　第一話　位置を把は握あくしよう







　まだ暗い中、悠ゆうは寝床の中で目を覚ました。

　テントすらない野宿は初めての経験だったが、よく眠ねむれたため、活力は満ちている。

　座れる高さもないため、ずりずりと尺取り虫の様な動きで、身体からだを寝床の中から出す。

「今何時だ、ってのは意味ないか」

　空は白んできているが、光は木々に阻はばまれて届かない。暗い中、空の色だけを見て朝の訪おとずれを確かく認にんすると、悠は身体からだを伸のばした。

「さて……今日から頑がん張ばっていくか！」

　異世界の一日が何時間かは知らないが、空の色を見るとまだ早い時間だろう。

　だが異世界で『生きる』覚かく悟ごを決めた悠には、まだまだ沢たく山さんやる事が残されている。

　山積みの問題を解決していくために、悠は早さつ速そく行動を開始した。
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　日が昇のぼってきて暫く。悠は朝から川を目印にしつつ、山の上を目指して歩いていた。

　もともと遭そう難なんしている今の状況だと、遭難の危険も何もないため、その足取りは軽い。

　悠が上を目指しているのは、景色を一望できる場所を探すためだ。

　高い位置から地形を確認すれば、村が見つかるかもしれない。それでなくとも、今後この世界で生き抜ぬいていく上で周囲の地形を知る事は生活の大きな助けとなるだろう。

　そんなわけで、悠は異世界に来た二日目の今日を、探たん索さくに当てる事にした。

　道中で食べられる木の実などを探しつつ、異世界に息づく自然を観察する。

「これは……食えないのか、美う味まそうなのにな」

　木に巻き付いた蔓つるに実った紅あかい実に『嫌いやな予感』を感じた悠は一人ごちつつ、先さき程ほど別に採取した小さな実を齧かじる。

　ナッツのようなポリポリとした食感を持ちながら、マンゴーに似た濃こい香りを持つ不思議な組み合わせだった。それでいて甘みが少ないのだから、脳が混乱しそうになる。

「うん、うまい」

　が、悠の舌はそれを『美味』と感じたようだった。

　──異世界は、悠にとっては夢のような世界であった。見た事もない果実がなり、山菜があり、キノコがあり──小動物なども、先程からチラチラと見えた。

「うわっ、黄色い……リス？　……一応、食えるみたいだな」

　その中には、漫まん画がやアニメに出てくるマスコットの様な可愛かわいらしいものも混じっていた。

　……それでも、それらに悠が感じるのは例外なく『食欲』であったが。

　毒を見分ける能力を得た悠は、一つ一つ過ぎる景色に食欲を抱いだいていた。

　極きよく端たんに言えば目に映る視界すべてが『未知の味覚』で構成されているのだ。しかも、その中で安全なものを見分ける事ができる。今の悠にとっては見知らぬキノコさえも安全な食物なのだ。無限のステータスもないし元いた世界との通信もできないが、悠は自分のその能力を無二のチート能力と認識していた。動植物の進化や、蓄積された文化を無視して情報を得るという事は、銃じゆうを撃うち合うゲームで壁かべが透すけて見えるようなものだろう。

　……しかし、ここは異世界。日本の現実は通用せず、そう容易たやすい場所でもない。

　斜しや面めんの上を目指して歩いていると、ふと、悠は歩みを止めた。

　何かに呼ばれたような甘い感覚。実際には声も匂においもしなかったというのに、悠は異様な存在感に惹ひかれるように、右を振ふり向いた。

　すると、そこには──切り立った崖がけがあった。だがそんなものはどうでもいい。

　崖の斜面から生えていた一本の木。それに下がった黄色い果実が、悠の瞳ひとみを強く抱だきしめるように惹きつけた。

「な、んだあの実……」

　先程から道すがらにある食材をつまみ食いしているため、腹はそこまで減っていない。

　匂いが漂ただよってきているわけではない、それでも、悠はその果実から目が離はなせない。

　アレを、食わねばならない。使命感にも似た強い衝しよう動どうが身を駆かけ巡めぐると──気がつけば、悠は切り立った崖の方へと歩み始めていた。

　水風船の中に浮かぶあぶくの様に、脳に残った僅わずかな冷静さがやめろ、と主張する。

　それでも身体からだは歩みを止めない。崖の前で止まるも、悠は完全に魅み了りようされていた。

　ごくり、と唾つばを飲んだのは、崖の高さに怖おじけてか──果実の放つ存在感に圧おされてか。

　黄色い果実は、手を伸ばせばなんとか届きそうな位置にぶら下がっている。果実のなる木に手をかければ、取る事はそう難しくないだろう。

『美味いもののためでも命はかけない』それが、悠が野の食材を楽しむ上で自分に課したルールだった。それでも、その果実に手を伸ばす。確かに落ちれば危険だが、落ちやしない。そんな思いもいくらかあったが、それでも少しの冷静さがルール違い反はんを叫さけんでいた。

　斜面から伸びた木に、手がかかる。がっしりと根を下ろした木へ体重を預けて、果実へと手を伸ばすだけ──たったそれだけの行動中に、それは起きた。

「えっ？」

　悠の左手が木にかかった瞬しゆん間かんの事だった。

　せめて命を預ける場所はしっかりと摑つかんでいようと、万ばん全ぜんの注意を払はらったはずの悠の手は、それでも木を摑む事ができずするりと空を撫なでたのだ。

「……!?　……っ！」

　木にかけた手が『滑すべった』のだと気づいたのは──脚あしが、崖際ぎわを離れてからだった。

　異常なまでの摩ま擦さつ力の少なさ。まるでオイルでも塗ぬられているかのように、木の表面はつるつるとしていた。──実に手を伸ばす者を、滑かつ落らくさせる為ために。

「（ウソだろ……！　こんな、もう終わりなのか！）」

　一度死んで、異世界に来て。緩やかに死にゆくであろう命を希望で摑んで、もう一度歩き始めた筈はずだった。

　しかし悠の命はまさに今、身体からだごと落ちようとしていた。

　果実に魅みせられて普ふ段だんの自分なら絶対にしないような行こう為いをし、結局死のうとしている。

　崖の高さは、それほどでもなかった。十メートル、はないだろう。万全の体勢なら無傷で落ちる事もあるいは可能かもしれない。だが悠はいま、極きわめて不安定な体勢にあった。

　そうなると今度は──死んでもおかしくはない。骨折は免まぬかれないだろう。こんな山の中で一人、治ち療りよう器具もなく骨折したら……その末路は想像するに難くない。パニック状態にある悠でさえ、すぐさま自分の行く末を理解してしまうほどに。

　──嫌だ。頭の中のどこかが叫ぶ。

「死にたくない……！」

　引き継つぐように、喉のどは未練を悲痛な声として吐はき出した。

　悠の身体からだを衝しよう撃げきが襲おそったのは──次の瞬間だった。

　背中から落ちた悠。受け身など取れるはずはない。その落ち方は、言うまでもなく、最悪に限りなく近いものだった。

「……あ、つつつ……ええ……」

　だからこそ、仰あお向むけの悠は困こん惑わくの声を上げる。

　悠は、生きていた。それも──傷一つなく。

　何が起こったかわからないまま、訝いぶかしげに掌てのひらを見ると──掌を、淡あわい光が包んでいた。

　いや、掌だけではない。悠の身体からだは、余すところなく紅い光に包まれていたのだ。

「な、なんだこりゃ……」

　その現象に、さらなる困惑の声を上げるのは無理もないだろう。

　一度死んだ身体からだが無傷でこの世界に在ったというのも十分おかしいが、今回は『死んでいない』。だとすれば、この現象はこう説明するしかない。

　高い所から落ちたが、謎なぞの光に包まれて無傷だった、と。

　結果と謎、無傷と光を結びつけるのは至し極ごく当然の事だろう。

　ならば何な故ぜ、光を纏まとう事で無傷でいられたのか。

「あれ、触さわれない？」

　悠は僅かに捻ひねって痛みを残す右手首を左手で摑もうとすると、何かに阻まれて触れない事に気がついた。

　その何かが、この纏われた光である事は、すぐに気がつく。

　試ためしに左手で脚を叩たたいてみると、軽く硬かたい音が響ひびく。衝撃は、伝わらなかった。

　そう、この紅い光はまるで強固な殻からのように、光の中の肉体を衝撃から守っているのだ。

「強固な、殻？」

　高所から落ちても無傷だった理由を整理するうち、ふと浮うかんだ喩たとえを繰くり返す。

　その表現にすぐ思いあたりを見つけたのは、彼が食いしん坊ぼうだったからだろう。
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　なんとか崖を登りきった悠は元の道に戻もどり、再び見晴らしの良い場所を探していた。

　その手には、先程滑落する直前に摑んでいたのであろう、黄色い果実が携たずさえられている。

　どれくらい歩いただろうか──空の色が僅かに変わり始めたころ、視界が唐とう突とつに開けた。

「うっはー……まさに大自然、ってカンジだな……」

　そこから見えたのは──山の下から伸びる僅かな陸地と、海だった。

　汚よごれない海は日の光を反射して、宝石よりも美しく輝かがやいている。水平線、というのは久しぶりに見た気がした。

　その雄ゆう大だいな景色は、悠を魅了するが──期待しているモノは見つからなかった。

　人の……いや、文化の痕こん跡せきがなかったのだ。山の逆側はどうなっているかわからないが、少なくとも今見える光景には、遺い跡せきさえも見つからなかった。

「……まあ、まだ落ち込むような事でもないけどな」

　露ろ出しゆつした岩に腰こし掛かける悠。だが、その顔に絶望の色はない。

　日本にはもうないようなその光景は、孤こ独どくを感じさせながらも、ただただ美しかった。

　それにもう一つ。彼は新しい『希望』を手にしていたのだから。

　悠は右手を広げ、掌を見つめた。……意識を集中すると身体からだ中を紅い光が包んでいく。

「『硬こう質しつ化』……とでも言うのかね」

　自分の意志で発動させたそれは、悠自身が扱あつかえる『力』だという事を示していた。

　腰掛けた岩を殴なぐると、玄げん翁のうを振り下ろしたような鈍にぶい音が響く。相当の力で殴った事が窺うかがえるも、悠の手には傷一つない。

　痛みがない事を確かく認にんしてから意識を落ち着けると、紅い光は消えていく。その状態で今度はごく軽く岩を殴ると、たいした音もしないのに、痛みが走った。

「いちち……やっぱ間ま違ちがいない。なんかすげぇ硬いオーラが出てる」

　彼の語ご彙い力は高くない。そんな表現が精せい一いつ杯ぱいだったが、シンプル故ゆえにそれは核かく心しんだった。

　紅い光を纏う事で、その光を強固な防ぼう護ご壁へきとする事ができる。

　まるで、甲こう殻かく類の殻のように。

「昨日のエビ……火を通したら柔やわらかくなってたのは、この力のおかげだったのか？」

　殻の厚さに対して異常な程の硬さを持っていた『最初の食事』を思い出し、悠は呟つぶやいた。

　かなりの力で振り下ろした石さえもほぼ無傷で耐たえたのにもかかわらず、火を通してからは地球のエビと比べても柔らかかった筒つつエビ。昨日は考える余よ裕ゆうもなかったためなんとなく流していたが、それは『火を通したから』柔らかくなったのではなく『死んだから』柔らかくなったのではないか。

　そう、ちょうど──いま、悠が岩を叩いて試したように。

　筒エビは何らかの力に守られていたが、それが断たたれた故に柔らかくなったのではないか、と。頭が冷えた今、悠はそう考えていた。

「だとすると、この力は──」

　少なくとも、先さき程ほど悠に起きた現象はその真逆であった。

　本来ならば死んでいて当然、という体勢で落下したというのに、悠は無傷だった。

　それはいうまでもなく何らかの力が加わったからだ。

　その加わった力というのが──いつの間にか筒エビから消えていた『加護』だったのではないか。だとすると──

「食った生き物の能力を奪うばえる……とか？」

　自分で口にしながら、悠は笑ってしまいそうな気分になった。

　この間まで科学文明の中に暮らしていた自分がそれを口にするのが滑こつ稽けいだったからだ。

　しかし、もしもそれが本当ならば──それはこれ以上なく、悠を奮い立たせた。

　湧わき上がる気持ちが、悠の身体からだを震ふるわせる。

　毒物を見分ける力、そして食えば食うほど強くなる力。まさに『食』の力だ。

　もう、悠はこの世界で生きる事に疑問を抱いていなかった。それどころか、これ以上なく自分に合った環かん境きようだとさえ思っている。

「──っし！　やる気湧いてきたな！」

　だからもう、絶望はない。もしもこの世界に人が居なかったとしても、彼は精一杯を生き続ける事ができるだろう。この世界にどんな味覚があるか、それらを食べる事でどんな力を得る事ができるか。生きている限りそれが続くのだ。

　僅かに空腹を感じながらも、悠は希望で満たされていった。

「んじゃ……景気づけにコイツをやりますか！」

　それでも腹は減っている。むしろだからこそと言うべきだろうか。

　悠は景気づけ、と称しようして先程自分を殺しかけた果実を掲かかげた。

　抗あらがうほどのできない魅み力りよくを持っていた実は、果たしてどんな味なのだろう。

　軽く爪つめを食い込ませると、果実の皮はぺろりと剝はがれた。皮の下も、また鮮あざやかな黄色だ。汁しる気けを多量に含ふくんでいるため陽ひの光に輝くそれは黄こ金がね色と言い換かえてもいい。食欲を搔かき立てるラグビーボールの様な形状の身──その頭から、齧かじり付く。

「……すっぱい」

　その味は、酸すっぱかった。取り立てて匂においもなく、甘みもない。レモンほど強きよう烈れつに酸っぱい訳ではない、なんとも言えない味だ。

　流石さすが異世界、一ひと筋すじ縄なわではいかない。

　まんまとハメられた気分になった悠は、敗北の味に油断はできるだけしない事を誓ちかうのであった。










　　　第二話　生、活







　此方こちらの世界に移り住んでから、今日が五日目だ。住むというよりは現在も遭そう難なん中と言ったほうが状じよう況きようには適かなっているのだが、悠ゆうは名も知れぬ世界での生活を満まん喫きつしていた。

　文明の利器がない生活は辛つらく苦しいものでもあったが、それ以上に自らが得た力と、一つずつ知識を蓄たくわえていく生活は面おも白しろい。

　あれから、悠には三つほどわかった事があった。

　一つは、自分に宿った能力の事だ。すなわち毒物を見分け、食べたモノの持つ能力を吸収する力の事である。この環境ではこれ以上ないと言っていいほど強力な力ではあったが、どうやらこの力も万ばん能のうというわけではないらしい。

　毒物は見分けられても、どうやら衛生状態までは見分けられないという事を、悠は腹痛というカタチで知る事になっていた。また、能力の奪だつ取しゆの方も何を食べても力に目覚めるという事ではない様だ。量が不十分だったのか、はたまた他の理由があるのか、それはわからない。だが悠は滑落した日の翌日から今日まで、新しい能力には目覚めていない。

　二つ目は──その問題になった、奇き妙みような黄色い果実を実らせる木の事だ。あれから調査も兼かねて、悠はあの黄色い果実が結実している木の元を訪おとずれた事がある。すると、色々な事がわかった。まず、あの木は必ず急な斜しや面めんに生えている。樹皮はオイルでも塗ぬりたくったかのようにツルツルとしていて、まず摑つかめない。これだけならばあるいは地球上にも存在しそうなものなのだが、あの果実は紛まぎれもなく異世界の存在だった。

　あの木の、他の果樹と圧あつ倒とう的に違う点。それはあの果実は異様な『魅力』を放ち、生物を引き寄せる力を持っているという事だ。その力の目的は──まさに、生物を危険な崖がけに誘さそい込み、滑かつ落らくさせるためにある。

　斜面から生えた木は崖の下まで根を伸のばしており、滑落させた生物を主な養分としているようなのだ。その不気味な生態は、悠を震え上がらせた。なにせ、硬質のオーラに目覚めて居なければ、悠自身があの木の養分になっていたのだろうから。

　だが、あの木にまつわるのは悪い事ばかりではない。それが、三つ目の知識。

「来た来た」

　意識を集中させていた悠は、茂しげみの奥を見つめ、呟いた。

　身体からだを低く構え、右手に──割った石を木の棒に差し込んで作った──斧おのを握にぎりしめる。

　悠が臨戦態勢を整えると、草葉を踏ふみしめる音と共に、茂みから影かげが飛び出してきた。

　鋭するどい角を持った、兎うさぎくらいの大きさの小動物だ。悠の研とぎ澄すまされた動体視力は、高速で接近するその姿を捉とらえていた。

　しっかりとその姿を確認し、振ふりかぶった斧を、振り下ろす。

　斧は正面から一いつ角かく獣じゆうの額を捉え、その頭を叩き潰つぶした。

　頭を叩き割られた小動物は僅わずかに痙けい攣れんしているが、既すでにその動きは何の意味も持たない。

　悠の三つ目の発見。それがこの『誘ゆう引いん』の能力である。

　本来であれば、身体からだの小さな動物というのは警けい戒かい心しんが強いものだ。だが大きな体たい軀くを持たないにもかかわらず、この一角獣は一目散に悠へと向かってきた。

　その理由こそが、悠に宿ったこの二つ目の能力の効果である。

　……どうやら、悠は生物を惹ひきつける力を手に入れたようなのだ。無論、あの果実の能力を吸収した結果である。

　しかしそれは魅力、などという生なま易やさしいものではなかった。

「こりゃ『魅力』とかってより『誘引』だな」

　それは食欲に訴うつたえかけ、原初の欲求を引っ張り上げるような『誘引』の力。

　この力を使えば、体格で大きく劣おとる小動物や、草食動物でさえ、一も二もなく悠へ食らいつきにかかる。『誘引』の能力を発動させている最中の悠は、対象の生物にとって非常に魅力的な食料に映っているようだ。

　能力にかかった生物の様子は尋じん常じようではなく──一角獣の鬼き気き迫せまる様子は、頭が潰れた今でさえ悠へと這はい寄っているように見えた。

「複雑だなあ、なんか」

　小動物を自分の手で殺すのには抵てい抗こうがあったが、これも弱肉強食。自然界で生きるには必要な事だ。

　止とどめの意味合いも兼ねて首を断たち、蔓つるで脚あしを縛しばって木へ吊つるす。猟りよう奇き的な趣しゆ味みという訳ではなく、血を抜ぬくための措そ置ちである。

　野生の獣けものは、血が残っていると食べる際に臭くさみとなる事が多い。まだ心臓が動いているうちなら、こうして血を抜く事でより美お味いしくその生命をいただく事ができる。

　可愛かわいらしい顔もなく、吊るされているその姿は、冷れい凍とう庫の牛肉に近い。こうなると、認識は動物というより食物へと傾かたむいていった。

「けど楽しみだな！　こっちに来て初めて獣じゆう肉にくが食える……！」

　悠も変わった食の好みを持つとはいえ、男子高校生である。肉類は大好物だ。

　肉を手に入れて、悠は大喜びだった。何を作ろうか。そのまま焼くのも良いし、煮にてみるのも良いかもしれない。完全に食肉と化した小動物を見て、悠はご満まん悦えつである。

「こんな事ならさっさと塩を手に入れておけばよかったなあ」

　海があるので、塩の入手は可能だ。思考が味付けまでにたどり着いた時、それは起きる。

「────！」

　それは、耳を擽くすぐるような、小さな『声』であった。

　虫の声でもない、動物の声でもない。とっさの危機に怯おびえ叫さけぶ、感情の込こめられた──

「人の、声だ……！」

　自分と同じ生き物の声。すなわち、人間の声。

　満足気に下ろしていた腰こしを上げ、悠は即そく座ざに立ち上がった。

　声のした方向を睨にらみつけるように見やり、歯は嚙がみする。今の声は明らかに、危険を感じさせる声だった。声の主に何かが起こったのだろう、と感じ取るのは、容易たやすい。

　ならば、声の主はきっと助けを必要としているだろう。……だから、悠は躊ちゆう躇ちよしている。

　もしも悲鳴が大型の動物などに襲おそわれた故のものだった場合、危険は悠の身にも降りかかる可能性がある。折角、終わったはずの人生に続きがあったのだ。顔も知らない、本当に自分と同じヒトであるかもわからない誰だれかのために、危険を犯おかすのは憚はばかられた。

　……しかし、悠は生なま唾つばを飲んで歩きだす。それで割り切る事ができていたのなら、楽だったというのに。自分の不器用さに気付く事もせず、石せき斧ふを握りしめた。

「硬こう質しつ化の力だってあるんだ。……様子を、見るくらいできるだろ」

　一言分だけ自分を奮い立たせてから、悠は注意を払はらって歩き出した。

　もしも大きな、例えば熊くまのような動物が居たら、無事でいられるだろうか。

　硬質化の方はともかく、簡素な磨ま製せい石器では毛皮に阻はばまれてダメージは与あたえられないだろう。声に近づく悠の中で、まだ見ぬ怪かい物ぶつの姿は大きくなっていく。

　──だが、ある時を境に、その姿は小さくしぼんでいく。

「……こっちの方向って……」

　それは、歩んでいく景色に、見覚えがあったからだ。その場所は、悠にとっても忘れられる場所ではなかった。なにせ、此方に来て最初に死にかけた場所なのだから。

「やっぱり、あの実がある場所か……！」

『誘引』の果実があるあの崖の下。となれば、声の主に起きた事も察しがついてくる。

「けど、だったら安心してる場合じゃないな……」

　一ひと先まず懸け念ねんしていた最悪の可能性が回かい避ひされた事で息を吐はき出す悠。

　だが決して状況が良くなったわけではない事を思い出し、気を引き締しめる。

　この場所で声がしたという事は、自分と同じ目にあった誰かが居るという事だ。

　果たして、それは──悠の視界に、森の中では見かけぬような輝かがやきがちらついた。

「女の、子？」

　輝きの源は、緩ゆるやかなウェーブがかかった銀ぎん髪ぱつであった。

　崖の下に、一人の少女が倒たおれていたのだ。

　どうやら考えた通りの事が起こったらしい。

　仰あお向むけに倒れた少女はぴくりとも動かないでいる。慌あわてて悠は少女へと駆かけ寄った。

　──近くで見てみると、少女はとても、美しい事がわかる。いや、可愛らしいというべきだろう。化け粧しようなどの飾かざり気けもなく、若々しく整った顔は女性というよりも少女という表現がしっくり来る幼さを残していたのだから。

「あの、大だい丈じよう夫ぶですか！」

　しかし今はそんな事を気にしている場合ではない。悠はすぐさま少女へと呼びかけた。

　……返事はない。弱々しく胸が動いている事から息はしているようだが。

「くそ、マジか……どうすればいいんだよ」

　とはいえ悠にわかるのはそこまでだった。

　生きている事はわかるものの、少女が具体的にどのような状況にあるのかはわからない。途と方ほうにくれる気持ちを薄うすめるため、悠は毒づく。

　頭を打っているのなら、動かさないほうがいいだろう。意識がない以上、その可能性は高い。そのくらいの知識は、悠にもあった。

　かといって──放ほうっておくわけにもいかない。少女の脚あしは、おおよそ人間の構造をしている生物が曲げてはいけない方向へとまがっている。怪け我がをした状態で野ざらしにしていれば、後は衰すい弱じやくして死を待つだけだろう。

「迷ってても、仕方ねえ」

　だったら。何もしないで見殺しにするよりは、たとえダメでも最善を尽つくす。言葉にすればその様になる気持ちが、悠に少女を背負わせた。




　　　　　　　◆




「……目、覚まさないな」

　傍かたわらに眠ねむる少女を横目に、火を突つつきながら呟つぶやいたのは、もう何度目になるかわからない無む為いな言葉だ。

　もう日が落ちて久しい。時間にすれば七、八時間は経たったろうか。

　呼吸こそ続けているものの、少女は目を覚まさない。

　水と共に火にかけた獣肉の発する匂においも何ど処こか遠く、悠は落ち着かない様子で居た。

「しかし……銀髪っていうのかね、初めて見たな」

　肉が煮えるまではまだ時間がある。ただ待つのは辛つらく、悠はふと少女を見つめていた。

　最初に気になったのは、その銀色に輝く髪かみであった。焚たき火の炎ほのおを映して輝く髪は神秘的な光を放っている。白髪しらがならば馴な染じみがある色だったが、プラチナの様な輝きを放つ銀色の髪は、初めて見る美しさだった。

　そして、先さき程ほどは気にしている余よ裕ゆうはなかったが、少女の顔はとても可愛らしい。

　浮うき世よ離ばなれした美しさが、ここが異界の地である事を思い出させるようだった。

　……もう一つ。悠が気になったのは少女の服装だった。

　その服は、最低限の修しゆう飾しよくがされているなどしており、文化の存在を語っていた。

「この子も異世界転移してきたとかじゃなきゃ、この世界にも文化があるって事だよな」

　それはつまり、この世界に人が存在する事を示している。それも数人ではなく、村や国、文化を作るほどのものがだ。

　人が息づく証あかし──文化の臭においは悠に幾いくばくかの安心感を与えていた。

「っとと、そろそろいいだろ」

　一つ思考に答えをだすと、考え事をしている内に肉が煮えている事に気がつく。

　下処理が良かったおかげか、鍋なべの中の一角獣のスープは、澄んでいた。といっても、脂あぶらやエキスに由来した、黄色がかった色は付いている。
















　表面には油が浮ういており、外見で食欲を誘さそう。

　だが、その香かおりは──

「うん、まあ、予想はしてたけどね」

　臭かった。シビアである、と悠は愚ぐ痴ちを漏もらす。

　近い匂いを上げるとすれば、それは動物園の香りだ。むせ返りそうな、ゴワゴワと鼻を擦こするようなあの臭い。

　この臭いは、野の食材の知識を持つ悠が予想していたものの一つだった。

　それを防ぐために、針葉樹の葉なども入れて、臭い消しの効果を期待したのだが──その効果はほどほどだったようだ。完全に獣けもの臭しゆうを消すには至っていない。

　恐おそる恐る、悠はその一角汁じるを啜すすった。

　動物園の様な香りが口いっぱいに広がっていく。お世辞にも食欲をそそるとはいえない。

　だが、野の食材に慣れた悠にとってはそれもまた『あじ』の一つだ。この程度ならば狸たぬきに比べれば大した事はない。

　ごく薄い塩味は、此方こちらの世界に来てからは新しん鮮せんなものだった。欠けていた栄養が溶とけたスープは、不ま味ずかったが吐き出すほどでもない。

　それに──

「旨うま味みは強いな。アナグマ……いや、リス……？」

　臭いに押されがちではあるものの、味自体は良いようだった。

　ほんのりと頰ほおを押すような、優やさしい甘みは脂に由来するものだろう。

　針葉樹の葉も、入れて正解だった。松の葉は煮出すと良い香りと共に、不足しがちな栄養を補ってくれる。松の葉ではないが、この針葉樹の葉もまた、それと同じような働きをしていた。

　この異世界に来て初めて二品以上の食材を使った料理の『混ざった色合い』は、悠に満足感を与える。

　料理の温かさに、ほうっと息が上ってくる。

　だが悠は直すぐに弁当箱へと視線を落とす。主役がまだだ。鋭するどい眼光はそう語っていた。

　プラスチックの箸はしで、財宝をサルベージするようにすくい上げたのは、厚い脂し肪ぼうがついた肉だった。

　脂はよく火が通り、悪くないスライムの如ごとく震ふるえている。

　臭いに怯えながらも、悠はそれをゆっくりと口へ運んだ。

「……！」

　やはり、間ま違ちがっていなかった。歯で押すとぷちんと切れた脂が、口の中に甘みを広げる。

　鼻は僅わずかに不快感を訴うつたえたが、脂の甘みが──何より、久方ぶりに口にする『肉』の力が、悠に声を上げさせる。

「美う味まい……！」

　正直に言えば──それは、スーパーで売っているグラム百円もしない豚ぶた肉にくに勝てる味でもないだろう。

　だが足りない栄養素が、思春期の少年に一番欠けた味が、『肉』の重みが、幸福神経の鐘かねを叩たたいていた。

　また、何気なく入れた針葉樹の葉も、いい味を出している。

　松の葉の様な香りが臭しゆう気きを抑おさえているだけではなく、しゃきしゃきとした食感が心ここ地ちよく、清せい涼りよう感を感じさせる。

　一いつ角かく獣じゆうの肉は食材としては良いものではなかったが、一角汁の料理としての完成度が高かったといえるだろう。

「はあ……肉って、いいもんだなあ」

　たった一口と一啜りで、悠は笑えみを浮かべた。

　もう少し冷静に味わう様になれば、その臭気からは目を背そむける事も出来なくなるだろう。そうなる前に、食べ終わってしまおう。悠は、二口目に向けて箸を下ろす。

　だが──箸は、スープの水面で止まってしまう。

　ふと、そちらを見たのは何な故ぜだったのだろうか。

「……!?」

　器うつわの向こうに、見た事もない生物を見つけ、悠は凍こおりついた。

　今まで泳いでいた湖が一いつ瞬しゆんで氷に閉とざされるような感覚。

　……悠の視線の先には、一匹ぴきの獣が居た。

　体高百センチほどの、四足歩行の動物だ。顔は細長く狼おおかみのよう──四し肢しからは炎のように棚たな引びく山やま吹ぶき色の毛がある。

　いや、違う。炎だ。四肢に、炎を纏まとっている。

　狼の様な獣は、そのせいで暗くら闇やみの森の中にその輪りん郭かくを浮かび上がらせていた。

「……っ！」

　息を吞のんだ。しかし動けなかった。

　この可能性を考えなかった訳ではない。だが偶ぐう然ぜん、今まで大型の獣と事を交えずに済んでいたという事が、日常の忙いそがしさが、傷ついた少女が、その可能性を意識から遠ざけていた。

　大型の獣。恐るべき可能性の一つ。

　それが、明らかに悠を意識していた。

　勝てない。悠は即そく座ざにそう感じ取る。硬こう質しつ化の力があっても、逃にげる事さえできない。

　その幻げん想そうの存在は、それほどまでに圧あつ倒とう的な存在感を放っていた。

「……」

　こうなってしまっては、ジタバタするだけ無む駄だだ。

　決して怯おびえを悟さとらせないよう、隙すきを見せないよう。獣と目を合わせ続ける。

　獣に威い嚇かくする様子はない。だが、このまま通り過ぎるつもりもないようだ。

　草木を踏ふみ倒しながら、炎の光を纏う狼──炎えん狼ろうが歩み寄ってくる。

　一歩一歩が永遠に感じる。やがて、炎狼は焚き火を挟はさんだ向かいまでやってきた。

　そして──火へと、顔を近づけた。

　何をしているのかわからず、疑ぎ問もん符ふを顔に浮かべる悠。

　……それが何をしているか、すぐにはわからなかったが、遅おくれて理解がやってきた。

　篝かがり火びが、炎狼の口へと吸い込まれていくのだ。

「火を、食ってる……？」

　思わず声が出てしまい、悠は慌あわてた。しかし、狼は意に介かいした様子もなく、火を食べている。

　どれほどそうしていただろうか──火が放っておいてもすぐ消えるようなごく小さなものに変わると、炎狼は悠を一いち瞥べつしてから踵きびすを返す。

　近づいてきた時と同じように、穏おだやかな足取りで離はなれていく炎狼は──やがて、その輝かがやく輪郭を闇やみに溶かしていった。

「ぷ……はぁっ！　は……なんだ、アイツ……！」

　炎狼が去っていった事を確かく認にんすると、悠はいつの間にか止めていた息を吐はき出した。

　絵巻に残る神。その厳おごそかな雰ふん囲い気きは、魔ま物ものや怪かい物ぶつという言葉ではなく、触ふれられざる領域を感じさせていた。

「見み逃のがしてくれて、よかった……！」

　助かった。心から口にすると、ようやく感覚が戻もどってくる。

「火を食う狼、か……流石さすがに、異世界っつっても想像してなかった……」

　現代の知識を駆く使ししてサバイバル生活をしていたせいか、悠の中ではまだ何処かで『非日常の延長』であると思っていた世界が、一気にはるか遠い世界へ来たという実感を叩きつけてきた。

　その規格外の衝しよう撃げきは、悠の口角を吊つり上げる。

「はは……すげえ、すげえ……！　これが異世界か……！」

　歓かん喜きだった。

　花より団子を地で行く悠でさえ、御お伽とぎ噺ばなしの世界の中にいるという事実は胸を高鳴らせる。

　もしかしたら、ドラゴンだって居るかもしれない。想像するだけだった味が現実に存在するかもしれないという思考に行く辺り、悠は悠としか言えなかったが。

「そうと決まれば、何としてでも生き延びなくちゃな」

　なればこんな場所では終われない。また一つ新たな希望を胸に、悠は一角汁を啜る。

「ヴ」

　それは、冷めていた。強い獣臭に出鼻を挫くじかれてしまったが、今の悠にはそれさえも笑える気がした。

　こうして、異世界の夜は更ふけていく。

「ん……う……」

　はずだったのだが。

　悠の視界の端はしで少女がくぐもった声を上げ、その身を震わせる。

　ゆっくりと少女の目が開くのを、悠は何もできずに見守っていた。

　寝ねぼけているのか、少女の目は虚うつろだ。だが、その少女から目を離せずに居たおかげで、少女の瞳ひとみに色が戻っていくのを見ていた。

　そして、その少女の瞳に光が戻る。

　必然的に、悠と少女は見つめ合う形になった。

　まだ寝ぼけているのか、少女はきょとんとした顔をしている。だが、少しずつ、気を失う直前の状じよう況きようを思い出したようだ。やがて、その可愛かわいらしい顔に表情が戻る。

　ただ一人山を彷徨さまよい、死を直前にした、恐きよう怖ふの表情が。

「～～～△△△っ！」

「ちょ……！　大きな声だすな！　またアイツが戻ってくるかもしれ……！」

　少女は悠の知らない『何か』を叫さけぶ。

　悠は、その声で山の大きな獣を呼び寄せないかと、心配で心臓が止まるような気がした。

　……異世界の山の夜は、もう少しだけ続きそうだ。










　　　第三話　クララ







　少女が目を覚ましてから数分後。

　二人は一定の距きよ離りを保ちながら、お互たがいの様子を窺うかがい続けていた。

　手持ち無ぶ沙さ汰たに足した火の勢いは、お互いが顔を見るには十分な明るさを放っている。

　少女の様子は明らかに悠ゆうを警けい戒かいしていて──

「（どうすりゃいいんだ。……多分、言葉通じねーよなあ）」

　気まずかった。

　……少女が目を覚まして、悠が最初にしたのは、少女を黙だまらせる事だった。

　大声を出されて、山の獣を呼ばれるのを避さけたかったからだ。黙らせるのは、必死な形相で唇くちびるに人差し指を充あてがう事で達成した。

　だが、その所せ為いで少女は明らかに悠を警戒していた。

　無理もない。遭そう難なんし、怪け我がを負い、目が覚めれば言葉の通じない男に詰つめ寄られる。それも、お互いにまるで共通点が見当たらない服装だ。文化の違いが、深い溝みぞを掘ほっていた。

　……しかし、ぐう、と。焚たき木が爆はぜる音の中に、獣の唸うなり声の様な音が交じる。

　それで慌てたのは、少女だけであった。鳴ったのは、少女の腹の音だ。

「……ほら、腹減ってるだろ？　食えよ。っていっても、わからないか」

　焚き火の光を被かぶせてなお、少女が真っ赤な顔をしているのがわかる。

　悠は温め直していた一角汁じるを少女へと差し出した。

　取っ手を握にぎらせる為ために、悠と少女の距離は近づいている。距離の接近に怯えつつも、少女はおずおずと弁当箱を手に取った。

　少女は湯気立つ水面に必死に息を吹ふきかける。思った通り、腹は減っているようだった。

「……！」

　安全を確認した少女は、急ぐ様に、しかし少しずつスープを飲み込んでいく。

　少女のただならぬ様子はずっと前から食べ物を口にしていないと悟らせる。

　涙なみだぐみながら少女がスープを飲み終わるのは、あっという間の事だった。

「（アレ、味は良くても結構クる匂においだと思うんだけど。腹、減ってたんだろうなあ）」

　汗あせばんで息を荒あららげる少女のよくない様子から気を逸そらすべく、悠は明後日あさつての方向を向きつつ思案する。

　あるいはこの世界では然さ程ほど嫌きらわれるにおいではないのかもしれないと思うのも一瞬、考えるのはこれからの事だ。

　孤こ独どくだと思っていたが、人に会えた。それは嬉うれしいが、言葉が通じないのは問題だった。

　小説の様に言葉が通じればよかったのだが──悠が、頭を押さえたその時だった。

「アノ……ありがとう、ございマす」

　控ひかえめに鈴すずを転がすような、美しい声で礼が聞こえる。

　思わず、振ふり返った。もちろん、そこにはあの銀ぎん髪ぱつの少女がいる。

「えっ……日本語、話せるのか!?」

　驚おどろいた故ゆえに荒あら々あらしくなってしまった語調に息を吞のんで、口をつぐむ。

　話しかけてくれた少女を怖こわがらせないよう、悠は咳せき払ばらいをしてから気分を落ち着けた。

「と、悪い。言葉、通じないんだと思ってさ」

　肩かたを震ふるわせた少女だったが、悠が自分を怖がらせまいとしている事が伝わったようだ。

　こくりと頷うなずいた少女は、悠の問い掛かけに応こたえる。

「翻ほん訳やくの魔ま法ほう、つかってマす。あなたの言語、ムずかしい。聞き取りづらいかモです……」

「魔法……！　いや、全然聞き取れるよ。ありがとう」

　誰だれかと会話する。ありふれていた筈はずの『久しぶり』に、悠は目め頭がしらを押さえた。

　孤独は慣れている。割り切ったつもりだった。だからこそ涙は流さなかったが、それでも二度とないと覚かく悟ごしていた『会話』は、悠の心に火を灯ともした。

「わたし、助けてクれた、だよね。怯えちゃって、ごめんナさい」

「いや……無理もないよ。俺もこんなナリだしさ。それより、怪我は大だい丈じよう夫ぶか？」

　そうなると、お互いの距離が縮まるのはあっという間だった。

「治ち癒ゆの魔法、とくい。でも、歩けるまで、三週間くらい、かかる」

「そっか……いや、でも命に別状がないならよかったよ」

　少女もまた、人と会話ができる事に安あん堵どしていたからだ。

　心の距離が少しだけ縮まる事で、少女の翻訳の魔法はその精度を上げてきているのだが、それに気づいた者はいない。

「わたし、クララ。あなたは？」

「俺は悠。上総かずさ悠だ」

　名前を交こう換かんし、二人は微笑ほほえみ合う。

　それから、二人は焚き火を前にして様々な事を語り合った。

「薬草、さがしてた時に、遭難したの。二日も何もたべてなくて、おなかが減っていて、その時に『チャームツリー』を見ちゃった」

　その中でした話によると、クララがあそこで倒たおれていたのは、やはりあの黄色い果実の能力にかかっていたからとの事。

『チャームツリー』。獲え物ものを能力でおびき寄せ、滑かつ落らくさせて養分とする『魔物』である。

　この世界では、特別な能力を持っているものは植物でも動物でも『魔物』というらしい。

　植物の魔物。その言葉を転がしながら、悠は息をつく。恐おそろしい推測が当たっていた事を知って、悠は改めて異世界の油断ならない生態を実感した。

「ユウがいなかったら、死んじゃってた。ほんとうに、ありがとう」

　そんな恐ろしさを知っているからこそ、クララは深々と頭を下げた。

　彼女と会話を始めてからもう何度目かになる結びの言葉に、悠は戸と惑まどいながら頰ほおをかく。

　感謝をされるのは悪い気分ではないのだが、特別な事をしたとは思っていない悠にとって、それは面おも映はゆさを感じる事だった。

「あー……いや、いいよ。それよりさ、これから、どうする？」

　ごまかすように、悠は話を本来進めるべき方向へと舵かじを切った。

　此方こちらの世界に来てから今まで必要な事しかしてこなかった悠にとって、雑談は心ここ地ち良い一種の贅ぜい沢たくとなっていたが、そうしてばかりもいられないと思ったからだ。

　切り替かえた話題の先は、『これから』だ。

「クララは村に帰りたい……と思うんだけど、その脚あしじゃ歩くのは無理だよな。ここから村まで、俺がおぶって行くとかは出来そうか？」

　そう、先程までは生活の環かん境きようを整える事が第一だった。

　しかし今は違ちがう。今の悠にはクララという保護すべき存在もおり、また『村』という目指すべき場所もあるのだ。

「えと、難しい、思う。村、山の向こう。山には危険な魔物、いる」

　だがそれは、今すぐには不可能だ。

　怪我人を抱かかえて山を歩くというのは、山に慣れた人でも危険である。まして、知識こそ持っているものの悠は山歩きのプロというわけでもない。

　どのくらいの補助が必要かはわからないが、同じ道を歩くにも数倍の時間を要するだろう。その間の食事や寝ね床どこの問題もある。

　答えるクララの顔は沈しずんでいる。脚を見ればわかるが、自分で動くのはほぼ不可能だ。悠はその答えを聞くと、顎あごに指を添そえて考える。

「……まあ、そうだよな。三週間くらいで治るって言ってたっけ？　ふむ……」

　悠の言葉に、クララは更さらに顔を曇くもらせた。

　……この状況で、自分がどうしようもない負担になる事をわかっていたからだ。

　生死がかかったこの状況だからこそ、見捨てられても文句は言えないと思っていた。悠が何気なく思案する声でさえ、自じ戒かいの材料になる。

「ごめん、なさい……あの……歩けない、から、少しの間だけ、でいいです……ここに置いてもらえませんか……？」

　それは、彼女からすれば精せい一いつ杯ぱいのお願いだった。

　歩けない自分がここにいても、悠には何の得もない。考えるまでもなく、クララはそれを感じていた。

　強く、強くだ。まだ彼女と出会ったばかりの悠には知るよしもないが、クララは自己の評価をとても低く付けていた。それは今までの育ちよりも生まれによってクララに刷り込まれた価値観だったが、今はおいておこう。

　──何の役にも立たず、どころか食しよく料りようの問題などを考えれば、自分がいてもマイナスにしかならない。彼女はそれを必要以上に強く感じていたのだ。

　ここに置いてほしいという願いに少しの間だけ──暗に脚が完全に治るまででなくともいいと付け足したのは、自己へ感じる『価値の低さ』と、それでもまだ死にたくないという僅わずかな本能が混じった結果出力された言葉であった。

「は、はあ？　何言ってんだよ」

　クララの思いなど知るよしもなく、信じられない言葉を聞いた悠は声の調子を外した。

『予想通り』の悠の言葉に、クララの肩がびくりと震える。

「悪い事は言わないから治るまでここにいろよ。三週間より早く歩けるようになっても完治してるわけじゃないだろ？　そんなんで山歩きなんて無理だぜ。べつの所に人がいる拠きよ点てんでもあるってんなら話は別だけど……遭難中ってんじゃ、そんなモンないだろ？」

「え……？　あ、ない、です……」

　だが、続く言葉は予想とは全く逆のものだった。

　慌あわてた様子で俯うつむかせていた顔を上げるクララに、悠は仕方がない様に息をつく。

「なら、居心地悪いかもしれないけどここにいたほうがいい。早く帰りたいだろうし、知らない男と二人じゃ不安かもしれないけどさ、困ってる女の子に手を出すほど腐くさっちゃいないし、途と中ちゆうで見捨てるほど意気地なしってわけでもねえよ」

　クララは、はじめ悠の言ってる事がわからなかった。

　一いつ瞬しゆんだけ何かを企たくらんでいるのかもと思ったのは、やはり自分を保護するメリットを感じられなかったからだ。

　そんな疑念も、悠の『当たり前だろ』と言わんばかりの困った笑顔で吹き飛んだ。

「わたし、役立たず。……見捨てたほうがいい。足手まとい、なる」

　悠の笑顔に救われて、思わずクララは溢あふれてくる涙を見せないためにもう一度顔を俯かせて、最も恐れていた事を自分から進言した。

　優やさしい少年に自分なんかが迷めい惑わくをかけるのは耐たえられないという思いが生まれたからだ。

　食事の用意もできなければ、行動の邪じや魔まにもなる。それを伝えるのは勇気が必要だった。

　それでももし、まだ悠がここにいていいと言ってくれるのなら。

「そんな事はない。……俺、しばらく人と会ってなくてさ。クララがいてくれれば、心強いし頑がん張ばれる。それに俺、結構食いしん坊ぼうなんだ。クララがいれば色々な食材を少しずつ、沢たく山さんの種類を食べられると思うんだよな、だから……」

　頼たよってもいいと言ってくれるのなら、抱だきついて縋すがりたいような気持ちだった。

　最初の主張とは真反対の言葉に呆あきれるでも怒おこるでもなく、悠が返したのは微笑みだった。

　予想していたよりもずっと優しくて、期待していたよりも嬉しい言葉。自分のような足手まといにいてくれれば心強いと言ってくれた。否定していた価値を肯こう定ていしてくれる言葉に、思わず泣き出す。

「うううー……はいぃ……」

　今のクララとは対照的な、ひだまりの様に温かくて優しくて、安心できる悠の微笑みに、クララは今度こそ涙を抑えられなかった。我が慢まんはしようとしているが、堰せきを切られた涙は止まってくれない。それでも無理やり泣き止やもうとするものだから、クララの顔はくしゃくしゃに歪ゆがんでいた。
















　初めて見るような女の子のあんまりにもあんまりな顔に、悠は苦く笑しようする。

「心配すんなとは言えないけどさ、多分大丈夫だよ。脚が治ったら、村に案内してくれ、な？」

　クララは、悠が知る中ではダントツと言ってもいい美少女だ。今のクララの表情は、それほどまで可愛かわいらしい女の子がしていてもつい笑ってしまうようなものだったが──悠には、それがたまらなく愛いとおしく思えた。

　なんとなく、悠はクララの抱えていた葛かつ藤とうがわかっていた。こんな状じよう況きようで自分を見捨てた方がいいだなんて泣き出しそうに言うのだから、よほど自己評価が低いのだと、そう思っていた。

　助かりたい気持ちと迷惑をかけたくない気持ちを天てん秤びんにかけて、自分を捨ててしまう少女を守ってやりたいと、そう感じていた。

　こんな状況になるまでひとりぼっちで、また孤こ独どくに戻もどろうとするクララを、傍そばで支えてやりたいと思ったのだ。

「うん……！」

「よし、じゃあ今日はもう寝ねようぜ。何をするにも睡すい眠みんは基本だぞ」

　こうして、二人の奇き妙みような同居生活はスタートを切る。

　睡眠の重要性を説く悠に、クララはようやく笑えみを浮うかべる事が出来た。

　悠に手伝ってもらいながら、クララは寝床の中に身体からだを納める。

　焚たき火が消えると、そこは夜の山よりなお暗い暗くら闇やみに包まれた。

　それでもそこは温かく、安心できる場所だった。久々に人の温かさに触ふれた嬉うれしさに、クララの力が抜ぬけていく。

　だが不安だったのは悠も同じだ。たった一人で過ごす知らない場所。そこに少女が現れ、孤独を埋うめてくれたというのは、暗闇に火が灯ともされるような気分だった。

「（明日から、また忙いそがしくなるな……）」

　当然、生活は明日からより大変になっていくだろう。

　それでも悠は今、誰だれかが近くにいる事が嬉しかった。

　悠は、そしてクララもまた──あっという間に眠ねむりに落ちていく。

　それは、二人とも久しぶりの事だった。










　　　第四話　異世界のこと







「さて……何か面白いモンが見つからないかね」

　悠ゆうはちょうど太陽が真上に昇のぼる頃ころ、ベースキャンプを離はなれて食料の調達をしていた。

　食料の必要性が増えたため、幅はば広ひろい範はん囲いで食材を集める事になった。

　背中のリュックには、日用品の代わりに豊富な食材が詰つまっている。

　味はともかく、全すべて毒がないれっきとした『食材』なのは、悠の能力の賜たま物ものだろう。

　背中の重みが増していくにつれ、悠は機き嫌げんを良くしていく。食材集めの労力は昨日以前よりも大変になっているのだが、悠に疲つかれはなかった。

　本人はあまり気づいていないものの、異世界に来た時よりも活力に満ちていたからだ。

「あの木の実、取れそうだな」

　ふと、木の上を見上げると、楕だ円えん形の紅あかい実が目に入った。なんの前触れもなく木の上へと視線を動かしたのは、悠が『なんとなく』気になったからだ。

　……これも、悠に根付いた力の一つだった。可食性のモノに対する嗅きゆう覚かくと言うべきか。『毒の有う無むを判別する』だけでなく、悠はこの世界に来てから『食べても害がない』物よりも『食べられる』食物に気づきやすく、より強い興味を惹ひかれるようになっていたのだ。

「っと」

　──屈くつ伸しんし、身体からだを解ほぐす。

　その間も悠の視線は、木の上──四メートルほど上にある紅い果実に注がれている。

『準備運動』を終えた悠は身体からだを慣らして、狙ねらいを定めると、木に登り始める。

　のではなく──垂直に飛び上がった。

　上へと糸で引かれるように、悠の身体からだは重力の方向とは逆に浮き上がっていく。

　そして──地面から四メートルも上の位置にある木の実を、摑つかみ取った。

「へへー、やりィ」

　助走もなく、特別な動作もない垂直跳とび。たったそれだけで、悠は人間の跳ちよう躍やくからするとはるか上の位置にある果実を手にしていた。

　それは、言うまでもなく異常と言えるだろう。垂直跳びは世界で活かつ躍やくするトップクラスの選手でさえ、七十センチほどが限界だ。上げた手の位置だけでも地表から四メートル程ほどの位置にまで到とう達たつするというのは有り得ない。

　まして、安定しない土の地面で、軽々とそれを成すというのは。

「こっちの世界に来てからメチャクチャ調子いいよなー。日に日に強くなってるっていうか……美う味まいメシ食ってるからかな？」

　冗じよう談だんめかして言う悠だが、それが冗談ではない事はまだ気づいていない。

　……そう、悠は、食事を摂とる度たびに強くなっていたのだ。それこそ、軽々と垂直跳びで二メートル以上は飛ぶほどに。

　その異常性に悠が気づかないのは──良くも悪くも、気がついたら異世界へ……というライトノベルの文化に慣れていたからだろう。

「ん、美味い。見た目通りリンゴみたいな食感だな。野生だからか、甘さは控ひかえめだけど」

　もう一つ言うならば、というよりも此方こちらのほうが大きな理由なのだが。

『食べるほど強くなる』という自分の能力に気が付かないのは、やっぱり悠の興味が異世界の食材へと全振ぶりされていたからに他ならない。

「おっ、これ初日に見た青い葉っぱか。……毒は、ないみたいだな」

　今はもう、悠の興味は別の食材へと移っていた。今度の興味の対象は、初日に見た『青い葉っぱ』だ。ごく一部を除き、基本的に自然界には存在しないと言われる青い葉を摘つまみ取り、匂においを嗅かぐ。

　酸味の匂い。見た目以上にみずみずしい香かおりに、頰ほおをほころばせる。

　土を払はらい、葉を一口かじると、強い甘みが舌に広がっていった。

「甘い……！　フルーツみたいだ……！」

　見た目からは想像できない味に、目を輝かがやかせる。強い甘みを感じる葉というのは、初めての経験だった。

　甘い葉は地球にもあるのだが、悠はまだそれらを食べた事はない。

　十分に食用に向いている事がわかると、悠はまるごと一枚を口の中に入れる。

　生の葉特有のもさもさとして歯や舌に張り付く感かん触しよくはあるものの、肉厚の葉はしゃきしゃきとみずみずしく、嚙かむたび爽さわやかな香りと強い甘さが口の中で弾はじけていく。

「これ、あの子も喜ぶかもな。ちょっと多めに取ってくか」

　群生した青い葉を、悠はてきぱきと摘つみ取っていく。量的には『食事』には程遠いかさだが、嗜し好こう品としては十分な量を摘み取ると、悠は再び食材調達へと出発する。

　その顔には、やはり疲れはなかった。様々な食材を、より多く採取しなければならない──それも、今の悠にはより多くの食材を見て、食べる事が出来るチャンスに他ならない。

　手軽に摂れる果実やキノコをかばんに放ほうり込みつつ、山を歩いて行く。

「おお……壮そう観かん……」

　……やがて、悠は岩場へと到とう着ちやくした。そこに広がっていたのは、黄色みがかった岩が露ろ出しゆつした岩場だった。

　表面は粉を吹ふいたように白くなっていて、陽ひの光を反射して輝いている。その美しい光景に、思わず息を漏もらす悠だが、そうして驚おどろいていたのは少しの間だ。直すぐに表情をほころばせ、悠は岩場へと駆かけ寄っていく。

「もしかして……！」

　食材のみに大きな関心を示す悠が、いくら綺き麗れいに見えても岩に興味を示すのは、非常に珍めずらしい事と言える。

「塩……岩塩だ！」

　だが、今回も『珍しい事』ではなかったようだ。よく見られる岩とは色が違ちがう、変わった石。その存在に心当たりがあったからこそ、悠は興奮した様子で岩場へと駆けたのだ。

　舌の上に広がったのは、久しぶりに感じる『当たり前』の味覚。

　──岩塩。それは料理の基本となる、もっとも重要な調味料、塩だった。

「海があるからいつかは取りたいと思ってたけど……山で手に入るのは幸運だったな！」

　幅広い料理の味の根幹となるだけでなく、生き物が生きていく上で必要な栄養素でもある。これを大きな移動も特とく殊しゆな手段もなく、手に入れられるのは紛まぎれもなく僥ぎよう倖こうといえた。

「毒の方も問題なさそうだな。これで、美味いもんが食えるぞ！」

　塩は、言うまでもなく地球でも見慣れていた調味料だ。

　だがそれを山の中で手に入れる事が出来た悠は興奮していた。いっきに豊かになるであろう食事に対してもそうだが──何な故ぜだか、今は遠く離れた世界とのつながりを感じられた気がしたからだ。

「んじゃそろそろ帰るか……？」

　とはいえ、悠はもう『こちら』で過ごす意志は固めている。無意識に帰る、という言葉を使い、割った岩塩をかばんに押し込む。

　が、その言葉尻じりは強く引き締しめられたものではなく、ひどくふわふわとした水面みなもに漂ただようようなあやふやさに満ちていた。

　新たなる『興味の対象』を見つけてしまったからだ。

　塩の岩場に、いくつか見える黒い点。しかしそれは動いていて──

　悠は、恐おそる恐るといった様子で小さな物体へと近づいていく。

　目を近づけてみると、それは……

「巻貝……？　貝か？　こんな山の中、岩塩の上に？」

　殻からを被かぶった、小さな生物であった。口にした名は、地球では海に棲まう生物の名前だ。

　ひょい、と岩場に張り付く貝？　を持ち上げる悠。

「変わったところはない、か。毒もない。見てる限りは貝だな」

　一応は可食性である事を確かく認にんした悠は、訝いぶかしげな視線で貝を観察する。

　見た目は貝。何ど処こも可お笑かしいところはない。水場のない、山の上に居る事を除けば。

「山の貝……どんな味がするんだ……？」

　山の上に居るだけ。たったそれだけと思うかもしれないが、悠にとってはその不思議さは十分に興味をそそる対象だった。

　山の上で生活している以上は、貝と似ていても身体からだの構造は違うのだろう。だとしたら、この生物は一体どんな味がするのか──

　興奮を抑おさえきれず、悠は暫ざん定てい貝を採取する。激しい動きはしないだろうが、生き物なので弁当箱の中に閉じ込めた。

「色々手に入ったし、今日はもう終わりだな。どんな味がするか、今から楽しみだぜ……！」

　グヘヘ、とでも付け足しそうな愉ゆ悦えつの表情で、悠は帰路についた。
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「おーす、戻もどったぞー」

　ベースキャンプに戻ってきた悠は、この世界に来てから初めて『帰りの挨あい拶さつ』を口にする。

　今までは、それは必要のないものだった。誰もいないキャンプに声をかけても、返ってくるのは静せい寂じやくだけだ。

「あ、ユウ……！　おかえりなさい！」

　だが今は違う。悠の姿を見て顔を綻ほころばせた銀ぎん髪ぱつの少女──クララが出で迎むかえてくれる。

　挨拶をすれば、返ってくる言葉がある。失った当たり前が戻ってきた事に、悠はじんわりと目め頭がしらが熱くなるのを感じた。

「ああ、ただいま！」

　思わず熱が入る返事に、クララも穏おだやかに頰を緩ゆるませる。

　彼女の場合はまだ近くに帰るべき場所があるが、遭そう難なんしていた時間は実は悠よりも僅わずかに長い。孤こ独どくじゃないという安心感は、彼女の方がより強く感じている。

「時間もいい感じだし、メシにしようか。今日は張り切ったぞー」

　自分だけではない誰だれかのために。それを考えると、食料調達にも力が入るというものだ。……いや、悠の場合はそれは元からだったが。

　かばんから食材を取り出して、並べていく悠。

「うわあ……凄すごい、これ、全部食べられるもの……!?」

「ああ、多分な。何故かは知らないけどさ、食べ物に毒があるかどうかわかるんだ、俺」

　得意げな悠と、その食材を吟ぎん味みして目を輝かせるクララ。

　しかし、クララは食材のある場所で目を止める。その表情は、驚きよう愕がくだ。

「どうした？　何か珍しいものがあったか？」

「う、うん……この青い葉っぱ……」

　クララの目が止まったのは、青い葉っぱであった。

　目が高い、と悠はまた得意気になる。

「おお、やっぱこっちでも有名？　コレ美味いよな。甘あま酸ずっぱくて、いい匂いでさ……」

「え？　あ、甘いの？　私、これ食べた事ないんだ。これはマナハーブっていって、凄く貴重なモノなんだよ」

　味を語る悠に対する、クララの反応は、悠が想像していたものとは大分違っていた。

　得られるのは共感だと思っていたのだが、クララの表情には畏い怖ふのような……触ふれられざるモノを見たような顔になる。

「……そんなヤバいのか、これ」

「うん……これだけあったら、当分……半年くらいは家族で生活出来るかな……？」

　十枚程度の葉っぱが、半年は生活出来る程度の金額になると聞かされ、悠は考え込む。

　悠が思い浮うかべたのは百万円くらいの金額だ。家族で、という言葉を加味するとそれに近い金額になるだろう。

　となると、この青い葉は一枚十万円ほどの値段となる。その事実に悠は戦せん慄りつした。

「おおお……マジか……なんでそんなにするんだ？」

　マナハーブを一枚つまみ上げ、悠は何気なくクララへと問いかける。

　するとクララは指を立てて軽かろやかに、吟ぎんじる様に語りだした。

「うん、よく聞いてくれました。これはマナハーブって名前の通り、マナが多量に含ふくまれてるの。マナは魔ま力りよくの素でね、食べると魔力の回復が早くなるんだ。だから、マナハーブは魔法使いにとってとても重要な葉っぱなの。煮に詰つめると魔力の回復薬になるんだよ」

　出会ったばかりの頃ころはオドオドとしていたが、もともとクララは──自己評価さえ著いちじるしく低いものの──明るく活発な性格だったようだ。

　自己評価が低い故ゆえに、彼女は世話好きでもあり、頼たよられる事を非常に好んでいる。

　世話を焼かれている現状で、自分の知識を必要とされた、つまり悠の力になれるという事が嬉うれしかったのだろう。クララは嬉しそうな顔で、胸をそらしている。

　面めん倒どう見みのいい性格が、悠という聞き分けの良い生徒を好ましく思っているというのもあり、クララはこの上なく上じよう機き嫌げんだった。

「でも、さっきも言ったけど、マナハーブってとっても貴重なんだ。よく似た毒草があるし、魔術師が近づくと魔力に反応して色が変わっちゃうから、マナハーブって気づかないんだって。そもそも数も少ないみたいだし……これだけ見つかったのは、すごいよ」

「はあ～……そんな珍しいものだったのか……」

　最初に見た植物でもあるマナハーブをまじまじと見つめる悠。

　──独特の嗅きゆう覚かくがあるというべきか、悠は『食材』を見つける力を持っている。その気になれば探せるであろうマナハーブというものがそんなに貴重であるというのは、いまいち実感が出来ないようだ。

　魔法使いが近づくと……というのは、自己を必要とする捕ほ食しよく者から身を隠かくす、擬ぎ態たいの一種なのかもしれない。そんな推測を考えつつ、悠はクララにマナハーブを差し出した。

「じゃあ、良い機会みたいだし、一いつ緒しよに食べようぜ。魔力が回復できるなら、クララにとっても良いだろ？」

「え、えええ？　でも、貴重なんだよ……？　私なんかが食べていいものじゃ……」

「その『私なんか』、ってのは禁止な」

　貴重なマナハーブを受け取れない、という理由に自分という存在を引き合いに出したクララを制止するように、悠は手のひらを突つき出す。

　突とつ然ぜんの事に、思わずクララは出かけていた言葉を息と一緒に飲み込んだ。

「何度も言ったけど、俺はクララが居て助かってる。知らない常識も色々聞けるし、誰かが近くにいる生活は楽しい。……だから、自分なんか、って考えはやめてくれ。な？」

「う、うん……」

　悠の語調は強く、ともすれば怒いかりさえ感じさせる言葉だった。

　それでも、クララはその言葉が嬉しかった。悠と居る事で自分が認められると、少しずつ自分の価値が生まれていくような気がしたからだ。

「わかったらよし。じゃあほら、食べようぜ！　甘くて美う味まいぞ～？」

　ずい、と差し出されたマナハーブを、困こん惑わくしながらもひとまず受け取るクララ。

　だがたった一枚でも法外な値段がするという葉を口に含む事ができず、上うわ目め遣づかいで悠に助けを求めるような視線を返す。

　が、返ってくるのは頷うなずきのゴーサインだけだった。

　別にクララはマナハーブを食べたくない、というわけではない。命を助けてもらったばかりでなく、こんな高級品まで……という遠えん慮りよがあるのである。

　しかし悠ほどではないが、クララも実は結構な食いしん坊ぼうだ。

「うう……じゃあ、頂きます……っ！」

　悠の語った『甘い』という文字通りの甘かん言げんは、緩かん慢まんな動きでクララの口へとマナハーブを運んだ。

「はむっ」

　見た目は、青い葉っぱ。それ以上に形容の出来ないマナハーブだが──

「ふぁあ……あまい……！」

　その味覚は、手の込んだ地球の洋よう菓が子しに慣れた悠をうならせるほど芳ほう醇じゆんな甘みだ。

　しゃくしゃくとしたみずみずしさ。嚙かむ度たびに弾はじける爽さわやかな甘み。山に自生する果物の雑味とは格が違ちがう糖の甘みが、クララの頰ほおを緩ませ、唾だ液えき腺せんを刺し激げきする。

　しばしその触しよつ感かんと甘み、爽やかな酸味の匂においに恍こう惚こつとなるクララは、やがてマナハーブを飲み込んだ。

　その瞬しゆん間かん、今日の治ち療りようで底を尽つきかけていた魔力がまた湧わいてくるのがわかった。凄すさまじい充じゆう足そく感が、少女の身体からだを抱いだく。

「はあ……美お味いしかった……」

　だが、クララが感じたのは逆に名残なごり惜おしさだった。

　クララもまた女の子。甘みには弱いのである。

「あの……ユウ、もう一枚食べていい……？」

　悠の態度で少しだけ自信がついたのか、クララは久しぶりに自分の思いを主張する。

「お、いいね。でも今はおいといて、メシの後でな。デザートってのも乙おつなもんだろ？」

　悠の言葉に、ぱっと明るい笑えみを浮かべるクララ。

　悠にとって異世界の食事は、目新しく、面おも白しろいものだった。しかしその笑顔をみると、やはり一つ欠けていたものがあると気付く。

　食事は誰かと一緒に食べたほうが美味しい。

　気持ちの問題だと思っていた言葉が、今は悠に染しみ渡わたっていた。

「じゃあ……日持ちしなさそうな、コイツからいくか」

　そんなわけで、自然と料理にも気合が入る。

　今日の主役を飾かざる食材は、あの岩場で手に入れた貝だ。

「あっ、それソルトロール」

　貝を手に取ると、マナハーブを眺ながめていたクララが聞きなれない名詞を口にする。

　恐おそらくは、この貝の名前だろう。

「これの事か？」

「うん。このあたりでも偶たまに食べるよ。村からは少し離はなれた位置にしかいないから、猟りよう師しさんのおつまみみたいな感じだけど」

　クララから聞く貝の説明に、悠はへー、と間の抜ぬけた声を出した。

　どうやら、割とポピュラーな部類の食材らしい。誰も知らぬ未知の味、というわけではないらしい事に少しだけがっかりした悠だったが、自分にとっては未知の味に変わりないという事を思い出して気を取り直す。

「コレ、普ふ段だんはどういう風に調理するんだ？」

「そうだね、殻からごと焼く事が多いかな。生で食べる事もあるけど、たまーにひどくお腹なかを壊こわす人もいるから、そっちはおすすめできないかな……」

「味付けとかは？」

「元々しょっぱいから、そのままが基本だね。風味付けにガルムを垂らす人も居るけど」

「へえ、ガルム！」

　翻ほん訳やくの魔法が拾った『ガルム』という名詞に、思わず悠は関心を示す声を上げる。

　ガルムというのは、古代ローマで使われていた調味料の名前だ。魚の内臓を塩で漬つけ、発はつ酵こうさせる事で作られる『魚醬しおから』である。日本の『しょっつる』もこの魚醬の一種だ。

　クララが語った調味料が、『しょっつる』よりも優先して『ガルム』という言葉に翻訳されたのは、その製法や材料がよりガルムの方に近いからだろう。

　この世界にもしっかりと食の文化が息づいている事に、悠は心の底から興奮が湧き上がってくるのを感じていた。新しい食文化に出会えるという期待が、顔を上気させる。

　だが今はその期待をツボの中に漬け込むようにしまっておいて。悠はソルトロールの調理法を考える事にした。

　クララの言葉から考えると、基本的には貝の調理で間違いなさそうだ。ただ、やはり岩塩の上で見つけただけあって身の塩味が強い、と。

「下味が最初からついているようなものかな……」

　と、悠はソルトロールと呼ばれた貝の分ぶん析せきを進める。

「よし、決めた！」

　結果、ここはシンプルに茹ゆでる事にしたらしい。名もない野草と一緒に、身を取り出したソルトロールをアルミ製の弁当箱で水と一緒に炊たいていき、更さらに岩塩で塩気を調整する。

　火にかけてしばらくすると、不思議な事にキノコを煮にたような『山の香かおり』が湯気とともに立ち上ってきた。その匂いが野草よりもソルトロールの方に由来しているのは、考えるまでもないだろう。

　じっくりことことと煮込んで、完成だ。

「出来たぞ。山のお吸い物だ」

　出来上がったのは、貝を主役として、野草をちらした『お吸い物』だった。

　前日の一角汁じると似ているところもあるが、香りの良さでいったら全くの別物だ。

「わあ、綺き麗れいに澄すんでるね！　美味しそう……」

　供された貝のスープを見て、クララが熱のこもったため息を吐はき出す。

　美味しそう、という言葉の通り、中々いい香りだ。近いのは──やはりキノコ系の香りだろうか。ダシに期待が高まる。

　はやる気持ちを抑おさえて、まずは料理がどのようなモノか分析する。これは悠の癖くせだった。

「……っ」

　──が。猫ねこの寝ね息いきのような、微かすかだが低く響ひびく音が、どこかからか鳴る。

　それがどこから来ているかは、悠の前で真っ赤になっている少女を見ればわかるだろう。

「はは、じゃあ食べようか」

「あぁぁぁ……うん……」

　失意を感じさせる弱々しい声で肯こう定ていするクララに苦く笑しようしながら、悠は手を合わせた。

「いただきます」

「いただきます」

　発音は違うだろうが、いただきますに相当する言葉は此方こちらの世界にもあるらしい。

　悠はなんだか嬉しくなった。

　だが食欲の前にはそれもかなわない。緊きん張ちようの中、悠はお吸い物を一口啜すする。

「……！」

　それは、無む性しように懐なつかしくなる味だった。

　聞いた事もない名前の、山に住むという奇き怪かいな貝を使ったにもかかわらず、それは確かに和の香りを放っている。

　湯気にのって、しっとりと鼻の奥に染み込むような芳ほう香こう。突き抜けるような潮の匂いはないものの、優やさしく、安心する匂いだ。

　最初に浮うかび上がってきたのは、やはりその香り高さだ。ただ嗅かぐだけでなく、口の中に入れるとその鮮せん烈れつと言ってもいい濃のう厚こうな香りが駆かけ抜けるように広がっていく。

　濃厚だが油分のない、染み渡るような味わいはまさに『山の幸さち』のそれだろう。

「わあ……なんか、ほっとする味だね」

　クララはその『スープ』を、そのように評した。シンプルが故ゆえに、親しみやすい味なのだ。確かに、その味には二人共が同じように安心を感じていた。

　だが肝かん心じんなのはここからだ。手に入りやすく、何度か食べた野草を順序から飛ばし、悠は主役の貝を箸はしで摘つまむ。

　ぷりぷりとした身は、軽く振ふるえばその身に纏まとわりついた汁しる気けを弾はじき飛ばすほどの瑞みず々みずしさを持っている。

　慎しん重ちようささえ感じさせながら、悠はゆっくりとソルトロールに歯を突き立てた。

　心ここ地ちよく歯を押し返す弾だん力りよく。それなりの力を入れてもまだ切れない。

　何処まで歯を包むかを試ためしたくなるような、魅み惑わく的な感覚。しかしそれはある時を境にぷっつりと切れ、旨うま味みのエキスを迸ほとばしらせた。

　切れた身を、今度は遠慮なしに嚙み砕くだく。じゃくじゃくごりごりと、引き締しまった貝の歯ごたえが歯を楽しませる。豪ごう快かいな歯ごたえからは嚙むたび濃厚なダシが溢あふれてくるので、嚙むのを楽しくさせ、次へ次へと食欲を押し進めていく。

　口の中一いつ杯ぱいになった汁をごくり、と音を立てて飲み下すと悠は恍惚とした表情で呟つぶやいた。

「美味い……」

　懸け念ねんしていた砂などがない事が、一層その旨味を引き立てていた。

　岩塩に付いているだけあって、その身は確かに十分な塩気を孕はらんでいる。最後まで味が染みきっているような味の濃こさが、次への興味を失わせなかった。

　だが、此方はどうか。淡あわいベージュの身とは違い、黒い肝きもの部分を口へと放ほうり込む。

　……コチラもまた、予想とは違う味だった。ほっくりと割れた肝から噴ふき出したのは、キノコ系の匂いに満ちた身とは違う、爽やかな菜の匂いだ。

　池にすむ生物のような『藻も臭くささ』とはかけ離れた、優しい香り。熱と一いつ緒しよに転がすと、頰が緩ゆるむのを抑えきれない滋じ味みに満ちていた。

　そのほろ苦さもまた、その味が軽かろやかに駆け抜けるのを助けている。

　総じて、美味と言えた。これまでの食材と比べても、ハッキリと違うといえるほどに。

「美味しいなあ……」

　気がつけば、クララも落ち着いた様子で吐と息いきを吐き出している。

「ほっとする味」。それが、ソルトロールの吸い物の味だった。

　山の貝の味に満足した二人は、暫しばしの間染み渡る温かさを抱いているのであった。
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「んじゃ、そろそろデザートにするか。ほい」

「ありがとう、ユウ！」

　ソルトロールの吸い物の余よ韻いんが去っていった頃ころ、二人はデザートを取る事にした。

　二人の間に置いたマナハーブを、茶ちや菓が子し感覚で摘む事にし、二人は食後の談笑に入る。

　とりあえず必要最低限の事を済ませたため、悠に今日の予定はない。

　余よ暇かの過ごし方として、雑談というのはとても充じゆう実じつしている気がした。

「ん～♪」

　甘みで頰がつんとなるのを抑えながら、クララは幸せそうな笑みを浮かべる。悠も一枚葉を齧かじってみると、シロップのような甘さと酸味のある匂いが良い釣つり合いをとっていた。

「コレは、煮に詰つめてシロップにしたら美味しいだろうな。果物と一緒に煮込んだらジャムみたいになるかもしれないし……色々試してみたいな」

「あはは……私達からしたらもったいなさすぎて中々出来ないだろうけど、それも美味しそうだね」

　ひらひらと葉を動かしながら、料理の構想を語る悠に、クララは苦笑する。

　煮詰めたシロップとはほぼそのままマナポーションの事だし、ジャムを作るにはどれだけのマナハーブが必要かわからなかったからだ。

　きっと、一瓶びんも作ればとんでもない値段になるのだろう。それを考えると、クララの顔がマナハーブのように青くなる。

「んー……」

　それを聞いて、悠は何事かを思案しながらマナハーブをみつめた。

　悠が思うのは──感覚のズレだった。

　もともと地球でも、悠の感覚というのは少しだけズレていた。それは食に対する興味が強く、他の事は然さ程ほどでもないという性格の事だ。

　ズレがあるとは言っても、地球ではそれは問題にはならなかった。せいぜいが醒さめた目で見られるくらいだったが。この異なる世界ではどうか。

　こうしてクララが日本語を喋しやべってくれているからこそ会話が出来るが、地球とこの世界のズレは、やがて山を下りた後大きな障害になるだろう。

「なあクララ」

　何気ない様子で、何ど処こか遠くを見つめながら、悠はクララに語りかける。

　悠が呼ぶ声にクララは視線のみで返答をする。

　首を傾かしげるクララに、悠は葉を見たまま言う。

「色々とさ、この世界の事を教えてくれないか？」

　本当に軽く。当たり前のように悠はその質問を投げかけた。

　特におかしいところはない様に思えるほど、何気なく。

　だがその問いが、欲ほつする知識がおかしい事は、すぐに気づくだろう。

　生まれてから今まで過ごした『世界』の事を聞く者は、殆ほとんどいないはずだ。

「え？　うん、いいよ！」

　それでも、クララはあっさりとその問いに肯定を返した。

「……変だと思わないのか？」

「まあ確かに珍めずらしい質問だけど、知らない事を聞く事はヘンじゃないと思うよ。それに私、教えるの好きだし！」

　ぐ、と拳こぶしを握にぎり込んで、目を輝かがやかせるクララ。

　その答えは、本当に当たり前の事を言っていた。

　蛇へびや蛙かえるを食べた事がある。そんな事を言った時に、地球で向けられた醒めた目を思い出すと、『ズレ』を感じさせないクララの言葉は、ありがたかった。

「……ありがとうな」

「全然いいよ！　もしも私なんかがユウの役に立てるなら、嬉うれしいから！」

　クララは本当に嬉しそうで、本来の彼女は世話焼きなのだろうという事を悠も感じていた。

「なんかは禁止な」

「あっ……！　うう、ごめんなさい……」

　服装からしても、言動からしても、今の悠は『この世界の人』にとって相当胡う散さん臭い存在のはずだ。

　にもかかわらず、クララは悠を疑う事もなく、深い理由を聞く事もなく、受け入れてくれる。

　それが嬉しくて恥はずかしくて、悠はごまかすように『私なんか』を指し摘てきした。

　何な故ぜその言葉を指摘したのかは、クララもわかっているのだろう。二人は少しだけ黙だまってから、同時に笑いだした。

「うん、それじゃあ……これからよろしくな、先生」

「先生っ……!?　いいよ！　任せてっ！」

　悠の言葉に気をよくし、クララは誇ほこらしげに胸をそらす。

　あまり余よ裕ゆうのない衣服に押し付けられる形になったとあるモノを見て、悠は顔を赤らめながら苦く笑しようする。

「（最悪、山か森で暮らそうかとも思ったけど……ちょっとは勉強頑がん張ばってみるかな）」

　また一枚マナハーブを口にして、幸せそうな笑えみを浮かべるクララを見て、悠は温かい気持ちになるのだった。

　……気がつくと、過半数のマナハーブが食べられてしまっている事に気がつくのは、もう少しだけ後の話。



















　　　第五話　エルク・ハント







　悠ゆうがクララと出会って三日が経った日の事。

　昼のうちには早々に食料を集め終え、とある事を終えた悠は、焚たき木を前にクララと並んで座っていた。

「すごい！　ユウは本当に飲み込みが早いよ！」

「お、そうかな。そう言ってもらえると嬉しいが」

　嬉き々きとしたクララの声に、照れるぜと言わんばかりに頭をかく悠。

　二人の前には、クララが木の棒で描えがいた文字がある。

「こんなにすぐに魔ま法ほうを覚えちゃうなんて凄すごいよ。ユウは天才かも！」

　興奮混じりに、クララは手を叩たたく。

　今、クララと悠がしているのは、ごく簡単な魔法の訓練だった。

　その中でも、最初に悠が覚えたいと言ったのが──

「いやあそれほどでも。けど、確かにクララの言葉がちゃんとわかるようになってきたな」

　出会ってすぐ、クララが見せた翻ほん訳やくの魔法であった。

　ヒトの居る場所に降りる事が目的となった悠にとって、言葉や文字は出来る限り覚えるべきものだったし──会話をする際、クララだけに負担を強しいるのは嫌いやだったからだ。

「うん、私もユウの言葉がわかってきたかも。こっちにない言葉とかはわからないけど、表現とか──細かい部分がわかってきたよ」

　結果として、お互たがいの言葉はより精細なニュアンスで伝わるようになってきた。

　また、そもそもクララが心を開いている為ため、彼女自身も明るくなっている。

　悠はそれが嬉しくて──クララの笑顔の眩まぶしさに、つい気き恥はずかしくなった。

　なんでもない雑談が、今では魔法の勉強を兼かねている。ただでさえ楽しいそれが、今では山での数少ない娯ご楽らくの一つだ。

「でもさ、治ち癒ゆにも魔力が必要だってのに、翻訳の魔法なんて使って平気なのか？　節約したほうがいいんじゃないか？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。『翻訳』は魂たましいの一番外側、外に出しちゃう様な言葉の部分をちょっとズラしてるだけだから、魔力の消費はあってないようなものなんだ。だから、簡単でしょ？」

　クララは自分の足を魔法の力で治癒しているらしい。悠は完全に折れた脚あしが二週間程度で治るというのは、確かに魔法の力だと思った。

　説明自体はひどくスピリチュアルな分野の話で、理解ができなかったが──脚の治癒に影えい響きようがないのならば、問題はないと頷うなずく。翻訳の魔法が簡単なのは事実だったからだ。

「それに魔力はとても満ち足りてるよ。本来なら『治癒』の魔法ってとても魔力を使うんだけど……ユウが美お味いしい食べ物をとってきてくれてるから」

　だが、治癒の魔法の方は少し違ちがう。

　悠が魔法の事を聞いて一番感心したのは、この分野だった。

　この世界では、治癒の魔法というのは非常に高等な魔法であるらしい。治癒魔法を専門に勉強した二十代三十代の魔法使いが、ようやく──数針縫ぬう程度に留とどまる小さく──浅い切り傷を治す事ができる……という程度には。

　体力を戻もどす『回復』ならば簡単らしいが、『治癒』──それも今クララがしている骨折の治癒を早める程の魔法は、高等技術の域に入る。クララはそれを自じ慢まんげに話していた。

　要するに、治癒の魔法使いというのは現実の外科医と然程変わりないという事だろう。

　悠は治癒の魔法をそのようなものだと位置づけした。地球と変わらず貴重で、しかし今まさに失われるであろう命を即そく座ざに救うほどの力はないという事だ。

　違うのは、どこでも、即座に、道具を必要とせず治ち療りようを行える点だ。

　悠は感心した。治癒の魔法には大きな魔力を要するらしいが、さもありなんだ。

　それを解決しているのが──食物だ。

「この世界のあらゆる食べ物には、マナっていうモノが含ふくまれててね、それは食べると魔力の素もとになるんだ」

　だから、健全な食事を行う事ができれば魔力の回復が早い。

　得意げに語るクララに、悠も素す直なおに感かん嘆たんの息を漏もらした。

　──同時に、思う。栄養状態などは地球の日常と比べるべくもないはずなのに、異世界に来てからというもの日増しに活力が満ちていくのはこれのせいか、と。

　日々の重労働で鍛きたえられているというのはもちろんだが、悠は此方こちらの世界に来た時よりも『強く』なっていた。それが魔力を補給した故ゆえの事だとすると、頷ける。

「……？　なんか納なつ得とくしてる顔してるね？」

「ん、わかる？　いやそれがさ……」

　何か食べる度たびに強くなってるのはそのせいなのか。そう、続けようとする。

　だが悠が言葉の続きを発する事はなかった。

　……打ち解けて、クララは天てん真しん爛らん漫まんな笑顔を見せるようになった。その笑顔は快活で、見ていると元気が出るようなものだ。悠は、クララの笑顔を本当に気に入っている。

　──そんな可愛かわいらしい笑顔が一いつ瞬しゆんで凍こおりついていく様を見てしまったからだ。

　代わりにあったのは、最初に会った時さえしていなかったような、恐きよう怖ふに満たされた顔。

　その瞳ひとみは自分の後ろへと向けられている。

　すぐさま、悠は背後を振ふり向いた。そこにいたのは──大型の、獣けもの。

　まだ明るい山の中にあって、なお光り輝く角を生やした、シカのような生物であった。

　……ある種、神秘的とも言える筋肉質なフォルム。悠はそれに目を奪うばわれ、時が停止したかのような感覚に陥おちいった。

「ディアルク……！」

　悠に再び時が流れ始めたのは、クララがその獣の名前を叫さけんでからだった。

　獣の名に興味がない訳ではなかったが、しかし悠にそれを吟ぎん味みする時間は与あたえられない。

「この山の主って呼ばれてる、凶きよう暴ぼうな獣だよ！　猟りよう師しさん達が、何人もやられてた……っ！」

　凶暴──クララが、今の悠にとっては絶望的な言葉を続けたからだ。

　再び振り返るそこにあったのは、ディアルクと呼んだ獣を指して震ふるえるクララであった。

　山の怖こわさを、悠はよく知っている。だがそれはもちろん、知識としてのものだ。『経験』としてのものではない。大型の獣は、山の危険の中でも特に留意すべき存在の一つだ。悠も、その存在には常に一定の恐怖を保ってきた。

　なるべく大型動物の刺し激げきになるような行動を避さけつつ、時折対策法を思い返す。あるいは、地球ならばそれで十分だったかもしれない。だが──それでは、足りなかった。

「ブゥオォォォォォォォォッ！」

　肩かた高だか二メートル近くにもなるそれは──明らかな激げき怒どを感じさせる咆ほう哮こうを轟とどろかせる。

　ただ居る事が不快である。山の主と呼ばれるほどの暴君にとっては、それだけで十分悠達を殺す理由は足りていたのだ。

　圧あつ倒とう的な質量の、光る角を持った獣。現実に居ないような強きよう烈れつさを持つ存在が、理り不ふ尽じんな殺意を叩きつけてくる。

「……ッ！」

　勝てるわけがない。ならばどうするか。逃にげるしかない。臨戦態勢を整えた獰どう猛もうな獣を前にすれば、逃げるだけ無む駄だかもしれないが何もしないよりはマシだ。

　……悠が最初に逃げる、という選せん択たく肢しを浮うかべたのは、混乱していた証あかしだ。

　それが無理だという事は、考えなくてもわかる。脚を怪け我がしたクララを抱かかえて『走る事に特化した』といっていい構造を持つ動物から逃げ切れるはずがないからだ。

　だったらどうする。浮かんだ考えの前に悠は、一瞬だけ躊ちゆう躇ちよした。
















　確かく認にんするようにクララを見る。クララは完全に怯おびえきっていた。同時に諦あきらめが見える。

『山の主』を前に、立ち上がる事さえできない自分がどうなるか、理解しているのだ。

　……それだけを確認すると、悠は手て斧おのを持って、弾はじかれたように走り出した。

　クララから離はなれるように、自分だけ危機から逃げ去るように？

　……そんなわけがない。

「こっちだ！　付いて来やがれッ！」

　真逆。クララから注意を逸そらすべく、危険を連れ去った。

『誘ゆう引いん』。対象の生物に、自分を魅み力りよく的な『食物』に見せかける力。

　山で暴ぼう虐ぎやくを尽つくす『主』、躊躇のない暴君に対するその能力は、あまりにも効果的だった。

「ヴォオォォォッ！」

　逃げ去る様に見える悠を追い、ディアルクが駆かける。魅力的な食物を喰らうという、当然の権利を行使すべく。それを見て、悠は冷たい汗あせを流しながら、口角をつり上げた。

　……そう、クララを置いて、自分だけ逃げる事など出来るわけがなかった。

　獣に怯えながら、立ち向かう事を躊躇しながら、それでも悠はクララを見捨てる事ができなかった。いや、最初から見捨てるという選択は考えてさえいなかった。

　だから、これしかなかったのだ。最初から、戦う覚かく悟ごを決めるしかなかった。

　震える脚を叩いて黙だまらせると、悠はディアルクと向かい合う。

『餌えさ』の戦意を感じ取ったからだろうか、ディアルクは苛いら立だっているように見えた。

　自分よりも大きな生物に殺意を向けられるのは初めてだった。それでも悠は引かない。

　石せき斧ふを強く握にぎりしめると、身体からだを紅あかい光が包んだ。メイルクラブの『硬こう質しつ化』だ。

　……思えば、異世界に来てからやってる事はサバイバルだけだった。せっかく手に入れた能力も、日常を便利にするためにしか使っていない。

　だったら、偶たまには活かつ躍やくの場を与えるのもいいと思った。それが可愛かわいい女の子を助けるためなら──折角の能力も、満足だろう。

「行くぞ……！」

　ディアルクよりも自分に向けて、呟つぶやいた。すると、不思議と怯えが収まってくる──

　この世界に来て、悠にとって初めての『戦い』が幕を開けた。




　　　　　　　◆




　先手を仕し掛かけたのは、やはりディアルクの方だった。一挙手一投足を見み逃のがさずに付け入る隙すきを探す必要がある悠に対し、ディアルクにはこの山の王であるという『自覚』がある。

　山の生態系の頂点に立つが故、彼に空腹はない。いま彼がこの場に立っているのは、縄なわ張ばりに存在する不届き者を掃そう除じするためと、美う味まそうな間食を得るため──娯楽の延長線に居るディアルクに、緊きん張ちようはない。

　唇くちびるを震わせ唾つばを散らし、息を吐はき出しながら、強く地を蹴けり穿うがつ。

　そうする事で、その巨きよ体たいからは想像できないほどの速度を生み出した。

　質量に、速度を加えたのだ。それはこの世界においても最もシンプルな『力』だった。

　一トン近くある巨体が、時速百キロに迫せまる速度で駆ける圧あつ迫ぱく感に、悠が息を詰つまらせる。

　それだけではない、ディアルクの頭部には、二本の鋭えい利りな角が生えているのだ。直ちよく剣けんの様に歪ゆがみなく、鋭するどいそれは膨ぼう大だいな運動エネルギーを収束するための『武器』である。

　マトモに受ければ、即そく死しだ。悪路を物ともせず駆けるディアルクを見て、悠は此方の世界に来る事になった理由を思い出した。

　だが悠は、ここに来たばかりの彼とは違う。

「危……！」

　まっすぐに駆けるディアルクの動きを見切り、悠は身を躱かわした。

　その巨体故に遅おそくさえ見える突とつ進しんを、適切な行動で避けたのだ。

「（……ぶねぇ！　見た目以上に、速い！　気をつけないとな……！）」

　闘とう牛ぎゆう士しの様に、悠は過ぎ去っていった山の主へ振り返る。

　一方で、ディアルクもまた困こん惑わくしていた。あるはずの手て応ごたえがなく、獲え物ものが突つき刺さされているであろう角には何もなかったからだ。

　その事実に気づいてから、悠より一拍ぱく遅おそく振り返るディアルク。

　……無傷で立っている悠を見て、ディアルクの怒いかりは再燃する。

　彼にも、彼なりの矜きよう持じがあるのだろう。鋭く嘶いななき、ディアルクは再び駆け出した。

　今度は、遊びのない本気の突進だ。それを視みて、悠は目を見開いた。

「見える……！」

　それは、当たり前だろう──と、そう思うかもしれない。

　幾いくら速くても、肩高二メートルにもなる巨体だ。駆けるそれを見失わないのは、そう難しい事ではない。

　だから、悠はこう言うべきだったのだ。

　見切った、と。

　悠の動体視力は、異世界に来た時よりも大きく上がっていた。

　──例えば高速道路で飛ばす車を真正面から見み据すえる様な、そんな状じよう況きようで正しく速度を認識できるだろうか。不可能とは言わないが、それは簡単な事ではない。

　まして、避ける事を成功の前提に含ふくめれば、それは困難と言っても過言ではないはずだ。

「っとォ！」

　加えて、ここは山の中。足場は悪く、角度のある地面は歩行さえ万ばん全ぜんを許さない。

　悪条件は幾つも重なっている──そんな中で、ディアルクの突進を躱す。二度目は、軽かろやかとさえ言えるほどだった。

「……は、やれるじゃないか」

　悠は、冷たい汗が流れるのを感じた。どうやら自分は予想以上に強くなっていたらしい。初めての実戦で、悠は自分が以前の自分とは違ちがう事を実感する。

　……だが、それでも余よ裕ゆうがないのは、現状を把は握あくできている証しよう拠こだった。

　過ぎ去った巨体を前に、斧おのを握りしめる。その姿は──遠い。手など、届かないほどに。

　そう。悠をめがけて突進したディアルクは、自身の意思とは関係なく、悠から大きく距きよ離りをとる。突進の勢いを殺すまで時間がかかるからだ。

　しかしそれが、反はん撃げきに転じる隙をなくしていた。

「くっそ、ズリぃな……」

　思わず理不尽を口に出す悠。自分の正当な能力を把握出来たが故の精神的な余裕だった。

　しかし悠に油断はない。ヴィエールという異世界に住まう動物が、特とく殊しゆな能力を持っている事を、自らの力で知っていたからだ。山の主とさえ言われる、輝かがやく角を持つ異い形ぎよう。それが、何の力も持っていないわけがないと、確信していた。

　果たして、悠の推測は当たっていた。

　ディアルクには、山の主と呼ばれるに至る『力』がある。

　二度突進を躱されたディアルクは、怒おこっていた。身体からだの小さな──何度も撃げき退たいした事のある生物が、自分と『闘たたかって』いたからだ。

「ルルルイイイィィィッ！」

　三度目はない。そう告げるように嘶くと、ディアルクは飛び上がり、地を踏ふみしめる。

　すると──

「悠、気をつけてっ！　チャージが来る！」

　離れた位置で、息を吞のんで戦いを見守っていたクララが、喉のどを張り裂さかんばかりに叫さけんだ。

　チャージ。その言葉の意味を頭から引き出そうとするが、直すぐにその必要はなくなった。

　……ディアルクの脚あしが、角よりも強く光り始めたからだ。

　本来、その力に──いや、この世界の魔ま物ものが持つ力に名前はない。

　だが人間に大きな被ひ害がいを与あたえたディアルクの持つ力に名前が付けられるのは、注意喚かん起き等の観点から言っても当然だった。

　名前という警告の効果は、絶大であった。

　名を聞いた事もない生物を初めて見た悠が、そのチカラの姿に気付く程度には。

　チャージ。その意味は充じゆう塡てん、そして──突進。

　ディアルクの脚が一ひと際きわ強く発光すると──剣を持つ山の主は、光と化した。

「──ッ！」

　背骨が、氷に替かわる。悠は凝ぎよう縮しゆくされた恐きよう怖ふを冷たさとして感じていた。

　力を解放したディアルクが駆ける速度は、先さき程ほどまでの比ではなかったからだ。

　巨体でありながら燕つばめのような速さで駆けるディアルク。

　その速度は先程の二倍、いや三倍はあった。

　見てからではまず避さけられない。ヒトが僅わずかに横に跳とぶよりも速い、前への進しん攻こう。それはまさしく『必殺技わざ』だ。

　だが、悠は──かろうじて、これを避けた。見る前に、既すでに跳んでいたからだ。

「──っはァ！　死ぬかと、思った……！」

　それでも、ギリギリだった。

　頭の回転速度、身体能力、クララの言葉。いずれかがなければ死んでいた。

　先程までの突進はともかく、チャージを食らえば硬質化の力も役には立たないだろう。

　通り過ぎていったディアルクを見やると、ゆらりと巨体が振ふり返るのが見えた。

　ぞくり、また寒気が襲おそう。

「（どうする……！　反撃手段はねえ、そもそも次が避けられるかもわからねえ……！）」

　考えろ、考えろと自らに言い聞かせながら、悠は強く歯を嚙かみ締しめた。

　だが、良い案など浮かぶはずもない。

　……それでも、その行動をする辺り、悠には──天性のセンスがあった。

　ほぼ無意識の内に、悠は大木を背にしていた。それは、逃にげたい心の表れでもあった。

　だが背に当たる感かん触しよくを確認し、見上げた悠が想おもうのは、それとは真逆の事だ。

「……これなら」

　一ひと抱かかえ、ではきかない大木。ディアルクをこれに激げき突とつさせれば。

　止まれない、という事はすぐに方向転てん換かんをする事は出来ないという事だ。

　速く、重いゆえに直線的な攻こう撃げきを利用する。角が突き刺されば反撃のチャンスが得られるはずだ、あるいは激突死も狙ねらえるかもしれない。悠が考えついたのは、こんな策だった。

　それにはまず、ディアルクが向かってきてくれる事が条件だったが──

「心配、いらねえよなあ」

　もはや威い嚇かくの鳴き声さえもあげないディアルクは、既に脚に光を集めていた。

　悠は深く、深い集中状態に入る。狙いが逸それぬよう、ディアルクが狙うのはここでなければならない。臆おくしてディアルクの突進よりも早く動いてしまえば、ディアルクの突進は木から逸れていってしまうだろう。遅すぎれば、何が起こるかは言うまでもない。……それに、三度目はないと思っていた。一度避けるのもギリギリだったからだ。

　だから悠は強く想う。これが最後のチャンスだと。

　……まるで西部劇でガンマンが睨にらみ合うようだと、悠は思うよりも小さく、感じていた。

　最後の合図を機に、どちらかの命が散る。しかしその喩たとえは正しくない。始まりの合図を下すのは、当の決けつ闘とう者であるディアルクに一任されていたからだ。

　そして、その合図は、下される。より優位な者が行う、アンフェアな「よーいドン」が。

　地を蹴ったディアルクが、放たれた矢のように駆かける事によって。

　悠は──それを、見み極きわめていた。跳んだのはほぼ同時。スタートをディアルクに合わせながらも、一人と一匹ぴきが跳はねたのは、ほぼ同時の事だった。

　そして、これも同時。ディアルクの角が大木に突き立てられるのと、悠が地面に舞まい戻もどるのは、全く同時の事だった。

　期待していた激突死は望めなかったようだ。しかし、ディアルクの剣のような角は深々と大木に突き刺さっていた。それでも、悠には逡しゆん巡じゆんする暇ひまさえ与えられない。強きよう靭じんな繊せん維いが千切れる音と共に、大木が傾かたむいていくのを見たからだ。

「おおおッ！」

　だからこそ、迷いはない。ディアルクの横から、頭に向けて斧を振り下ろす。

　垂直跳びで二メートル以上の高さを飛ぶ──それほどまでの身体能力を得た悠の身体からだに漲みなぎる渾こん身しんの力は、凄すさまじいものだった。重く鋭するどい一撃は、ディアルクの額に衝しよう撃げきを与え、斧を持ち手の柄えの部分から破は壊かいする。

　熊くまだって両断するような、強きよう烈れつな一撃だった。

　だが──足りない。それでもなお、幻げん想そうには届かなかった。

「ブルルルルッ！」

　ディアルクは、生きていた。それも、今の一撃など意にも介さず。

　……悠が悪いわけではなかった。原始の技術で作られた簡素な斧が、この高次元での戦いについてこられなかっただけだ。

　石を磨みがき、木に差し込んでツルで補強した、人類の歴史の始まりとも言うべき『武器』。

　だがそれは異界の地においては、木の棒と然さ程ほど変わりなかった。

　木が倒たおれるのがスローに感じる。それは、暴君の拘こう束そくが解ける事を意味していた。

　手て詰づまりなのか。一いつ瞬しゆんだけ、悠に諦あきらめがよぎる。

「これを使えッ！」

　しかし、諦める事は許されなかった。

　悠を𠮟しつ咤た激げき励れいするかのような、何者かの叫びが響ひびく。

　それは少女の声だった。慣れ親しんだクララのものではない、誰だれか別の者の声。

　悠が声の主に気がつくのはもう少し後の事だ。

　今は、それよりも──声と同時に、悠の隣となりへと突つき刺ささった剣けん。金属製の武器というヒトの『叡えい智ち』に、視線が注がれていた。

　考えるよりも早く、身体からだが動く。それは、悠の生しよう涯がいで二度目の感覚だった。言うまでもなく、一度目は一回目のチャージを躱かわしたときの事である。

　突き刺さった剣を引き抜くと同時に、悠は腹部に強い衝撃を感じて、吹ふき飛んだ。戒いましめを振り払はらったディアルクの角が、悠の腹を叩たたいたのだ。

　首の力だけだというのに、悠の身体からだは二メートル近く飛ばされていた。内臓を抓つねられる様な鈍にぶい痛みがじわじわと広がっていく。『硬こう質しつ化』の能力がなければ、即そく死しだっただろう。

　……だが、生きている。剣も、手放さずに握にぎっていた。生きる意志を固めるように。

　事実だけを確かく認にんすると、悠は跳ね起きる様に立ち上がり、ディアルクへと駆け出す。

　今度、迎むかえ撃うつのはディアルクの側だ。劣れつ悪あくな道具という枷かせを失い、ふさわしい道具を得、距離というハンデまでも勇気で克こく服ふくした悠は、とっくにディアルクを脅おびやかす存在と化している。この進攻を防ぐには反撃か、防ぼう御ぎよか──はたまた、逃とう走そうが必要だ。

　それらは──受け身の立場は、山の頂点に立つ暴君の『知らない』事だった。

「終わりだぁッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合を込こめて振り下ろした剣は、ディアルクの二本の武器の間をすり抜け──その頭を、両断した。




　　　　　　　◆




　どれくらいそうしていただろうか。いや、あまり長い時間ではあるまい。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいの息を荒あら々あらしく吐はき出しながら、悠は天を仰あおぐ。度たび々たび美しいと思っていた木こ漏もれ日も、今はぼやけて何ど処こか遠い場所のように感じる。

「──っはぁ！　はっ……やったぞ……！」

　強敵を打ち倒した悠は、ただ勝かち鬨どきを上げていた。

　ただ疲ひ労ろう感に意識を落とされぬよう、気を強く保ちたかったのだ。

　そうして上げられたのが、息を吐き出すかのようなか細い勝鬨だ。暴君を討うち取った鬨の声には少し小さすぎるものだったが、その叫びは確かに悠の身体からだを奮い立たせていた。

　見下ろした地面には、凶きよう暴ぼうな山の王が痙けい攣れんしながら血を噴き出していた。グロテスクな光景だが、不思議と悠はこの光景に畏おそれを抱いだかなかった。

　命を奪うばうというのは、案外難しいものだ。慣れているものでなければ──言い方は悪いが、殺される事が決まっていた家か畜ちくの命を奪うのだって、強烈な罪悪感に苛さいなまれるだろう。

　牛や馬が血を噴き出して痙攣している様は命が失われていくのを感じさせるし、どうしようもない切なさも思い起こさせる。実際に悠も最初に鹿しかを締める様を見た時には残ざん酷こくだと思ったし、害がい獣じゆうである事を念頭においても罪悪感のようなものを覚えたものだ。

　それでもこの山の主に対して、罪悪感を覚えなかったのは──殺さなければ殺される、自然の輪の中に組み込まれたからであろうか。

「ふぅー……」

　命を奪った自分に対して、思いの外ほかネガティブな感情を抱いていない事を確認する頃ころには、荒あれた息も落ち着いてきていた。

　地面にはおびただしい量の血が広がっていて、ディアルクももう動かない。

　勝ったのだ。その事実をようやく理解すると、今度は別の疑問が湧わいてきた。

「そうだ、この剣……！」

　ディアルクへの致ち命めい的な一撃を実現させてくれたこの剣を与えてくれたのは誰か、という事である。

　強靭な毛と皮と筋肉を持つディアルクにダメージを与えるのは、石せき斧ふでは叶かなわなかった。まして徒手ではどうしようもなかっただろう。この剣がなければ、悠もクララも、死んでいた。

『詰つみ』の状じよう況きようを救ってくれた剣の持ち主は、悠にとっては救世主だ。

　せめて一言礼を言いたいと、辺りを見回す悠。すると、がさりと、落ち葉が音を立てる。

「！」

　集中状態がまだ残っているのだろう、悠は驚おどろくべき反応速度で音の発生源へと振り向いた。

　そこにいたのは──地球人的な悠の感覚では一言で表しづらい衣い装しように身を包んだ、少女であった。

　まず目に入ったのは、頭に載のせるようにかけられたベールだ。そこから、山の中ではまず目にかかれない貴金属的な輝かがやきを放つ金きん髪ぱつが垂れている。

　身を包むのは、タイトな修道服……風の服だ。身体からだのラインを露あらわにした黒い衣服は腰こしの下あたりで裾すそになっており、その下からはスパッツのような──光こう沢たくのあるインナーが、腿ももの辺りまで伸のびていた。

　山の中ではあまりに異質な衣装に面食らう悠が、数秒を要して浮うかべた喩えは『戦うシスターさん』だ。

　原始的な生活に、いきなりファンタジーの住人が現れた事で、悠は驚いていた。だが、それよりも驚いたのは、現れた少女の幼さだ。

　まず、身長が小さい事が気になった。悠には少女の身長が正確にはわからなかったが、百五十センチくらいだろうか、と思い浮かべた。

　実際その通りで、少女の身長は地球で言えば──上げ底の靴くつのぶんを除いて──百四十三センチであった。上げ底の靴を足して、ジャスト百五十センチだ。

　顔も、その身長に見合うくらいに幼い。

　せいぜいが中学二年生くらいといったところだろう。悠は童顔に見られやすい日本人の感性を持つ自分がそう思うのだから、少女の実じつ年ねん齢れいはもう少し下かもしれないと思った。

　そんな少女が──何な故ぜ、こんな山の中に？

　考えていたお礼の言葉もすっ飛んでいた。悠の頭のなかにあるのは、混乱と、疑問だけになる。

「あの……」

　それでもなんとか、悠は剣と命の礼を伝えようとする。

　……だが、少女が一歩を踏ふみ出すと、また別の思考が悠を支配した。

「あ、ちょ、おい!?」

　少女が、片方の脚あしを前に出すと同時に、風に吹かれる小枝の様に揺ゆれたのだ。

　小さな身体からだはそのまま地面へと引かれていき──悠が慌あわてて駆け寄るも、その身体からだを抱だきとめる事は叶かなわないだろう。

　悠はスローになる景色、コマ送りの動画の中で、確かに聞いた。

「腹が……減った……」

　その少女が言い残した、最後の思いを──いや、最後ではないのだが。

　がさり、と乾かわいた落ち葉に抱きとめられる様に、少女は地に臥ふした。

「え、えええええぇ……？」

　残された悠は、困こん惑わくを強めるばかりである。

　巨きよ大だいな獣けものに襲おそわれるもののあらゆる要素を駆く使ししてそれを打だ倒とうし、恐おそらくこの大だい討とう伐ばつの立役者となった少女が現れたと思ったら、倒れる。

　生きている以上は放ほうっておけないが、どうしたものか──

　その答えは、直すぐに出る事になった。

　悠の視界には、倒れる少女ともう一つ。

　自分が討ち取った巨大な鹿のような魔ま物ものがあったのだから。










　　　第六話　焼肉を食べよう！







　ディアルクの討伐からしばらくが経過して、夜が訪おとずれた。

　山の夜は早い。日本にいればまだ夕方くらいの時間ではあるが、もう辺りは真っ暗だ。

　そんな山の中に、ぼうとした火に照らされて浮き上がった部分がある。

「ううう……ユウが無事で良かったよお……」

　涙なみだで潤うるんだ声を出すのは、戦いの傍かたわらで悠ゆうの無事を祈いのっていたクララである。

　悠の安全を確認したクララは脚を怪け我がしているのも忘れて飛びつこうとした程ほどだった。

　その際にも今と似たような事──悠の無事を喜ぶ内容の声を上げていたのだが。

「ははは、もう何回目だよそれ。大だい丈じよう夫ぶだって」

　この言葉を繰くり返すのはもう何度目か。流石さすがの悠も苦く笑しようが浮かぶ。

「だってえ……私なんか置いて逃にげればよかったのに、あんな事するからぁ……」

「結果、ふたりとも助かったろ？　あとなんか禁止な」

「あい……」

　よほど自分のために悠が死ぬという可能性を受け入れられなかったのだろう。クララはこうして、先程の事を思い出しては泣いている。

　自分以上に大切に思われている、というクララの気持ちは嬉うれしかったが、悠は初めての──恐らく、普ふ通つうに生きていたらしないであろう経験に、戸と惑まどっていた。

　結果、こうして『私なんか禁止』を持ち出してクララを宥なだめるしかない。不等号を向かい合わせるように目をぎゅっと瞑つぶり、勢いよく鼻水をすすっているクララを見ると、少なくとも怒おこる気にはなれない悠なのであった。

　しかし、そんな空気を吹ふき飛ばす準備が悠にはあった。

「よし、デキタゾ……！」

　それが──今日の夕飯である。いつもよりたっぷりと時間を掛かけてこしらえた成果を葉の上に盛り付ける。あとは火にかけた石──岩と呼ぶ人も居るであろう大きめのもの──が熱されれば準備完かん了りようなのだが……

「うん、石の方も良さそうだ。……メシだぞ、クララ！」

　石の熱され方も、いい塩あん梅ばいのようだ。これで、ようやく食事にありつく事が出来る。

　今日の晩ばん御ご飯はん。それは──

「え？　……でも、まだそれ、生だよね？」

「やっぱりそんな反応だよな。クックック……いかにも、生だよ。けどこれはな、焼きながら食べるんだ！」

　焼肉。嫌きらいだという者を見つけるほうが難しいであろう、肉の食べ方の大正義である。

　今日の夕飯は、そう。ディアルクの焼き肉である。

　一日の殆ほとんどをかけて悠が用意していたのは、この焼肉の準備だった。

　まず大変だったのは血ち抜ぬきだ。ディアルクの巨きよ体たいを吊つるすのは現代の知識と、新しく身についた怪かい力りきを持ってしても大変な労力を必要とした。

　また、解体の方も慣れない作業で一ひと筋すじ縄なわではいかなかった。とはいえ、悠は鹿ならば解体した事はある。その経験がなければ可食部を綺き麗れいに切り取る事は出来なかっただろう。

　悠のそばにある肉の山は、そうして出来上がっている。寄生虫等のリスクも考えて出来る限り薄うす切ぎりにした肉は、火に照らされて妖あやしいまでに美しく煌きらめいていた。

　今のところは激しい獣けもの臭しゆうもなく、程よく差し込まれた脂あぶらは霜しも降ふりのよう。……盛り付けた肉を冷静に分ぶん析せきする悠だったが、さすがにそろそろ我が慢まんの限界のようだ。

　薄切りにし、岩塩で揉もんだ霜降りの肉。それを前にして空腹を我慢できる者は中々いないだろう。だが、悠には最後に一つやる事があった。

「おーい！　起きれますか！　おーい！」

　それは、そのディアルクを仕留める際に──あとついでに解体する際に──使用した剣けんを貸してくれた人物を起こす事である。

　腹が減ったと言い残して倒たおれた少女は、まだ目覚めてはいなかった。このまま起きなければ、危ない事になるかもしれない。恩人に食事を振ふる舞まいたいという思いの外にも、そんな危き惧ぐがあり、悠が少女に呼びかけるのももう何度目かわからなかった。

　……しかし、少女が起きる気配はない。

　洗ったとは言え生肉を揉んだ手にはまだぬめりが残っているので、触さわるのも憚はばかられた。

「ダメか」

「起きないね……」

　謎なぞの少女が命の恩人というのは、クララにも話している。

　残念そうな声を重ねると、二人の間に微び妙みような沈ちん黙もくが流れる。

「お肉を焼いたら、起きないかな？」

「はは、そうだといいな。ジタバタしても仕方ないし、とりあえずメシにしようか」

　もしも少女が目覚めなかったら。それを考えるのが怖こわくて、二人は思考をそらすように食事を摂とる事にした。

　よく熱した石に、ディアルクの脂を敷しいていく。熱された石の上に脂はするりと溶とけていき、香かおりを立ち上らせる。木の実のような甘い匂においに期待が高まった。

　準備を整えた悠は、ついに木の棒を削けずって作った箸はしで肉を持ち上げる。……細かにめぐらされた脂は、『山の主』たるディアルクの食生活が如い何かに豪ごう奢しやであるかを物語っていた。

　味はわからないが、少なくとも栄養はあるだろうと悠は最後の分析をする。

　それを、焼き石の上に載のせると──

「おおお……！　いい音……！　これだよ！」

　石が肉を焼き、脂が爆はぜる豪ごう快かいな音が響ひびき渡わたる。

　聞き慣れた、しかし久しぶりの音に、思わず悠の声が興奮に上ずった。

「んー……！　いい匂いだね！」

　次いで立ち上るのは、肉の焼けるあの匂いだ。よく熱された石は薄うすい肉へあっという間に熱を伝えていく。ものの数秒で下にした面が焼け、メイラード反応を引き起こす。

　水分と脂分にのって鼻へと匂いが到とう達たつすると、食欲がぶん殴なぐられたかのように湧わき上がった。空腹の限界を更さらにブチ破るような感覚だ。限界を超こえて、腹が減る！

「も、もういいかな」

「大分薄く切ったからな……よし、行ける！」

　鍛きたえ抜ぬかれた調理の経験が、悠に『そのタイミング』を見み極きわめさせた。

　焦こげるでもなく、生でもない。どちらかと言えば生によった、最高の焼き加減は芳こうばしい香りと至上の柔やわらかさを両立させている。『死んだ生物』であるはずの肉は今、一気に『活き』、料理として産うぶ声ごえを上げた。もはや、その存在に抗あらがえる者はいないだろう。

「それじゃあ──」

「いっ……いただきます……！」

　当然、それはこの食いしん坊ぼう二人も同じだった。

　ほぼ同時に、悠とクララが薄切りのロース肉を口の中に収めた。

　悠はガブリと、クララははむっと。同じモノを食べるにも、二人の仕草は対照的である。

　絶ぜつ妙みような塩加減、そして山の栄養を独り占じめにする王者の肉。

　その二つが合わさった時──

「……！」

「!!」

　二人の反応は、全く一いつ緒しよだった。

「うっまあああ！　何だこれ……っ！」

「美お味いひぃぃぃ……！」

　味を分析するよりも先に、口の中で爆ばく発はつした旨うま味みが一気に身体からだ中を駆かけ巡めぐり、言葉として出てくるような──思考を染め上げるような抗いようのない旨味に、悠とクララは悲鳴をあげた。

　肉、肉、肉。肉だ。嚙かむ度たびにじゅわりと脂が溶け、流れ出た脂は舌の上で旨味となって弾はじけだす。まるで濃のう縮しゆくしていたモノを元の質量に戻もどすかのような旨味の爆発。味付けが塩だけというシンプルさ故ゆえに、その味は百パーセントで悠達の舌に伝わった。

『誘ゆう引いん』の能力で悠を餌えさとして見ていたものの、本来ディアルクの主食は草食である。そのためか、雑食ではあるものの肉の『臭くさみ』はまったくなかった。しかし、嚙む度に溢あふれ出る力強い『香り』がある。それは今適切な焼き加減を得て、芳ほう香こうとして主張していた。

　肉の味は、基本的には淡たん白ぱくと言えるだろう。だが、その脂の旨味がスゴい。甘く、それでいてクドくない、肉の理想だ。さらりとした質の脂は適切に火を通される事で程よく溶けかけており、口に残らない。その旨味は飽あくまでも爽さわやかで、力強く、贅ぜい沢たくだ。悠はまるで山の幸さちを集めに集めて絞しぼった一ひと滴しずくのようだと感じていた。

　それだけではない。このディアルクの肉は、悠達が久々に摂る『脂』だった。山での食生活は、基本的にキノコや野草など、脂分の少ない食事になる。ぱさついていた身体からだへ一気に水が染しみ渡るような──欠けていたモノが満ちる感覚は、パズルのピースがハマったような充じゆう足そく感に導いていた。

　気がつけば、悠とクララは、恍こう惚こつとしていた。無意識の内に美味を叫さけんだ身体からだは、一いつ瞬しゆんたりともその甘美な感覚を逃のがさぬようにと、味に集中していたのだ。

　喉のどを鳴らして肉を吞のみ込む音で、ようやく二人は正気に返った。

　顔を見合わせ、涙すら滲にじませて。

「なにこれすっごく美お味いしいよ……！　こんなの初めて……！」

「俺もこんなの初めてだぞ……考えるまでもなく、今までの肉と比ひ較かくにならねえ」

『肉』は人類史で見ても、ポピュラーな食材と言えるだろう。それ故に、二人共肉を食べるというその事自体は珍めずらしい事ではなかった。

　だが、口を揃そろえた様に、二人の感想は同じ『こんなのは初めて』だ。

　今までの記き憶おくを塗ぬり替かえるほど、その味は鮮せん烈れつだった。

「も、もっと食べようよ！　まだたくさんあるし……！」

「そうだな！　次はモモだ！」

　そして、その新しい経験はまだ終わっていない。

　次に焼き石の上へと載せたのは、ディアルクの腿ももの部分だった。

　この部分はよく使っているためか、全体的に脂ののったディアルクの中でも比ひ較かく的脂の少ない部分だ。赤身肉の良さがギッシリと詰つまったモモ肉は、悠の好物の一つである。

　……だが、悠は後こう悔かいしていた。ディアルクの旨味は脂の部分に集約されている。脂の少ないモモの部分は淡白だろうと分析していたのだ。これならばロースの部分を後に回し、より淡白な部位から食べ進めていくべきだったろう。

「まだかなまだかなー♪」

「ハハ、すぐだよすぐ」

　石の上の肉が快音を立てるも、悠はリズミカルに身体からだを揺ゆらすクララほど、次の一口を楽しみには出来ずにいた。それでも、当然その『未知の味』には興味は尽つきない。先程と同じように、肉が焼きあがると、クララと同時に口に含ふくむ。

　悠は──油断していた。脂の少ないモモ肉は、霜降りのロースには及およばない。

　そんな、肉の初心者の如ごとき勘かん違ちがいをしていたのだ。

「……ッ！」

　その部位を口に含むと──悠は叫ぶのではなく、唸うなった。

　そのギッチリと詰まった肉質に。嚙むたびあふれる生命のエキスに感服した。山の王がその輝かがやく角の次に信しん頼らいする宝物が、つまらぬものであるはずはなかったのだ。

　旨味を押し込めて、押し込めて、束ねたような繊せん維い質。しかしそれらは挟はさみ込まれた脂が溶ける事によってほつれ、嚙みしめる度に解ほどけていく。今度は逆に、脂がその肉の美味さを引き立てていた。

　ディアルクの赤身には、強きよう烈れつな旨味のエキスが封ふうじ込められていた。煮に立たてれば濃のう厚こうなダシさえ取れよう、純じゆん粋すいな旨味。それを、上品なソースの如く甘い脂が彩いろどっている。

　悠は自分を戒いましめた。先入観に惑まどわされてただ漠ばく然ぜんとそれを口に運んだ自分の愚おろかさを。

「うめえ……」

「まさか山に遭そう難なんして、こんなに美味しいごはんが食べられると思わなかったよ……」

　クララの言葉に、頷うなずく。

　この味は、悠の人生の中でも間違いなく三指には入るだろう。いや、一位さえも十分にありえる味だった。それ故に、悠は解げせない。

『食品』として品種改良を重ねられた高級な肉牛に勝まさるとも劣おとらぬ完成度の肉が、自然界に存在している事に。

「どうしたの？　次、焼かないの？」

　お預けをされた犬のように悲しげな声がかかる事で、悠はその思考から戻ってくる。

「あ、いや。焼くけどちょっと気になった事があってさ」

「どんな事？　ひょっとしたら、私が知ってるかも！」

　ひょっとしたら力になれるかもしれない。そんな期待を抱いだいて、クララはみぞおちの辺りに手を置いて、任せろというジェスチャーをする。

　本当に頼たよられるのが好きなんだなと思いながら、悠は疑問を打ち明けた。

「いや……なんて伝えたらいいのかな。あんなに力強い動物が、こんなに柔らかな肉質なのがヘンだなって思ってさ。基本的に、強い動物ってまずいから──」

　その疑問は、ディアルクの肉質についてだった。

　通常、筋肉が発達した動物の肉は、不ま味ずい。好みはあるだろうが、筋肉質な動物の肉は筋張っていて食用には向かないのだ。

　食肉の世界では、常識と言える知識だ。狩人かりゆうどが居るような文化に所属しているなら、ある程度は肉に対する知識もあるだろう。だが──

「……？　なんで？」

　クララは、当たり前のようにそれを話す悠に対して、言っている意味がわからないと首を傾かしげた。

　あまりにもすんなりと疑問に疑問を返したクララの様子に、悠は根本とする常識が違う事を感じる。お互たがいがお互いの疑問をわかっていない。そのまま話が終わってしまいそうな沈黙が流れる。

　だが、ふとクララは手を打った。

「……ああ、そっか！　あのね、強い魔ま物ものはいっぱい魔力を持ってるから美味しいんだ……って、このあたりじゃ伝わってるよ」

　悠が『この世界の事を教えてくれ』と言っていた事を思い出したからだ。

　悠にとっての常識は、クララにとっての常識ではない。逆もまた同じだという事を、クララは思い出したのだ。

「ええと、魔力は全すべての源なの。活力そのものとも言われてるよ。基本的に魔力をたくさん持ってる魔物ほど美味しくて……だから、強い魔物ほどいっぱい魔力を持ってて、その分美味しいんだって。強ければ、他の魔物に食べられちゃう危険も減るから」

　悠も、そのクララの説明で、ようやく理解する。

　魔法が存在する世界には、魔法が存在する世界なりの理ことわりがあるという事を。

　魔力は、旨味でもあるのだ。とりあえず、悠はそう理解した。

「なるほどな……ありがとう、クララ」

「えへえ、役に立てた？」

「ああ！」

　クララに礼をすると、わかりやすくクララの顔がにやけた。

　溶とけるように脱だつ力りよくした笑え顔がおは本当に嬉うれしそうで、悠まで嬉しくなってしまうほどだ。

　だが、悠が嬉しいのはそれだけではない。

『強い魔物ほど美う味まい』という、この上なくロマンを感じる法則を教えられたからだ。

「（すげえなあ、多分ディアルクより強い魔物ってのもまだまだ居るんだろうな。……食ってみてえなあ）」

　未知の味を追い求める悠にとって、冒ぼう険けんと食が結びつくというのは少年心をくすぐられる事実だった。

「ねえ……その、そろそろ続き、しない？」

　悠の中に妄もう想そうの世界が広がっていくが、それもクララの言葉で打ち切られる。

　確かにこの世界には未知の味が溢れている。しかしまずは目の前のごちそうを、新しん鮮せんな内に食べるのが大切だ。

「おう！　じゃんじゃん焼くから、気になった部位があったら言ってくれよ！」

「うんっ！」

　調子づいた悠は、どんどん肉を載のせていく。

『食』を追求するが故、ある意味必然とも言えるが、彼には焼肉奉ぶ行ぎようのケがあった。

　焼肉という文化はまだこの付近にはないらしく、クララは何も言わず悠の熟練の焼き加減を楽しんでくれる。焼肉には大なり小なり個人ごとの『流りゆう儀ぎ』があるもの。長年の理論を最高の肉で存分に披ひ露ろうする機会に恵めぐまれた今、悠はとても幸せだった。

　だから、というわけではないが。大切な事を忘れていたのも、仕方がない事だろう。

　焼き石に肉が載せられ、三み度たび凄すさまじい芳香が立ち込める。

　最適なサシの入った肉が塩で引き締しめられ、焼き上げれられるその匂においは大いに悠とクララを楽しませたが──実は、この匂いに反応しているのは悠とクララだけではなかった。

「あ……う……にく……にくのにおい……」

　まるでゾンビのようなうめき声に、ゾッとする悠。

　しかしその声の持ち主に気がつくまでには、時間はかからなかった。

　視界の端はしで、小さな影かげが起き上がる。

　それは──先程悠に剣けんを投げてよこした、シスター風の少女であった。

「ここは、どこだ……？　い、いや……それよりも……」

　少女はもはや立ち上がる気力もないのだろう、赤ん坊ぼうが寄るようにして、悠達の──肉の元へと近づいてくる。

　やはりその様はゾンビが近づいてくるようだったが、悠とクララは少女を見守っていた。

「にく……！　す、すまない……不ぶ躾しつけな願いなのはわかっているが……その肉を、私にも分けてはもらえないだろうか……？」

　やがて少女は悠の隣となりまでやってくると、そう懇こん願がんした。

　言うとおり、少女はその願いをする事を躊躇ためらっているようだった。それでも空腹の限界で倒たおれた少女に後はなく、なりふり構ってはいられないようだった。

　悠は少女の願いを聞いてから、クララと見つめ合うと、力強く頷いた。

「食ってくれ！　あんたには、その権利がある」

　箸はしで肉をつかみ、手を添そえてもはや余力のない少女の口元へと運ぶ。

「ああ……恩に着る……っ！」

　逡しゆん巡じゆんは一いつ瞬しゆん、迷いはその香かおりを間近で嗅かいだ瞬間に吹ふっ飛んだ。

　雛ひな鳥どりのように少女は悠の運んだ肉を一口にする。

「……っ！　……！」

　死さえも間近に控ひかえたその少女に、ディアルクの焼肉はもはやこの世の理を超こえた真理さえも感じさせた。

　いっそ悶もん絶ぜつでもするように、少女は言葉を失った。

　幼い顔立ちの、閉じられた瞼まぶたの端に涙なみだが滲んでくる。

　味が、栄養が、魔力が、全すべてが枯こ渇かつしていた少女の身を癒いやしていく。

「っくん……！　はあっ……なんて、美味いんだ……！」

　肉を吞のみ下し、少女は目を見開いた。地じ獄ごくから天国だ。死を目前にした空腹から、最高級の肉を味わうという経験は、中々出来まい。

　だからこそ、少女もまたその恍こう惚こつに抗あらがえない。それでも彼女はその凜りんとした心を持って、餓が死し寸前にディアルクの肉を味わったとは思えないほどのスピードで正気を取り戻もどす。

「あ……！　その、すまないっ！　みっともない所を見せた……！」

　たった一口だったが、その身に含まれる魔力は少女の力に動けるだけの活力を与あたえた。

　土下座するような勢いで頭を下げる少女に、悠もクララもついていけない。

「命の恩人に、食べ物を強ね請だるという無ぶ粋すい！　騎き士しとしてあるまじき姿を、許してほしい！」

「ちょ……頭を上げてくれ！」

　深々とした謝罪を繰くり広げる少女に慌あわてながらも、悠はとりあえず頭を上げさせる。

　幼い少女の瞳ひとみは、その幼さには不ふ釣つり合いな強い光を宿していた。

「助けられたのは俺達の方だよ。君の剣がなければ、アイツは倒せなかった。ありがとう」

「なんと……！　キミは器うつわが広いんだな……！」

　少女の口から紡つむがれるのは、可愛かわいらしい外見からは想像出来ない、堅かた苦くるしい言葉だった。

　そのギャップに調子を狂くるわされつつも、悠はなんとか会話を続ける。

「あー……そうだな、メシでも食べながら、自己紹しよう介かいしないか？」

「っ！　私も、これを食べていいのか？」

「ああ、十分その権利はあるよ。肉はたくさんあるし、遠えん慮りよなく食ってくれ！」

「キミ達は立派な人だな……これほどの食料を惜おしげもなく与えてくれて、感謝する」

　いちいち大げさな少女の言葉に、悠は苦く笑しようした。

　だが、本当のところは少女の言うとおりだ。山の中という環かん境きようの中で、食料を調達するのは実は難しい。

　毒のないものを見分けるだけでも大変だし、それに実食に耐たえうる味か、労力に見合うだけの量や栄養を持っているか……などを考えたら、手持ちゼロの状態から満腹になるというのは、困難を極きわめるだろう。

　食料の調達に関しては、悠はその能力のおかげで超ちよう一流だと言えた。そこに、山の主を倒す力さえ兼かね備えたとなれば──この山において、悠が食に困る事はもうないだろう。

　悠はその事に気がつかない。クララからの礼も、少女からの感服も、どちらも大げさだなという程度にしか考えていないのだ。

　だからこそ、こうして美味しいモノを分かち合うという事もできるのだろう。それは、上総かずさ悠という人間の美徳だった。

「美味い……美味い……！　ありがとう、何度感謝しても足りないぞ……！」

　その後、彼らは大いに食べ、楽しんだ。結局、食べる事に夢中になって自己紹介ができなかったのは、ご愛あい嬌きようと言ったところだろう。




　　　　　　　◆




　一通りの肉を平らげた悠達は、満腹から来る倦けん怠たい感に頰ほおを緩ゆるめていた。

　山の中で食べる最高級の肉という非日常に、悠達は大満足だ。

「ふうー……まさか山の中でこれほどの料理にありつけるとは……キミは、天才だな」

「はは……まあ、切ってから塩で揉もんで、焼いただけなんだけどな」

「謙けん遜そんするな。塩加減は絶ぜつ妙みよう、焼き加減はジャスト。これほどの肉料理を出す店はそうそうないぞ。一口サイズを焼きながら食べるという発想もいい。キミはもっと誇ほこるべきだ」

「そうだよ！　色々な部位を焼きながら食べるのって、違いがよくわかって飽あきないし、楽しいよ！」

　また、焼肉というのも少女達にとっては珍めずらしい発想だったらしい。

　悠としてはポピュラーな料理を作っただけなので、こうも褒ほめちぎられるのは面おも映はゆいのだが、それでも可愛らしい少女達に褒められるのは悪い気はしなかった。
















「さて……自己紹介が大分遅おくれてしまった事を許してほしい。私の名前はカティア＝フィロワという。モイラスで神しん殿でん騎士を務めている者だ」

　食事が一段落すると、悠達よりも一ひと際きわ幼い少女が胸に手をあて、自己紹介を行う。

　モイラス、神殿騎士。聞きなれない言葉が、悠を混乱させる。

「騎士さま!?　え、と、その……」

　頭を抱かかえてふらつく悠だが、それよりも大きな反応を見せたのはクララの方であった。

　騎士という言葉に驚おどろいている以上は、カティアは大層な存在なのかもしれない。腹を空すかせて死にかけていたというなんともいえない出会いもあり、この世界の住人ではない悠にはイマイチ現実感の薄うすい光景だ。

「いや、身分は気にしないでくれ。私にとってキミ達は命の恩人、今まで通りに接してくれた方がありがたい」

　ただ、クララとカティアを見ていると、悠にも『神殿騎士』がどの様に扱あつかわれる存在かわかってくる。

　そっとクララに目を移すと、クララは一瞬だけ迷ってから、悠に向けて語りだす。

「神殿騎士っていうのはね、神様に仕えて、各地で人助けをしてる人達の事だよ。助けられた人達がとても多くて、信しん頼らいを集めてるの」

「目の前でそう言ってもらえると嬉しいよ。しかし神殿騎士を知らないとは珍しいな」

　クララの説明を肯こう定ていするカティアから逆に向けられた質問に、悠は一瞬どう答えたものか迷った。

　それを適切に伝える方法がわからなかったし、神に仕えているという説明に、明らかな『異い端たん』である事を伝えていいか迷ったからだ。

「あー……この辺からすると凄すごい田舎いなかの出なんだ。服装見ても、なんとなくわかるだろ？」

「確かに独特の服装だな。だが気にしないでいい。無ぶ遠えん慮りよな詮せん索さくはしないさ」

　悠に何かしらの事情がある、というのは今のやり取りだけでわかったようだ。悠は心中で胸をなでおろす。

　そんな悠を見てクララも安あん堵どの息を吐つく。しかし彼女にはもう一つ気になる点があった。

「えっと……カティア、って呼んでいいかな？　あと、聞きたい事があるんだけど……」

「ああ、歓かん迎げいするよ。まだ名前も聞いていないが、キミ達の事は友だと思っている。それで、聞きたい事というのは？」

　呼び名に関する質問にカティアが返したのは好こう感かん触しよくだった。実直な喋しやべり方からもわかる通り、カティアは噓うそを嫌きらう。悠達を友人だと思っているというのも、本当だった。

　だがクララが本当に聞きたいのは、もう一つの質問の方であった。

「その……失礼な質問だったらごめんね。カティアって、何歳……？」

　それは、カティアの年ねん齢れいを問うモノだった。

　何な故ぜ遠慮がちにその問いが投げかけられるのか、悠にはわからなかった。確かにカティアは幼い見た目をしているし、一人で山にいるというのは相応ふさわしくなく感じる。だが、今敢あえて年齢を聞く必要があるのかと言えば、そこまで疑問に思う事でもない気がした。

「……と、歳としか」

　しかし、悠の考えとは裏腹にカティアは固まった。

　本当に聞かれたくない事を聞かれたかのように。

「歳がどうかしたのか？」

　悠は素す直なおにクララへと問いかける。言いよどむような事でもないと思ったからだ。

　積極的に力を借りられる事にクララは気を良くしつつも、悠に疑問の出で処どころを話す事を躊躇った。悩なやんだが、敢えて、クララは悠に答えを渡わたす事にした。

「あのね、神殿騎士って十八歳以上じゃないとなれないの」

　迷いの果てにクララの告げた答えは、悠を驚きよう愕がくさせるに十分値あたいするものだった。

「じゅ……十八!?」

　思わず、悠は声を荒あららげる。

　何故ならカティアは、どう見ても十二、三歳。見方によってはもっと下に見えてもおかしくないほどに幼く見えたからだ。

　だとするならば、飛び級かなにかだろうか？　悠は慌ててカティアの方へと振ふり返ると、そこにあったのは絶望のような、諦てい観かんのような哀あい愁しゆうある表情であった。

「……フフ、驚くよな……そう、神殿騎士は十八歳以上じゃないとなれない。私はな……これでも十九歳なんだよ。だというのに、みんな私が神殿騎士だというと驚くんだ……っ」

　カティアの瞳からは、騎士らしい凜とした目の光は失われていた。いじいじと地面に指を添わせ、何かを描えがく様は考えるまでもなく不ふ貞て腐くされて居るのが見て取れる。

　幼い外見は、カティアのコンプレックスだったのだ。この喋り方も外見でなめられないよう、騎士らしくある事を意識して定着させたものだった。

「あ、わ、悪い……！」

「いいさ、いいとも。年齢に対して幼く見える事はよくわかっている。……そりゃあ、同どう僚りようにもナメられるだろうさ……」

　明らかに変なスイッチが入ったカティア。悠とクララは、ただ慌てふためく事しか出来ないのだった。




　　　　　　　◆




「……成る程ほど、ユウにクララだな。ありがとう、ようやく命の恩人の名前を知る事が出来た」

　たっぷりと時間をかけて二人が自己紹介を終えるくらいの頃ころには、カティアはすっかりと元の調子を取り戻もどしていた。

　柔にゆう和わな微笑ほほえみを浮うかべ、落ち着いた口調で礼を述べる。騎士然とした態度を『素す』に持つ少女を見て、悠はまたここが異世界だという実感を覚える。

　そうしているのが見た目幼い少女──実際には年上──だというのも拍はく車しやをかけていた。実じつ年ねん齢れいよりも若く見られる人はいくらでもいるが、ここまで実際の年齢と外見が離はなれている人というのは中々いない。

　だが、その態度や実直なカティアの様子を見れば、彼女が述べた年齢も噓ではないと伝わってくるだろう。

「しかしまあ、なんだってこんな山の中に一人でいたんだ？　俺達も人の事を言えたもんじゃあないけどさ」

　普ふ通つうに考えれば、山の中に一人で遭そう難なんしている少女というのもおかしな話だ。直すぐ側そばにそのおかしな例が居る事は軽く流しつつ、悠はカティアに気になっていた事を尋たずねた。

「……そうだな。恩人のキミ達にならば話しても構うまい。全く関係のない話でもないかもしれないからな。実は騎士団より命を受けているんだ。このあたりでとあるものを見かけたという情報が入ってきて、ここへはその調査を命じられて来た」

　少しだけ考える素そ振ぶりを見せてから、カティアは問い掛かけに答える。

　基本的に、少数に命じられる任務には秘ひ匿とく性がある事が過よぎったからだ。しかし迷ったのも一いつ瞬しゆん、それが命の恩人が欲ほつしている情報である事を考えれば、迷いは消えた。

「何を見かけたの？」

　悠の疑問を引き継ついだのはクララだった。

　興味の感情で何気なく聞かれた対象に、またカティアは少しだけ悩んだ。

　話すべきか否いなか。議題は先程と同じだが、悠達にそれを話すべきか迷った理由は、少し違ちがった。

「ドラゴン」

　だが、カティアは答える。簡潔に、しかし重苦しく。

　たった一つの単語を聞いただけで、悠とクララは息を詰つまらせた。クララはその単語が何を示すかをよく知るがゆえに。この世界の事に詳くわしくはない悠でさえ、その単語だけはどれほど重大なモノかすぐさま理解する事が出来てしまった。

　カティアがそれを話すか迷ったのは、これだ。しばらくここに留とどまらなければならない悠達の不安を徒いたずらに煽あおる事を厭いとったのである。

「……と、あまり不安に思わないでほしい。飽くまでも『らしきもの』をこの辺りで『見たかもしれない』という程度の話だ。調査というのもどちらかと言えば、いるというよりもいないという事を確認するという意味合いが大きい」

　だからこそ、凍こおりつく二人に対してカティアは予あらかじめ用意していた説明を付け加える。

　あからさまに安堵の息を吐き出す悠達に微笑むカティア。

「ドラゴン、かあ。本当にいたらやっぱヤバいんだよな、それって」

　カティアの言葉にひとまず安心して、悠は寝ね言ごとの様に呟つぶやく。

　ドラゴン。日本に住んでいてその単語を聞いた事もない者は殆ほとんど居るまい。

　幻げん想そうの中だけに住む存在の彼らは、悠の中にも様々な姿で存在している。時には姫ひめを攫さらった怪かい物ぶつであったり、蘇よみがえったかつての世界の支配者であったり──共通しているのは、いずれのドラゴンも圧あつ倒とう的な存在だという事だ。

「うん……もしドラゴンが見つかったりしたら大おお騒さわぎだよ。多分、沢たく山さんの騎き士しさまがこの山に来ると思うよ」

「だろうな。極きよつ圏けんでもないこのあたりの討とう伐ばつ任務としては破格の扱いになる」

　それはやはり、この世界でも同じ事のようだ。

　クララの反応を見るに、神殿騎士という存在は優ゆう秀しゆうだという事を悠は感じていた。その物々しい名前から悠は神殿騎士をばりばりの戦せん闘とう集団と認にん識しきしていたし、事実神殿騎士はそのような存在だった。悠にその存在をイメージしやすく伝えるならば『現代で言う特とく殊しゆ部隊』くらいの喩たとえが近いだろう。

「とにかく、ドラゴンがいるとなれば大騒ぎになる。そうなる前に目もく撃げき情報の真しん偽ぎを調査し、報告するのが私に与あたえられた任務だった。そうしてこの山に来たはいいのだが……遭難し、餓が死し寸前だったというわけさ」

　情けない、と言葉を締しめくくってから、カティアは口を真一文字に結んだ。

　騎士としての戦闘能力には優すぐれていたカティアだったが、この世界の基準で言えば彼女は『都会っ子』で、サバイバル能力はからきしだったというわけだ。

　山の歩き方は知らない。向かってくる魔ま物ものを倒たおす事は出来るが、それが食べられるかわからない、どう食べればいいかわからない。

　彼女もまた、何も知らない異界の地で彷徨さまよう者の一人だったというわけだ。

「そういうワケがあったのか。それで、カティアはこの後どうするんだ？」

　立場は違えど、自分の知らぬ場所で迷っていたカティアに親近感を覚えつつ、悠はついで程度にもう一つ質問を投げかける事にした。

「この後、か。……正直、遭難していて調査どころではなかったからな、もう少しだけこの山を調べる必要があるのだが……」

　悠の問いは、カティアにとっては難しい質問だった。

　まだ山の調査も進んではおらず、成果はない。調査は続けなければいけないのだが……

「また迷ってしまいそうだし、そもそも無事帰る手立ても……」

　自じ嘲ちよう的にため息を吐き出して、カティアは肩かたをすくめる。

　調査を再開しても、また遭難するのがオチだろう。

　結局、どうしたら良いかわからない。目下、それがカティアの悩みとなっていた。

　考えないようにしていた事が話題へと上り、カティアは苦々しく口を動かした。思い出せば、それは重圧となってカティアへとのしかかる。

　生きるべきか死ぬべきか──そんな、重大な人生の岐き路ろを選ぼうとしているかのようなカティア。

「じゃあ、しばらくこのキャンプに滞たい在ざいしないか？」

　そんなカティアに対して、悠はあっけらかんと口を開いた。

「え？」

「まだ山に留まるなら、拠きよ点てんは必要だろ？　ココにいれば多分、食料で困る事はないぞ」

「しかし、これ以上世話になるというのも……」

　食料、という言葉にカティアは先程振る舞まわれた焼肉の事を思い出した。

　自分が餓死寸前でも、悠は軽々と──ではなくとも、ご馳ち走そうを用意する事が出来る。自分にない能力がここにはあるのだ。だが既すでにクララを養っている状態の悠により掛かる事は、カティアの意地が許さなかった。

「俺達も、戦える人がいてくれれば助かる。剣けんを貸してもらえなきゃ、ディアルクにも勝てなかったろうし……魔物に襲おそわれたって時に、協力してくれる人がいると心強い」

「う、むう……」

　もちろん、助けるだけではなく助けてもらう。悠がそう付け加えたのは、キャンプに加わる事に抵てい抗こうを感じるであろうカティアの真ま面じ目めで実直な性格を考こう慮りよしての事だ。

「それに、出来る事があるならその任務に市民が協力する事があってもいいだろ？　普ふ段だんいろんな人を守ってる神しん殿でん騎士だからこそ、さ」

　悠は畳たたみ掛ける様に、理り屈くつを並べる。この世界に来てから日が浅い悠は、神殿騎士に守ってもらった事などない。知られぬ内に守られている、という事さえない。

　悠の言葉は狙ねらい通り、カティアが感じていた抵抗感を薄うすれさせていた。

　しかしそれは、カティアが悠に言いくるめられたからではない。むしろ逆だ。彼女がディアルクと戦っている悠を発見したのはもう勝負が決しようとしている所だったので、武器さえあれば悠がディアルクを──山の主とさえ言われる魔物を倒せる能力を持っている事を知っている。つまり、さらなる戦力は彼にとってそれほど重要ではないのだ。

　カティアの意地が折れたのは、悠の器うつわを見たからだ。

　緊きん急きゆう時であれば食料というのは重要だ、食料を巡めぐって殺し合いが起きるというのは、異世界の歴史でも珍めずらしい事ではない。

　だというのに悠は当然の事の様に手を差し伸のべ、苦労を背負い込むために説得までする。カティアが意地を張る事をやめたのは、悠の器の大きさに感服したからだ。

「……そういう事ならば、どうか頼たのむ。暫しばらくの間、私もキャンプに加えて貰もらいたい」

「ああ！　こっちこそよろしくな！」

　差し伸べられた手をとり、固く握あく手しゆすると、カティアは照れくさそうに笑った。

　神殿騎士の彼女にとっては、市民を守る事は当然の事だ。だからこそ、騎士でもない彼が当たり前の事のように誰だれかを守る事ができるのは、尊く感じられる。

「そうと決まった所で、さっさと寝ねるぞ。山の生活は早寝早起きってな。あ、そうだ。カティアは今日のところはそこの寝ね床どこを使ってくれ」

　差し掛け小屋を指し示してから、悠はトイレへと立つ。

　ぱちぱちと音を立てる焚たき火の前に少女二人が残されると、ふとクララが笑い出す。

「ふふ、すごいよね、ユウって」

「そうだな」

　たったそれだけの簡素な言葉の交こう換かんだったが、何がすごいか、をカティアはよくわかっていた。

「改めて、これからよろしくね、カティア」

「此方こちらこそ、クララ」

　名前を呼び合うと、二人は示し合わせたように笑った。

「おー、なんか早さつ速そく仲良くなってるか？」

「えへへ、まあねー」

「そうだな」

　少ししてから悠が戻ってくると、何もわからないでいる悠の様子に、二人はまた顔を合わせてから少し笑った。

　三人共が遭難している最中という奇き妙みような身の上での出会いは、ひとまず命が確保されているという状じよう況きようでは不思議と面おも白しろおかしく感じられ、楽しそうな二人の様子に悠も釣つられて笑うのであった。










　　　第七話　栄養を摂とろう







　悠ゆうはカティアを引き連れ、とある場所へと向かっていた。

　本来ならば塩を必要としていたため、そこへはもっと早い段階で訪おとずれるつもりだった。クララやカティアとの出会いなど様々なイベントがあったり、なにより山の中で岩塩が手に入ってしまったため、目的の場所へ到とう達たつするのは大分遅おくれていた。

　だが今、ようやく悠はその場所を訪れる事が出来ていた。

　視界の果てまで続く蒼あお。揺ゆらめく水面みなもは陽光を反射して、宝石よりも強く輝かがやいている──

「海だー！」

　そう、海である。生命の最初に生まれたところ。母なる海。数多あまたの通つう称しようを持ち、人々を魅み了りようしてやまないあの海だ。

「テンションが高いなユウ。海は好きか？」

「まあな。海ってより、海の生き物が好きなんだけどさ」

　はしゃぐ悠を見て、カティアは優やさしげに鼻を鳴らす。年長者としての落ち着きに溢あふれた知的な態度だ。尤もつとも、当のカティアは高く見積もって中学生くらいの幼気な少女だが。

　悠の言葉にほう、と感心するカティアだが、まだ付き合いが浅い彼女は悠のいう『生き物が好き』の意味を正しく理解していない。

「でも綺き麗れいな海だなー。クララも連れてきたかったよ」

「それは確かにそうだな。……私も、海を見るのは久々だ」

　とはいえ、悠でも海の美しさを愛めでるくらいの感性は持っている。

　悠の住んでいた地域だと視界の果てまで続くような水平線を見る機会は少なかったので、このヴィエールという世界の自然の雄ゆう大だいさは、素す直なおに素晴らしいと思う。

「うっし！　じゃあ早速魚の方を探そうぜ！」

「ああ、クララを待たせては悪い」

　それでも花より団子なのは変わらない。今のところで悠が自分の食欲よりも優先するのは、自分を含ふくめた誰かの命くらいしかないだろう。

　海の方へと移動し、悠は目を凝こらし始める。……比ひ較かく的浅い場所にも、魚はよく見られた。こうして見ている分には陸の動物──悠達への警けい戒かい心しんもない。

　まるで、夢のような環かん境きようだと悠は思った。悠は、釣りも嗜たしなむ。それなりの大きさの魚が、人を恐おそれない。俗ぞくに言う『魚がすれていない』というやつだ。こんなにも綺麗な海で、魚達が泳いでいるというのは、食欲を目的とした釣り人達にとってはたまらない環境だろう。

「ここはのどかだな。極きよつ圏けんとは大おお違ちがいだ」

　悠にとって平和な環境は、カティアにとっても平和に映るらしい。

　獲え物ものを探すギラついた目を収め、海の美しさにため息を吐つくカティアへと視線を移す。

「そういえば気になってたんだけどその『極圏』ってなんなんだ？　昨日も言ってたよな」

　その言葉の中に、興味を惹ひかれる単語があったからだ。

　悠の疑問に、カティアもまた一いつ瞬しゆんだけ疑問を浮うかべた。それは、この国に住んでいる者ならばほぼ全員が知っているような言葉だったからだ。

「……？　ふむ……極圏というのは、人が住まうに適していない場所の事だ。例えばひどく暑いだとか、逆に寒いとか。湿しつ地ち帯が広がっているとか、雨が殆ほとんど降らないとか、そういう場所の事だな」

　しかしカティアは自身の疑問を口にせず、悠に問われた事をただ答えた。

　恩人を訝いぶかしむ事をしたくなかったし、友人の疑問に答えてやりたいと思ったからだ。

「そういう場所に住んでいる魔ま物ものは、過か酷こくな環境に適応するためか危険な奴やつらばかりでな。私が探しているドラゴンなんかも、本来は極圏に住む魔物なんだ。偶たまに極圏から流れてきた魔物を狩かるのも、私達神殿騎士の仕事というわけだ」

　カティアの説明に悠は昨夜の会話を思い出し、成る程ほどと相あい槌づちを打った。

　極圏、と翻ほん訳やくされた地球の言葉だが、その意味は地球のものとは違っていた。

　ヴィエールでいう極圏とはまさしく『極きわまった圏』。この上ない、限界の地域、範はん囲いという意味だった。

　地球でいう『極圏』を思い浮かべていた悠は先日の会話でしっくりこないような違い和わ感を覚えていたのだが、意味を聞いた今は疑問が氷解し、すっきりとしていた。

　だがそれよりも。

「強い魔物が沢たく山さんか。美う味まい奴も一いつ杯ぱい居るんだろうなあ」

「うむ。……うん？　確かに美味い魔物は多いと聞くな。そういった魔物を求めて冒ぼう険けん者たちはこぞって極圏の探たん索さくへと向かっているよ。そこで命を落とす者は多く、私達としては頭を抱かかえるばかりだが……」

　悠の興味は、強い魔物が多い。イコール美お味いしい生物が多いという方向へ向かっていた。

　もはやカティアの言葉も後半は聞こえていない。悠のなかで極圏は危険な土地という以上に美味なるものが溢れた土地という存在になっていた。

　いつか行ってみたいなあ、という言葉を口に出さなかった悠は偶ぐう然ぜんながらも幸運だったといえるだろう。

　神殿騎士は行ゆく方え不明者の捜そう索さくを依い頼らいされる事もあり、カティアもそうした任務を何度か受けた事はある。その任務の中でも彼女にとって特に厄やつ介かいだったのが、行方不明者が極圏に行っていたという情報を聞いた時だった。

　極圏は危険なため、二次災害を防ぐという目的でめったな事では神殿騎士の渡と航こう許可は得られない。行方不明者がよほど重要な存在だった場合は特例もあるが、極圏へ行方をくらませた者は大体が死亡扱あつかいとされるのだ。

　そんなわけで、カティアにとって極圏へと向かう者は基本的に『厄介者』である。もしも悠がその言葉を口にしたのならば、彼女は命の恩人である悠の身を案じて滾こん々こんと説教を垂れ流す存在へと変へん貌ぼうした事だろう。

「そういうわけで、こういうのどかな風景は結構好きなんだ。……尤も、安全とされる地域も時として牙きばを剝むく事を、身をもって知ったがな……」

「山って実は結構危険だからな。でもそれがわかれば、次は大だい丈じよう夫ぶだろ」

　力なく笑うカティアの背を叩たたき、悠は朗ほがらかに笑う。

　そうだろうか、と聞き返しつつもカティアは気分が楽になるのを感じていた。

　不思議な安心感を与える奴だ。悠もまた遭そう難なん中だという事を忘れておらずとも、カティアは思う。

「さ！　作業再開と行こうぜ」

　カティアがそう思うのは、遭難という『死』を感じさせる環境において、悠が生命力を感じさせるからなのだろう。

　何かを食べるというのは生きるという事の象しよう徴ちようだ。食への欲求が強いというのは、ある意味で生きる事への欲求が強い事とも言い換かえる事が出来た。

　戦せん闘とう力で言えば、カティアは『騎き士し』の中でも特に秀ひいでている方だ。だがその実、いざ一人になると何も出来なかったらしい。カティアは一度だけ自じ嘲ちよう的に笑ったが、それきり自じ虐ぎやく的になる事はせず、前へと向き直り──悠を見る。

　この状況に置いても心の底から楽しそうにしている悠の、その溢れるバイタリティを自分も見習おうと思ったのだ。

　今度は愉ゆ快かいそうに鼻を鳴らして、カティアもまた覚かく悟ごを決める。

　自分もまた、今夜の食事を楽しみにできるくらいの余よ裕ゆうを手にしてみよう。

　その為ためにとまず行ったのが──

「では行こうか！」

「おう！　その意気──!?　おま……カティア!?」

　勢いよく衣服を脱ぬぎ捨てる事だった。

　大だい胆たんかつ突とつ飛ぴな行動に、悠は思わず声を荒あららげた。

　カティアは首元から太ふと腿ももまでを覆おおうインナーを着込んでいるため、肌はだの露ろ出しゆつ自体は少ない。だが黒いインナーはぴっちりと身体からだに張り付いているため、身体からだのラインを隠かくす事は全くできていなかった。

　騎士としての訓練で細く引き締しまったカティアの身体からだは、少女らしい線の細さを描えがきながらも、僅わずかに筋肉質で艶なまめかしい凹おう凸とつを浮き上がらせている。慎つつましやかな胸も、今となってはそのなだらかさが『肢し体たい』を表現していた。

　多感な時期である高校生──なんのかんのと言っても思春期である悠にとって、その光景は刺し激げきに余るものだったろう。なにせ、此方こちらに来てからは『そんな』余裕さえもなかったほどだ。正直言って、大変よろしくない。

「むぅ……そんなにおかしな事、か？」

　一方で、カティアもそんな悠の様子に触しよく発はつされていた。

　カティアが所属する『神しん殿でん騎き士し』では、男女ごとに部隊が分かれている。出しゆつ撃げき前や任務の最中などに、仲間の前でインナー姿を晒さらす事くらいは別におかしな事ではなかったのだ。……そう、同性の前でならば。

　カティアは、いわゆる箱入り娘むすめだった。厳しい訓練の日々はあったものの、基本的には親に溺でき愛あいされて育ったお嬢じよう様さま。そんなお嬢様は同年代の異性とは殆ど会話さえした事がない程であったため、ここに来てカティアは自分の常識のなさを知った。

　それでも知識だけはあるものだから、少年がこのような反応をする意味くらいはわかる。

　カティアは急に恥はずかしくなった。中ちゆう途と半はん端ぱな知識のせいで、この行こう為いが恥ずべきものであるという事だけはわかってしまったようだ。

「……さあ！　準備は出来た！　始めるぞ！」

「お、おう！」

　そんなカティアが選んだのは──勢いで、この状じよう況きようを押し通すという道だった。

　もしかして、異世界だとこれが当たり前なのか？　あまりにも凜りんとしたカティアの声に一瞬だけそう思った悠だったが、顔を真っ赤にして、結んだ口を波打たせているカティアを見ればそうではない事はわかった。

　ならば、彼も男だ。情けをかけるのが日本の男児というものである。

　……別に、悪いものを見たわけではないし。ついそう思ってしまうくらいはご愛あい嬌きよう。

　お互たがいに気持ちを通じ合わせながらも、お互いを偽いつわり合う。勢いよく海に飛び込んでいったカティアを見て、悠もまた水の中へと身体からだを沈しずめていく。なんとも言えない空気の中、今日の食料調達が幕を開けた。

「（しかし……本当に綺麗な海だな。上から見下ろすのとはまた違う……）」

　とはいえ一度海に潜もぐってしまえば、悠は自分でもびっくりするほど冷静になっていた。心ここ地ちのいい冷たさが、興奮で蒸気した頭を冷やしてくれるようだった。

　そうなると最初に気になったのは、その海の綺麗さだ。山の上から見下ろした海は、陽ひの光に煌きらめいて、ダイヤモンドのようだった。

　だが海の中に広がっていた世界はまた違う。穏おだやかな光を湛たたえたマリンブルーは、まるでサファイアの中に揺蕩たゆたうような錯さつ覚かくを与あたえる。

「（日本じゃ、こんな海殆どないだろうなー……いや、世界中探しても珍めずらしいかも）」

　あいにく悠は海といえば潜るよりも釣つる人間だ。言わば門外漢だが、それでも悠はその美しさに見み惚とれていた。……まあ、その上で最も興味を引かれるのは、その美しい世界に住まう魚達──食料の数々だったが。

「（おお……いるいる。やっぱり警けい戒かいが薄うすい……人を怖こわがってないんだな）」

　海の中でなければ、悠はため息を吐き出していただろう。少し先へと泳いでいけば、触ふれそうなくらい近くを泳いでいる魚達。時折太陽の光を反射して輝かがやく魚達の優ゆう雅がな様子は、秘境の楽園を思わせた。

　しかし、今の悠が目的としているのは感傷ではない。よりよい食生活である。

「（目移りするなー、どれが美う味まそうかな、と）」

　魚は悠の好物だ。そこら中に好物が漂ただよっているこの環境は『もう食べられないよ』と寝ね言ごとが出てしまう様な夢に似た光景だった。

　それにしても。悠は思案する。

「（魚だと地球にもスゴイのが多かったし、そこまで驚おどろかないな）」

　今まで見てきた異世界の動植物に比べて、魚の方には然さ程ほど衝しよう撃げきは受けない、と。

　魚の形をしている生物たちを見て、悠は落らく胆たんの様なものを気き泡ほうへと変える。

　確かに、地球の魚達にもどうしてそういう進化を迎むかえたのか想像もつかないような奇き抜ばつな見た目をした魚は多い。

　その点で言うと、今悠が見ている魚達は──例えば、ヒレが大きかったり多かったり、色が面おも白しろおかしかったりしたが、まだ地球に生息しているような『怪かい魚ぎよ』の域を出ていなかったのだ。

　それでも此こ処こは地球とは異なる世界なのだ。

「（あいつが良さそうだ）」

　透すき通るような海を泳いでいる魚のうち一匹ぴきに目をつけ、悠はゆらりと動き始めた。

　その魚は悠の知る魚の骨格をしながらも、まるまるとしていて肉付きがよく見える。

　食材を見み極きわめる力を持つ悠が見立てただけあり、その魚は確かな美味である。

　だが──だからこそ、その魚は普ふ通つうではない。

　暗い青色の、ふっくらとした魚。地球でも、然程珍しい色ではない。そのため悠は、此処が異世界であるがゆえに落胆していて、だからこそ少しばかり『日常』に戻もどっていた。

　この調子なら素す手でで摑つかめるかもしれない。銛もりは用意しているものの、鮮せん度どが命の魚だ。やはり獲え物ものはできるだけ綺き麗れいな形で手に入れたい。

　ふっくらとした魚へと手をかざし──集中。動きが止まった瞬しゆん間かんを見極め、悠は一気に魚を摑もうとした。

　……それが起きたのは、悠が成果を確かく認にんしたまさにその時。

　危機を感知した魚は急激に膨ふくらんでいき──凄すさまじい高音を放った。

「──ッ！　（なんッッ……!?）」

　まるで巨きよ大だいな音おん叉さをハンマーで思い切りぶっ叩いたような音が炸さく裂れつし、悠の身体からだを貫つらぬく。

　口から飛び出た泡あわが、重い音を立てて海上へと昇のぼっていくも、悠にはその音へ意識を向ける余裕もなかった。

　魚へと伸のばしていた手を引っ込めて、耳をふさいでしまうのは反射の行動だ。その隙すきに、膨らんでいる状態から萎しぼみ、もとのふっくらとした状態以下に小さくなった青い魚は慌あわてて逃にげていった。

　突とつ然ぜんの高音に驚き、息が切れてしまった悠は慌てて水上へと顔を出す。

「ぶはっ！　な、なんだあの魚……っ！」

　巨大な高音を聞いた耳はまだ音が鳴り止やんでいないかの様に、音叉の音を響ひびかせている。

　幸い鼓こ膜まくなどに大きなダメージはないらしく、一時的に耳が遠くなっているものの、機能は失っていないようだ。

　その事に安あん堵どしながら、魚が逃げていった方を呆ほうけた目で見つめる悠。

「凄すごい音が聞こえたが、大丈夫か？」

「カティア。ああ、大丈夫だけど、驚いた……」

　その凄まじい音は離はなれた位置に居たカティアにも聞こえたようだ。

　水に濡ぬれて光こう沢たくが増し、より扇せん情じよう的になった黒いインナーから目を背そむけ、あった事を説明する悠。

「膨らんで凄まじい音が？　……ふむ、聞いた事がある。たしかシンバルフィッシュだとか言ったかな」

　悠の説明に、カティアは『シンバルフィッシュ』という名を説いた。

「特とく殊しゆな器官を持っているらしく、危機を感じると大きな音を出して捕ほ食しよく者を驚かせると聞いた事がある」

　カティアの説明は、まさに先程の高音の事を言っていた。水の中は音が伝わりやすく、地球の魚にも音を利用するものは多い。しかしまさかこんな方法で音を使うとは。

　カティアの説明に感心の息を吐はき出しながら、悠はまだ自分がどこか地球の常識に縛しばられている事を痛感した。

「なんでも、その音を出す器官は珍ちん味みだとか。食味は薄いがなんとも言えぬ魅み惑わく的な歯ごたえだそうだ」

　そして──後こう悔かいした。

　珍味。なんとそそる言葉であろうか。その単語は悠が特に好むものの一つであった。

　知識さえあれば、油断さえなければ。異世界の珍味をこの舌で味わう事が出来ていたかもしれないのに。この世界で生きていく事を決めた今、やはり必要になるのは知識だ。悠は静かに励はげむ事を決めた。

「まあ、気を取り直そう。幸い、まだ魚はいる」

「そうだな。今度は油断しないぞ」

　石と木で作った手製の銛を掲かかげ、悠はカティアと離れて改めて魚を探す。

　水中の世界はやはり綺麗だったが、集中状態にある悠の目はギラついている。

　最初から手て摑づかみなど狙ねらわなければ、という反省で油断を捨てた悠には、もう隙はない。

　次に悠が目をつけたのは、海を泳いでいる魚達の中でも特にとぼけた顔をした魚だった。

　肉付きはまあまあいい。皮の色は、地球でも珍しくない銀色の様な灰色の様な、落ち着いた色合いだ。

　だが顔はカワハギを平らに潰つぶして、その上で黒目の部分が上を向いているような……不意打ちで見てしまえば思わず噴ふき出してしまいそうな間ま抜ぬけな顔だった。

「（すげえ顔してるなあ……でもまあ、こういう魚ほど美味かったりするんだよな）」

　様々な魚を見てきた悠でも、その表情？　にはつい苦笑いが浮うかぶ。先程痛い目を見た悠はまさかこれがこの魚の生存戦略なのではなかろうか……と思ったが、流石さすがにそれはないだろうと思い至っての笑いだ。

　とはいえ一度は獲物を逃のがした手前、悠は気を引き締しめる。

　漂い、揺ゆらぎ、放たれる。規則性もないような、困こん惑わくを誘さそう魚の動きを見定めるように悠は深く集中をした。

　──異世界の食事によって培つちかわれた悠の『強さ』は、スローモーションのようにも見える海中の動きを更さらに仔し細さいなコマ送りへと変える。

　不規則な動きにルールを見つけると──今。銛を魚へと突つきだそうとする。

　だがその瞬間に、ごく僅わずか。殺気が先行して放たれる。

　不細工で何処かのんびりとした、抜ぬけた印象を与えていても、やはり彼らは異世界の生物なのだ。ふっくらとした魚は鋭えい敏びんに捕食者の気配を感じ取り、即そく座ざに防ぼう御ぎよ行動に移った。

「（……！　墨すみ!?　否いな、白い……!?）」

　悠の殺気を感じ取った魚が防御行動として選んだのは、身体からだ中から何か白いモヤの様なものを一気に発生させる事だった。

　魚の身体からだ中から一いつ斉せいに噴き出した何かは、あっという間に悠の視界から魚の姿を奪うばい去る。

　殺気を先走らせてしまったものの、それ故に悠は深く集中していたため、すぐさま、幾いくつもの思考を同時に走らせる。

「（体液……？　毒か!?　違ちがう、だったら先にわかるはずだ……！　……？　違う、液体じゃないぞこれ！）」

　その正体の一つに自然界の防衛手段としてはポピュラーな毒を思い浮かべる悠だったが、ならば予あらかじめ食用不適かどうかがわかる時点で判別が出来るはずと、これを否定する。

　だとすると魚から立ち上ったのは一体何か？　それは、一つの可能性が潰れて幾いく分ぶんか冷静になった思考が解き明かしてくれた。

「（……空気！　細かい泡を一斉に噴き出して、目くらましにしたのか！）」

　見れば、湧わき出した細かい何かは同時に海面へと立ち上っていく。鋭するどく研とぎ澄すまされた視力で、悠はその正体を捉とらえた。

　しかし捉えたのはそれだけではない。狙い定めた獲物への執しゆう念ねんは、泡の影かげに隠かくれる魚の影もまた視界に捉えていた。

　これには幸運も絡からんでいた。太陽の向きで、その泡に魚の影が映し出されていたからだ。

　目標が映ったのならばやる事は一つ。銛の進む先の未来を迎えに行くだけだ。

　放たれた銛はブレなく、水を切り裂さいて一直線に魚へと向かう。そして、それを貫いた。

　銛の先には魚が暴れる感かん触しよくがある。それを確かめるかのように、強く銛を摑む。

　極度の集中で息がそろそろ限界だった事を思い出した悠は、勢いよく海面へと顔を出し、もう底を尽つきそうな息を吐き出して叫さけんだ。

「獲とったどーッ！」

　掲げるは戦果、叫ぶは勝かち鬨どき。

　銛漁、一回やってみたかったんだ。夢を果たした悠は、何処までも満足げだった。




　　　　　　　◆




「あ……！　おかえりユウ、カティア！」

　しばらくして。服を乾かわかした悠とカティアは、予定よりも若じやつ干かん遅おくれてクララの待つベースキャンプへと帰き還かんした。

　心細かったのだろう、二人の姿を確認すると、わかりやすく顔を綻ほころばせる。

　微笑ほほえむ二人の表情が誇ほこらしげでいるのを見ると、クララの笑えみも一層強くなった。

「えへへ、どうだった？」

「大漁！　……とまではいかないけど、今日は腹いっぱい食べられるぞ！」

　悠の言葉に追つい随ずいするように、カティアは木で編んだ籠かごを突き出した。

　その表情は悠よりもなお誇らしそうで──ほぼない──胸を突き出している。

「見ろ、これが成果だ！　フッフッフ、自分で食料を調達するというのは、中々楽しいものだな……っと、すまない、下ろさないと見られないな」

　ほんの昨日まで餓が死し寸前だった自分が、場所と方法を示されたとはいえ食材を調達出来たのが嬉うれしかったのだろう。

　クララの元に腰こしを下ろし、籠の中身が見えるよう籠を下げるカティア。

　クララの視界に下りてきた籠の中にあったのは──

「わあ、バブリンだ！　三匹びきも捕つかまえるなんて、凄いよ！」

　同じ種類の、三匹の魚達。どことなく間抜けな顔をした、泡を出すあの魚だ。

　奇くしくも悠とカティアが獲ったのは同じ魚だった。内訳は悠が二匹、カティアが一匹だ。

「バブリンっていうのか、コイツ」

「うん、淡たん白ぱくだけど焼くと美お味いしいよ。臆おく病びようで危険が迫せまると泡で姿を隠してからすぐに逃げちゃうんだけど……よく捕まえられたなあ」

　その名前を聞き返すと、クララは『バブリン』という魚の情報を悠達に語る。

　クララにとっては地元の魚だ、異世界に来たばかりの悠はもちろん、世間知らずな傾けい向こうのあるカティアよりも詳くわしいらしい。

「焼く以外の調理法ってあるか？」

「んー……あんまり聞かないかな。揚あげ物とかすると、油を吸っちゃってべちゃべちゃになっちゃうらしいんだ。あ、でも蒸むし焼きなんかは火が通りやすいって」

　それならばとその食法についても情報があるはずと追加で質問を投げかける悠。

　返ってきたのは「あまり食べ方にバリエーションがない」という事だった。

　悠はそれを聞き、顎あごに手を当て、考えを巡めぐらせた。

　唸うなったり、何かに気づいて表情を曇くもらせたり──百面相の後やがて思考に決着をつけると、悠は指を鳴らす。

「……ちょいとリスキーかもだが……ダメ元で試ためしてみるか」

「おお、何か良い案が浮かんだか」

「まあダメだったらすぐやめるけど。その場合、無難なメニューになるかな」

　悠の作った焼き肉を食べたカティアは、既すでにその料理の虜とりこだ。期待を寄せるカティアに苦く笑しようしてから、悠は早さつ速そく調理に取り掛かかった。

　ついてきたがるカティアを伴ともなって川へと移動した悠は、カティアの持つナイフを借り、手て際ぎわよく魚をさばいていく。

「手際が良いな。一流の料理人のようだ」

「慣れれば誰だれでも出来るさ。手順を覚えればそんなに難しいもんでもないよ」

　その手つきに躊躇ためらいもせず感心のため息を吐くカティアは、まるで魔ま法ほうでも見るような顔をしている。この程度で感心されるとなんだかむず痒がゆい。面おも映はゆい心ここ地ちながらもそれを口にはせず、悠は作業を続けた。

「大きい肺だな。これで泡あわを出してたのか」

　基本的な身体からだの構造が地球の魚と同じ故ゆえに、手際よくバブリンをさばいていく事ができた悠だが、その身体からだにナイフを走らせるたび見つかる発見に吐と息いきを漏もらす。

　泡の素もととなっていたであろう大漁の空気を貯ためておく肺。そして、開閉出来るであろう微び細さいな孔あなの数々。

　揚げ物に使うと油を吸ってべちゃべちゃになってしまう、というのはこういう事かと感心する。身体からだ中に開いた細かな孔が油を吸ってしまうのだろう。

「……ちょっとグロいな」

「どうした？」

「いやこっちの話」

　その孔が作る紋もん様ように、とある花の花托を思い出してしまい、悠は苦笑する。人によっては嫌けん悪お感を与あたえる形状を敢あえてカティアに見せる事もあるまいと、悠は質問に答える事なく受け流す。

　作業に戻もどった悠は、一つの生態に感心するのもそこそこに、二匹目を捌さばき終えた。

　その二匹を分け、最後の一匹を石の上に載のせる悠。

　目つきを鋭くし、集中する悠の姿にカティアは僅かな違い和わ感を覚えるも、その集中を邪じや魔ましないようにと首を傾かしげるだけで言げん及きゆうはしなかった。

「（……やっぱり。よーく見ると『嫌いやな感じ』がする）」

　作業を優先して知的好こう奇き心しんを後回しにした悠も、三匹目が放つその『嫌な予感』だけは無視する事はできなかった。

　違和感の元はカティアが獲った、比ひ較かく的小さめなバブリン。この一匹だけに、ごく僅かな『食用不適』のオーラを感じたのだ。

　個体によって毒を持っている。メイルクラブの卵に毒があった事を思い出しながら、悠は最後の一匹へと包丁を走らせていく。

　だが、悠はこの一匹だけが毒を持っているとは思わなかった。それよりも、メジャーな確率に思い当たりがあったからだ。

「（やっぱり寄生虫かあ）」

　切り分けた身の中に見つけた『予感の素』は、注意深く見なければ見み逃のがしてしまいそうな、糸の切れ端はしの様な生物だった。

　悠の予感通り、寄生虫である。その蠢うごめきと同じように弱々しい『予感』ではあるものの、食用不適である事を語っていた。試しにそれを取り除いて見ると、『予感』は僅かに弱まった。どうやら、他にもひそんでいるらしい。

　やっぱりこっちの世界でも居るよなあ。悠は心中でひとりごちた。

「……？　どうした、やはりおかしいぞユウ。何か不都合があったか？」

「いや、本当なんでもないって。ちょっと疲つかれでボーっとしてただけだ」

　集中を強めた悠の様子に、黙だまっていられなくなったカティアは再び問いを投げかけた。

　だが悠が返すのはやはりなんでもないという否定だ。

　……初めて狩かりで獲え物ものを得たカティアの喜びに、水を差したくなかったのである。

「（まあ、取り除けば問題ないしな。取り切れない分は──よし、叩たたいて予定通りつみれにしちまおう。残りの二匹は無事にアレができるな！）」

　それに、寄生虫なら取り除けば問題はない。せいぜいその程度の話だったからだ。

　試しに寄生虫を殺してみると、予感は引いていった。どうやらアニサキスの様に内臓へ物理的なダメージを与えるタイプの寄生虫らしい事を確かく認にんすると、悠は別段気にする事もなく調理を再開した。

　そうなると、今度は一転して鼻歌交じりになる悠。コロコロと変わる悠の様子に、カティアは呆あきれながらも何処か楽しそうに息を吐はき出した。

「（しかし、すげえ能力だ。まさか寄生虫の有う無むまでわかるなんてな。本当にとんでもない能力に目覚めちまったもんだ）」

　しかし悠が上じよう機き嫌げんなのは、予定していた料理が作れるからというだけではない。

　自身が手に入れた能力の素す晴ばらしさを再認識する事が出来たからである。

　寄生虫は、野の生物の肉を食べる上では避さけては通れない問題である。注意深く観察していても時折『当たる』ものだ。調理の際に気を払はらう事で避ける事が出来るとはいっても、それには労力も時間も要する。

　本来必要なコストをある程度無視し、かつ安全に肉を食べる事が出来る。何度か痛い目を見ている悠にとって、これはあまりにも画期的と言えた。

　それだけではない。この力さえあれば──遭そう難なん中、サバイバル中というこの状じよう況きようにおいて、禁きん忌きとさえ言えるとある料理を作る事が出来る。

「へへへ、今日の飯は期待してていいぞ～」

「おお！　それは楽しみだ……！　ユウの料理は、美う味まいからな！」

「ありがとな。んじゃ、キャンプからガリカの実だっけ？　アレと油を取ってきてくれ」

「任された！」

　悠はカティアに備び蓄ちくの食料を持ってくるように要よう請せいする。

　軽い足取りで姿を消したカティアを確認すると、機き嫌げんを良くした悠の鼻歌に、小刻みなナイフの音が交じるようになったのであった。




　　　　　　　◆




「おまたせ！　出来たぞクララ、カティア！　といっても、後の一品は食べながら完成を待つ形になるけどな」

　調理を開始してから時間が経つと、とある料理を完成させてきた悠がやってきた。

　その顔は先さき程ほどから続く快活な笑えみだ。

「おかえり！」

「ああ、ご苦労様、ユウ！」

　キャンプに待機していたクララと、此こ処こから先は手伝う事もないからクララと居てやってくれと一足先にキャンプに帰ってきたカティアが悠を迎むかえ入れる。

　二人は心なしか──いや、明らかにテンションが高い。

　それというのも、料理が『自信作』である事を、他ならぬ悠自身がカティアに告げていたからだ。

「いやー、まさかこんな上う手まくいくなんてなあ。今回のはかなり出来が良いぞ」

　期待が高まっている所に、帰ってきた悠がホクホク顔で言うものだから、二人の期待は最高潮である。

　クララもカティアも、女の子だ。できれば自分を淑しとやかに見せたい気持ちがあり、はしゃいでしまいそうなのを抑おさえるのに必死だった。

　葉の皿に載せられた料理は、二人の位置から窺うかがう事は出来ない。立ち上がって見たい気持ちを抑える二人の姿は、おあずけをされた犬のように映った。

「まあまあ焦あせるない。まず普ふ通つうの方から出そうか。つみれ汁じるって言うんだけど知ってるか？」

　悠は料理に期待する者を焦じらして楽しむ趣しゆ味みはない。まずはと焚たき火に置いたのは、すり身を入れた弁当箱（加熱可）、つみれ汁だった。

「これは……魚のすり身か。それを汁物に？」

「丸いすり身は初めて見たかも。汁物にするっていうのも……」

「お、知らないか」

　二人の反応は『自信作』への興味と未知への興味の半々だ。

『つみれ汁』はどうやらこの世界ではポピュラーではないようだ。焼き肉を知らなかった事と併あわせて、アジア系の料理には親しみがないのかもしれない、と推測する悠。

　すり身になってしまえばバブリンにも異世界っぽい要素はなく、見た目は日本のつみれ汁そのものである。多分味の方も似てくると悠は予測していた。外見は強く食欲を誘さそう類たぐいのものではないが、火が通って食べられる段階になれば彼女たちもきっと気にいるだろう。

　まじまじとつみれ汁を見つめる二人だが、悠はそんな二人をよそに不適な笑いを漏らす。

　悠の笑い声で、クララ達も思い出した。これは『普通の方』──自信作は、悠の持つ皿の上にあるという事を。

「そ、それで自信作とは一体どのようなものなのだ？」

「早く教えてほしいなっ」

　この二人、中々結構食いしん坊ぼうなのか、期待はもはや限界値を突とつ破ぱしているようだった。

　その期待に応こたえるように、悠は高らかに宣言する。

「ならばとくと見よ！　これが我が自信作……『山海のカルパッチョ』だ！」

　ギャルソンの様に流りゆう麗れいな動きで皿を二人の眼前へと下ろす。目を輝かがやかせてクララ達が覗のぞき込んだ、その先。そこに載のっていたのは──そう、カルパッチョであった。

　白いベールが控ひかえめに己おのれを恥はじらったかのような、バブリンの刺さし身が描えがく白と淡あわいピンクのコントラスト。そこに緑がかった実が砕くだかれて載せられ、金のバレッタの様な柑かん橘きつ系の皮と共に艶つややかな果実油が彩いろどる──山で見る機会はないであろう、繊せん細さいかつ美しい見事な前菜だ。

　ドレッシングは果実油と、すりおろしたガリカの実──辛から味みはないもののニンニクによく似た匂におい──に柑橘系の実の汁しると削けずった皮を加えたもの。バブリンの僅わずかな臭くさみを消し、旨うま味みを引き出す最高のものだ。

　山の中でこれほどの料理を作るのは、容易たやすい事ではあるまい。見た目も匂においも、共に改心の出来。悠は、自じ慢まんげに一つ鼻息を吹ふき出した。

「え……えと……」

「まだ完成はしていない……んだよな？」

　だがクララとカティアから返ってきたのは、暗い隙すき間まを覗き込むような、恐おそる恐るの質問だった。

「ん……あれ……？　これで完成だけど……？」

　予想とのあまりの温度差に、悠は目を点にして冷ひや汗あせを浮うかべる。

　おかしい。こういうキラキラ系の料理は若い女の子にウケがいいのではないのか。

　急速に場を包むやらかした感に、視線はクララとカティアを行ったり来たりする。

　やがて、口を開いた二人から飛び出したのは──

「これから火を通すのではないのか!?　い、いや確かに食べながらツミレの完成を待つと言っていたか……」

「な、生はダメだよユウ！　お腹を壊こわしちゃう！」

　困こん惑わくと心配。昨日合流したばかりのカティアはともかく、今まで食事に対して意見をする事がなかったクララも慌あわてている様子に、一いつ瞬しゆんだけ悠の思考が停止する。

　……だが、少し考えてみればその理由は悠にもわかった。

　先程の思考もそのヒントになっていた。アジア系の食べ物に親しみがないという点だ。

　魚のカルパッチョ。つまり──刺し身。それはまさに、諸国で受け入れられづらい日本食の代表の一つであった。

「ああそうだよな、刺し身がなくても当然か……！」

　加えて言うのならば、カティアやクララのファンタジー然とした格好を見れば、この世界の文明レベルは中世辺りに準ずる独自な文化と想像できる。

　そもそも生魚を食べるというのはハードルが高く、衛生的な学問の進んでいない世界では『何な故ぜ生魚は危険か』も詳くわしくわかってはいないだろう。

　二人の反応も、まさにそこからくる──生魚への強きよう烈れつな忌き避ひ感が表れたものだった。

　ついでに言うのならば、生の魚は独特の臭しゆう気きを感じさせるものも多い。この中世風の世界では、刺し身はまさにゲテモノの代名詞とも言える存在だったのだ。

「うわー……悪い。ちょっと考えが足らなかったわ」

　悠はそこを失念していた。美味しい料理が安全に食べられるという点で、異い邦ほうの倫りん理り観を忘れていたのだ。

　地球でも宗教や衛生的な問題から、他の国ではポピュラーな料理を禁忌とする国も多い。二人の反応は、悠にここが異世界であるという実感を湧わき上がらせるのであった。

「うーん、どうしようかな。じゃあ俺はこっちを食うから、二人はつみれ汁だけで済ませてもらうか？」

　しかし、悠にカルパッチョを食べないという選せん択たく肢しはない。

「危ないよ！　こんな山の中でお腹なかを壊したら、大変だよ!?」

　普ふ段だん控ひかえめなクララの、飛びつきかねない程の説得に、思わず苦笑いが浮かぶ。自分の身を案じてくれるのは嬉うれしかったが、刺し身に対する扱あつかいが酷ひどかったのがなんだかおかしかったのだ。

　しかし知らないのならばそういうモノかと悠は思う。能力があるから安全だとわかるけど、俺もサバイバル中に刺し身が出てきたら流石さすがに怯ひるむし、と怒いかりは湧いてこなかった。

「絶対大だい丈じよう夫ぶ。俺の力についてはある程度話したろ？　健康の心配はないし、むしろ生魚を食べられれば栄養的に心強いしな……っと」

「あっ……！」

　クララの制止を振ふり切り、バブリンのカルパッチョを一切れ口へと運ぶ悠。

　此方こちらへと手を伸のばす二人をよそに、悠は白身を口へと放ほうり込んだ。

　……味よりも先行して駆かけ抜ぬけた匂いに、ふと息が漏もれる。

　柑橘系の爽さわやかな香かおりに、行ぎよう者じやにんにくに似たどっしりとした主張が構えている。そこに魚の生臭みはなく、海の芳ほう香こうが従者に守られるようにして奥深くに鎮ちん座ざしていた。

　一度身に歯を食い込ませると、歯を迎え入れたのはシャッキリとしたシャープな食感。確かな抵てい抗こうを感じさせつつも、一度沈しずみ込んだ歯は軽快に走る。これは、身に細かな孔あなが開いているためだろうか。

　そうして白身を嚙かみ砕いていると、淡たん白ぱくながらも華か美びな旨味が溢あふれてくる。鯛たいによく似た見た目の期待を裏切らない、僅かな甘みさえ感じさせる繊細かつ上品な味。

　どこか豪ごう快かいだったこれまでの食事に比べ、これはまるで手の込んだ芸術品のようだった。全すべての要素が複雑に絡からみ合い、味の次元を高めている──

　自分で作った料理ながら、悠は高級なレストランで食べる食事と遜そん色しよくないと感じていた。実際悠の捌さばき方は見事で、カティアから借りたナイフの鋭するどさもあり、細さい胞ぼうを押しつぶさずに身を立てた刺し身の断面は見事であった。

「うまい」

　料理が高次元だからこそ、出力される感想は簡素なものだった。

　しかし短いからこそ──ソレがどのようなものであるかを、雄ゆう弁べんに語る。

「お、美お味いしい……の？」

「う……むぅ」

　ガリカの実の力強さに負けないバブリンの旨味、くまなく入った孔による魅み惑わく的な食感、そして臭みを消して匂いを引き立てる柑橘系の香り。

　その完成度は、クララの問い掛かけにこう答えさせる。

「美う味まい。……もしよければ、試ためしてみないか？」

　大事な事なので二回言いました。多くは語らず、ただわかりやすい答えを。そしてそれを試してみろと。

　押し出すように皿を差し出すと、クララとカティアが同時に身じろぎをする。

　ごくり、とつばを飲んだのは、尻しり込ごみしたというのもあったが──それ以上に、信しん頼らいする悠が見せた満面の笑みが、食への興味を搔かき立てていた。

「わ、私はユウを信じるよっ」

「私もだ！」

　もう、二人にはそのカルパッチョが先程まで悠が見る嫌いやな予感のような──渦うず巻まく暗黒の瘴しよう気きを纏まとっているようには見えなかった。

　どころかよく見ると実に美しい。躊躇ためらいながらも二人は顔を見合わせて、カルパッチョを口へと運んだ。

　示し合わせた様に目をつむり、綱つな渡わたりをするように緩かん慢まんな動作で刺し身を咀そ嚼しやくしていく。

「！」

「っ」

　目を見開くのもまた、同時であった。

「んむぅ……っ」

「これは──！」

　その驚きよう愕がくが良いモノであるという事を、悠は確信していた。

「ちょうどよい塩気にほのかな甘み……！　なんて繊細な味わい……！」

「全然生なま臭ぐさくもないよ！　むしろ綺き麗れいで、いい匂いっ」

　たまらずと言った様子で飛び出す称しよう賛さんの声に、悠は満足気に腕うでを組んだ。

「へへへ、改めて言おう。これは魚のカルパッチョって言うんだ。元は魚料理じゃないんだけどな」

　文化の違ちがいを超こえて料理を受け入れてくれた事に、思わず心が温かくなる。それは自分自身をもみとめてくれた様な気がしたからだ。

　事実彼女たちもこれが悠の料理でなくば、彼自身の反応を見ていなければ、手を付けようとはしなかっただろう。自分を認められた気がした、というのは決して間違いではない。

「むう……まさか生の魚がこんなに美味いなんて。お腹が減っていても食べられないくらい生臭いものだと思っていたのだが」

「それどころか、とてもいい香りだよね。どんどん食欲が湧いてくるみたいな……」

「ソースが良いのか？　デボナ……柑橘系のフルーツと魚の相あい性しようがここまで良いとは」

　生魚の味はどうやら大きな衝しよう撃げきを与あたえたらしい。信じられない事が起こったという驚愕を隠かくしもせず、二人は意見をぶつけ合うように味を分ぶん析せきしている。

　白磁の様な肌はだに朱しゆが差している様を見ると、よほど興奮しているようだ。

　二人の喜びを見て、悠は穏おだやかな微笑ほほえみを浮かべる。

　新しい料理の発見は、新しい星の発見よりも人類を幸福にする──という言葉がある。悠はその言葉を尤もつともだと思っていたし、何よりの趣しゆ味みは新しい味覚を発はつ掘くつする事だった。

　……とはいえ、それは現代ではともすれば食い意地が張っているだのと、鼻で笑われがちな嗜し好こうである。笑われる事を苦痛と思った事はなかったが、それでも。

「いや、この味を知らずに老いてしまうというのは恐ろしい事だな。ユウ、礼を言う」

「この美味さがわからないなんて人生を損してる……なんて言うけど、本当だよね。美味しかったよ！」

　それでも、その気持ちを共有できるのは、とても素す晴ばらしい事に思えた。

「……ああ！　そう言ってくれると、こっちも作った甲か斐いがあるよ」

　見知らぬ世界で孤こ独どくを感じた事もあったが、少なくとも今は喜びを共有できる仲間がいる。悠は上う手まくその気持ちを言語化する事はできなかったが、知り合いの居ない世界で確かな仲間の存在を感じられるのは、嬉しかった。

「さあ、まだつみれ汁じるもあるからな！　どんどん食ってくれよ！」

　ついつい気のいい飲み屋のおっちゃんの様になってしまう悠。まだまだそのジョブに就つくには人生の経験値が足りていないが、こうなってしまうのも仕方のない事だろう。

　山の中でのささやかな宴うたげは、魚ぎよ介かいを肴さかなにして進行していくのであった。




　　　　　　　◆




「あー……お腹いっぱい。ツミレ汁も美味しかったなあ」

「本当に。カルパッチョとやらも、ツミレ汁も。山の中でこんな料理を生み出してしまうとは驚おどろくしかないよ」

　カルパッチョに続き、つみれ汁も大好評という結果で、少し豪ごう華かな夕食を終えた悠達。

　二人の吐と息いきはその幸福度を雄弁に語っていた。

「ごちそうさま、ユウ」

「本当にキミは凄すごいな。ご馳ち走そうになりました」

　褒ほめられると、悠としても報むくわれた気分になるというものだ。

　照れくさそうにしながらも、満足気に頷うなずいた。

「でもちょっと気になる事があるんだけど、いいかな？」

「おう。なんでも聞いてくれ」

　後はやる事もなく、寝ねるだけ。一日の最後に与えられる、穏やかな時間にクララは控ひかえめに聞いた。

「うん。一つは、さっき言ってた『えいよう』って何なのかなって」

　一つはと前置きをしてから問い掛けられたのは、『栄養』という概がい念ねんの事だった。

　何がよい、何がよくない。それはこの世界でも経験として知られている事だったが、科学的な観点からの栄養の概念はまだ発達していないらしい。

「ああ、栄養ってのは……そうだなあ。いろいろな種類のマナみたいな感じというか」

　指を立ててから、悠はこの世界では遠く先の未来に見つかるであろう概念を語り始める。

「マナは確か魔ま力りよくの回復を早める力があるんだったな。栄養ってのも同じで、例えば疲つかれが取れやすくなったり、血の素もとになったり……沢たく山さんの種類と同じくらい多い効能がある」

　熱心に聞き入る二人に、悠は気分が乗ってくる。

「こんな話があります」

「!?」

「!?」

　気分が乗ってきた悠は、神しん妙みような顔つきで地球で起きたとある事件について語り始める。

　唐とう突とつな語り口と何とも言えない雰ふん囲い気きの変化に、クララ達は驚愕の表情を浮うかべた。

「延々と雪と氷の大地が続く過か酷こくな環かん境きようで、探検隊が遭そう難なんしました。彼らは唯ゆい一いつ、氷の下の海に棲まう魚を食料にしてなんとか日々を食いつないでいたそうです」

　どこか芝しば居いがかった語り口調に、二人の興味は釘くぎ付づけだ。

　それが更さらに悠の気分を高ぶらせ、その姿をより語り手へと近づけていく。

「しかし彼らはたった一人──現地のガイドを除いて絶ぜつ滅めつしてしまいました。とある病やまいにかかってしまったのです。皮ひ膚ふや粘ねん膜まくから血が滴したたり、歯は落ち、地じ獄ごくの様相でした」

「ひいぃ……」

「っ……！」

　純じゆん粋すいな二人はまるでその様を見てきたかのように語る悠の話に怯おびえている。

「病の名前は壊かい血けつ病びようといいます。ビタミンＣという栄養素が欠けつ乏ぼうする事で起こる恐おそろしい病でした」

「壊血病……」

「お、教えてくれ！　何な故ぜガイドだけが生き残る事が出来たのだ!?」

　恐ろしい夢を見たようなクララに対し、カティアの反応は鬼き気き迫せまるものがある。

　何故ならば、彼女には悠の語る病の症しよう状じように聞き覚えがあったからだ。

　壊血病は地球で猛もう威いを奮った病気である。有名なのは大航海時代だろうか。長旅をする者達の食料は必然と保存の利きく食材となり──それらには、ビタミンＣが乏とぼしかったのだ。

「ヒントはもう出ているぜ。探検隊は何を食べていた？」

「魚、だな」

「うんうん。ならガイドは？」

「魚、ではないのか」

「正解。じゃあそこに何の違いがあったかまで考えられるかな」

「……？　ううむ……」

　普ふ段だん通りの悠に戻もどった事に安あん堵どしつつも、今度はその謎なぞ々なぞのような問題に顎あごをつまむ事になるカティア。

　魚の種類が考えに上ったが、直すぐにそれを否定する。

　ならば──

「もう一つヒントをやろうか。ガイドはなにもしなかった。少なくとも彼基準では、特別な事は何も。けど、彼基準で言うならば、探検隊の方が何かをしていたんだ。それも、魚を食べる前に必ず」

　食べるものに何らかの細工が加えられていた。

　悠はヒントという形でソレを否定した。

　何もしなかった。カティアの頭のなかで、その言葉が反はん芻すうされる。むしろ、探検隊のほうが魚に手を加えていた。そこまで言葉を読み返すと、カティアは驚愕した。

　その様子に悠は微笑み、カティアは悠の瞳ひとみを見つめる。

「まさか──ガイドは、魚を生で食べていたのか？」

「正解！　よくわかったなあ。そう、さっきカルパッチョを食べた時にも言ったろ？　生魚を食べられれば栄養的にも心強い……って」

　カティアが正解を導き出した事で、悠は手を叩たたいて朗ほがらかな笑みを浮かべる。

　反面、正答出来たカティアは訝いぶかしげな顔をしている。何故魚を生で食べる事が壊血病の予防につながるかがわからなかったからだ。納なつ得とくのいかない気持ちを読み取った悠は、焦じらす事もせず解を伝える。

「壊血病ってのはビタミンＣという栄養の不足で起こるってのは言ったよな。だから予防にはこのビタミンＣを摂とれば良いんだ。このビタミンＣってのは、結構色々な食材で摂る事が出来る。それこそ、魚にも含ふくまれてるんだ」

「え？　でも探検隊の人達も魚は食べてたんでしょ？」

　今度疑問の声を挟はさんだのはクララだった。悠は一度頷いてから続ける。

「その通り。でもな、ビタミンＣって、直ぐに壊こわれちまうんだよ。塩しお漬づけにしたり、空気に触ふれ続けたりしても壊れちゃうくらいに脆もろいんだ」

「……む？　あ！」

　つらつらと語る悠の説明がそこまで進んだ所で、カティアは気付く。

「そう。加熱なんかしたら、結構な勢いでビタミンＣが失われるんだ。その時探検隊を出してた国でも、生魚って食うもんじゃなくてさ、現地でも生魚を食べる習慣があったガイドだけが生き残ったわけだな。壊血病ってのは、長い間塩漬け肉みたいなモンばっかり食ってるとなりやすいから、そういうモノばっかりの食生活を続けた時は気をつけたほうが良いぜ。その点さっきのカルパッチョは生魚に柑かん橘きつ系──ザボナでビタミンＣは満点！　ってわけだな。こっちの食材にも同じ栄養が含まれてるかは確実じゃあないけど」

「た、確かにその病は船乗りや探検者などに多いと聞く！　しかし、そんな事が……！」

　まるで天てん啓けいを得たかのように興奮するカティアに、悠はまた目を細めた。

　自分の拙つたない知識に感心してくれるのは、素す直なおに嬉うれしかったのだ。

　生来の面めん倒どう見みの良さから、クララと同じように悠もまた人に頼たよられる事は悪い気がしないらしい。

「だが、焼く事でびたみん、しー？　が失われてしまうのならば、普段の食生活でも不足してしまうのではないのか？」

「んー……なんて言ったら良いか。加熱してもビタミンＣが失われづらい食材もあるんだよな。芋いもとかがそうなんだけど。こいつらはでんぷんって栄養素を持ってて、ビタミンＣが壊れるのを防いでくれる。他にも今言ったようにそもそも生で食べる野菜にも多く含まれてるし、揚あげ物だと加熱してもビタミンＣが壊れないんだよな。逆に、茹ゆでるとあっという間に失われちまうから注意だ」

　ビタミンＣは酸素と結びつき、酸化する事で別の物質に変化してしまう。悠は説明が難しい理り屈くつを避さけながらも、かいつまんで理解しやすいようにビタミンＣの性質を纏まとめた。

　この世界ではまだ発見されていない概念ながらも、クララとカティアが感心している様子を見れば、上手く伝わったようだ。

「ま、だから生魚が食えれば心強いんだよ。栄養素ってホントに沢山あるから、そればっかでもダメだけどな。食事はバランスよく、って事だ」

　小さな手を叩く拍はく手しゆの音に、悠は控えめに胸を張った。

　高校生にしてはよく出来た説明だ。彼にはそれをする権利があるだろう。

　だが、彼にはもう一つ答える事が残っている。

「じゃあ、二つ目、いい？」

「どうぞなんなりと」

　それはクララのもう一つの質問である。

　一つは、と前置きをされていたので、悠は自然に続きを要求した。

「うん。普ふ通つうは生魚を食べるとお腹なかを壊すよね？　なんで今回は大だい丈じよう夫ぶなのかなって」

「ああ、それか。一つは単純に鮮せん度どの問題だな。魚は腐くさりやすいからな。海が近けりゃ問題ないけど、離はなれた場所なら運んでる内に腐っちまう。焼けばある程度は平気になる。今回はとれたてピチピチだからな。鮮度は問題なかった」

　なんでもない事のように悠が話した内容に頷くクララたちだが、その答えには然さ程ほど驚く事もなかったようだ。

　だからこそ、悠は気にする事もなく続ける。

「二つ目は……寄生虫の問題だな。結構魚って虫が付いてるからな。調理すれば大たい抵てい死ぬんだけど、生きたまま食っちゃうと腹の中で暴れて大変な事になったりするんだ。俺の能力で虫がいるかいないかが見極められるみたいだったからさ、居なかったやつを刺さし身にできたんだよ。……でも当たっちまうと大変だから、本来サバイバル中に生魚ってのはできればナシだ。食えるんなら心強いってのは、そういう意味」

「なるほどー！　確かにひどい時とか、うじゃうじゃ居るもんね。生焼けだったりすると当たっちゃうのは、そういう事なんだ」

　段々と暗くなっていく空の下、朗らかに語り合う悠達。

　素直に話を聞いてくれる事に信しん頼らいを感じる悠だが──

「そうそう。虫を解決できたから生魚は食えた──って、どうしたカティア……？」

　話の途と中ちゆうで、カティアが真っ青になっている事に気付く。

　目はどこか虚うつろで、よく見れば肩かたを……いや、身体からだ中を震ふるわせている。

　明らかに具合はよくなさそうだ。

「お、おい、本当にどうした！　真っ青だぞ!?」

　まさかそれこそ虫にでも当たったのか、と。

　調理をしたものとしてはあってはいけない事に、焦しよう燥そうする悠。

「ム、ムシ……？　ウジャウジャ……？　ジャア、アノトキノフクツウハ……？」

　その口から絞しぼり出されるようにして唱えられているのは──彼女の、恐きよう怖ふだった。

　幼い少女の様な外見ながらも、凜りんとした雰囲気を崩くずさないカティアが明確に狼ろう狽ばいしているのを見て、悠は固まる。

「い……嫌いやだぁ！　む……虫がいっぱいなんてぇ！　私は虫だけはダメなんだ──っ」

　呟つぶやきが叫さけびに変わると、予想できなかった事態に悠とクララは肩を震わせた。

　真っ青な顔で錯さく乱らんするカティアは外見相応な取り乱し方をしていたが、それは昨日からの彼女から予想できない姿だったのだ。

「お、落ち着けって、な？　ホラ！　さっきのカルパッチョだって虫が居ないってわかったからこそ作れたんだしさ！　薄うす切ぎりにする事で虫を見つけて弾はじくってのも調理法の一つなんだよ！」

　悠の説得に、カティアは一いつ瞬しゆんだけ動きを静止させた。少なくともさっきの食事には虫が『絶対に居なかった』という事実はカティアに少しだけ心の平へい穏おんを与あたえた。

「う、おう……そう、なのか？」

「そうそう。魚ってのは多かれ少なかれそういうモンを抱えてるんだけどさ、もってない奴やつも居るんだよ。それに腹痛だって必ず虫が起こしてたってわけでもない。そういう……あー、目に見えないくらい小さな、悪い精せい霊れいみたいなのが悪さをする事もあるんだよ」

　悠が悪い精霊と言い換かえたのは、ウイルスの事だった。間ま違ちがいなく詭き弁べんではあるが『生命体』という表現を敢あえて遠ざけた事でカティアはまた少しずつ平静を取り戻していく。

「うう……本当なのか……？」

「詳くわしくはちょいと違うけど、本当だ。さっきも言ったけど、カルパッチョには絶対に、虫は居なかった。それは誓ちかう」

「そうか……な、情けない所を見せたな……」

　悠が連続で畳たたみ掛かけると、カティアは段々声のトーンを落としていき、やがて表面上は普段の様子を取り戻す。

　どちらともなく、悠とクララが顔を向かい合わせて安堵の息を吐ついたのは、同じ事を思っていたからだろう。

「（……言えねえな。カルパッチョ『には』って事は。……見える限りは取ったけど、さ）」

　だが──その胸に墓場まで持っていかなければならない秘密を抱えている者は、誰だれも見ていない所で一人孤こ独どくに苦く笑しようする。

　……これは伝えるわけにはいかなかったが、人間気づかぬ内に様々な方法で『彼ら』を内に取り込んでいたりするものなのだ。その大半は害がないために気がつく事なく終わるが、その中にはごく偶たまに不運に当たる者も居る。

　そして衛生の管理が地球ほど発展していないこの世界では、その機会は増えるだろう。

　その秘密が少女に打ち明けられる日が来るかは──神のみぞ知ると言った所だろうか。

「けど、美お味いしかったね。また食べたいなあ」

「う、む。私にとっては少し衝しよう撃げき的だったがな。ユウの国では、生魚はポピュラーな存在なのか？」

「そうだな。俺のところじゃもっと単純で、醬しよう油ゆって調味料を付けながら食べるんだ。ちょっとだけ魚醬しおから……ガルムに似てるかな。これがまた美う味まいんだ」

「へえ……それは、いつか食べてみたいな」

「長い手間がかかるけど、良い豆が見つかったら作るのに挑ちよう戦せんしてみたいな。……さて、今日はそろそろ終わりにするか」

「うん。その時は、是ぜ非ひご馳ち走そうになりたいなー」

　罪の十じゆう字じ架かを一つ背負いながらも、少年の夜は更ふけていく。

　故郷の味に思いを馳はせて、彼は寝ね床どこにつくのであった。



















　　　第八話　豊かな生活のために







　静けさの木々の中。

　悠ゆうはベースキャンプから僅わずかに離れた場所で意識を集中していた。

　まだ日は高く、昼を回ったかどうかといった所だろうか。悠がこうして一人集中を高めているのは、身につけた能力を使いこなす訓練を行うためだ。

　本日は調子が良く、食料の調達がスムーズに完かん了りようしたので、この山で生き抜ぬく力を上手く扱あつかうために自分の持つ力を確かく認にんしているのである。

　大きく息を吸い込み、吐き出す。身をかがめた悠は、思い切り垂直に飛び上がる。

　重力に逆らって跳はね上がる視線は、何も身に着けていない、何にも乗っていない状態では有り得ない程の速度で空へ跳ね上がっていく。その上じよう昇しようは木の頂上までは届かなかったが、木の背せ丈たけの半ば以上へと届くとようやく下降を始めた。

「っとと、我ながら人間離ばなれしたもんだなあ……」

　僅かにバランスを崩しながら着地すると、悠は恐おそる恐るといった様子で苦笑する。

　今の垂直跳びの記録は十メートルに届いたか否か、といった所だろうか。もはやアスリートの全力はおろか、地球上の生物を全すべて含めても悠には敵かなうまい。

「次は、と」

　それは、戦せん闘とう力に関しても同じだ。強きよう靭じんな身体能力に加え──彼には、食した獲え物ものから奪うばった特とく殊しゆな力がある。

　意識を傾かたむけ、身体からだに命じる事で、悠の身体からだは紅あかい光に包まれる。便べん宜ぎ上じよう『硬こう質しつ化』と名付けられた能力は読んで字のごとく、悠の身体からだを衝撃から守る鎧よろいとなっている。

　この状態ならば石を全力で叩たたいても、傷つくのは石だけだ。悠の拳こぶしは無傷で守られる。

「誘ゆう引いんの力は……やめとこう。余計なもんを引き寄せても困る」

　それに加えて、彼は自らを魅み力りよく的な食物に見せかける事で生物を誘引する力がある。

　強靭な身体能力、強固な外がい殻かく、そして擬ぎ態たいにも似た獲物の誘引能力。更さらにその身体能力は上質な食事を摂とるほどに強くなるという能力まで持っている。

　それなんて究極生物だ……と。彼には自じ嘲ちよう的に笑うまでの知能さえもあるのだ。

　もしも悠がこのまま地球に帰き還かんしたならば、間違いなく地上最強の生物と言えるだろう。

　そんな彼にも、今は悩なやみがあった。

　遭そう難なん中という身分もそうだが、もっと大きな悩みだ。それは、数日前に身につけたある力が関係している。

　躊躇ためらいがちに何かを考えてから、自らの眠ねむる力に語りかける──

　すると、悠の身体からだを作る仕組みへ新たに取り込まれた『魔ま力りよく』が湧わき上がってくる。

　身体からだの内から外へ。力強い息い吹ぶきが噴ふき上がる──！

　ただしそれは──泡あわという形で。

「……いや、どうせいっちゅうねん」

　強靭な身体能力を持ち、強固な外殻を発生させ、獲物を引き寄せる力さえ持ち──あまつさえ、毒を見分け、食べるほど強くなる力まで持つ。更に更に、知能まであり……

　泡が出る。

　自分が何処へ向かっているのかわからない。マッドサイエンティストがお遊びで作った怪かい物ぶつの様な、ギャグ漫まん画がの登場人物のような。圧あつ倒とう的な行き先の不安というか、進路の悩みが、今の悠を苦しめる悩みの原因だった。

「ユウ？　少し良いか──って、なんだ貴様はっ！」

　身体からだ中が泡に包まれた悠は、もはやなんだかよくわからない生き物になっている。見ようによっては人型の白いふわふわであり、イエティにでも見えるかもしれない。

　そんな奇きっ怪かいな生物に対して声を荒あららげたカティアに、悠はゆっくりと振ふり返る。

「わしじゃよ」

「あ、泡の力を試ためしていたのか。すまないな、あまりにも珍ちん妙みような光景ゆえ、つい……」

　抜き放ちかけた剣けんを収め、カティアは謝罪する。

　泡を消そうと意識すると、泡は弾はじけるよりも早く、一瞬で悠の身体からだから消えていく。

　水中ならばバブリンと同じように使えるのかもしれないが、魚のように早く泳ぐ事ができなくては、逃にげる事には使えないだろう。

　どう扱えばよいかわからない力に自じ虐ぎやく的な笑えみを浮うかべるその姿は、煤すすけていた。

「ん、別にいいって。俺も珍ちん奇きな光景だと思うし……で、どうした？」

「ああそうだった、クララが予定より二三日早く治ち療りようが終わるかもしれないという事なのでな、これからの事を改めて話そうと思ったんだ」

　期せずして追い打ちをかけてしまう形になったカティアは、悠の言葉を救いとして飛びついた。

「お、良い知らせだな。じゃあキャンプに戻もどるか」

「そうだな。……っと、すまない」

　だがひとまずの会話が終わると、カティアが脚あしをふらつかせる。

　悠が抱だきとめると、カティアは簡素な礼を言って歩き出した。

「……具合、悪そうだな」

　カティアがキャンプに合流してから、四日ほどがたった今。最初の一日をピークに、カティアは段々疲ひ労ろうが蓄ちく積せきしていっている様子だった。

　本人はそれを表に出すまいとしているようだが、よろめくほどではそれも意味がない。

　呟きは木々のざわめきに浚さらわれ、カティアへ届く事はなかった。悠も直すぐにその背を追って歩き出すが、その瞳ひとみは険しいままだった。




　　　　　　　◆




「じゃあ、予定を早めるって感じで平気そうなんだな」

「うん。本当にいいご飯が食べられてるから、魔力がいっぱいで予想よりずっと治りが早いんだ。これもユウのおかげだよ……」

　キャンプに戻った悠は、クララ達とこれからの予定を話していた。

　といっても、話していた事自体は今までに打ち合わせた内容の焼き直しだ。

「本当に……私なんかのために、しかも怪け我がまでしてて何にもできないのに、色々してくれて……感謝しきる事もできないよ」

「だから、クララが居るから頑がん張ばれるって言ったろ。俺一人だったら多分ディアルクからも逃げようとしてて、カティアとも会えてなかったよ」

　最近では影かげを潜ひそめていた控ひかえめな思考を咎とがめると、クララは肩かたを狭せばめるようにして小さくなる。

　その姿に悠は少しだけ笑う。改めて考えると、クララが居なかった時に自分はどうしていたか。恐らくこんなふうに笑ったりはできなかっただろう。ディアルクに立ち向かう事はなかったろうし、だとすればカティアと出会う事もなかったろう。もしかすると、食事を楽しむ余よ裕ゆうさえなくしていたかもしれない。

　想像は飽あくまで可能性に過ぎない話。しかしクララの存在には、確かに救われているのだと思うと、自分の『幸運』に感謝せざるを得なかった。

「なあ、だとするとカティアも危なかったかもしれないよな」

　もしそうなっていたら、あるいはカティアも──と。本当に何気なく、悠は隣となりに座るカティアへと声をかける。

「……っ！　す、すまない……少し、寝ねていたようだ。今、私を呼んだか？」

　するとカティアは、びくりと身を震ふるわせてから、悪夢から飛び起きるように返答した。

　その目には明らかな疲つかれを宿しており、顔色も優すぐれない。

「いや、ちょっと話しかけただけ。でも……どうした？　具合悪いんなら、寝てた方がいいぞ。食料にもまだ余裕があるんだしさ」

「具合が、悪いというほどでは……」

「悪い、よね？　顔色、良くないよ」

「さっきだって倒たおれそうになってただろ？」

「うぐ……」

　問い詰つめるような悠の視線から逃のがれながらも否定するカティア。そんな彼女に追い打ちをかけたのは、悠だけではなかった。

　それほどまでに、一見してわかるほどカティアの体調は悪かったのだ。

「もし何かあるなら、早めに言ってくれ。山で体調を崩くずすのは、本当に洒落しやれにならない。敢あえて厳しい言葉で言わせてもらうけど、今黙だまってて後で何かが起きたら、お前が今考えてる以上の『迷めい惑わく』になるぞ」

　クララを説得するのとは逆に、悠は強い言葉で律するようにカティアを諭さとす。それでも敢えてと取り付けたのは、悠自身もあまり言いたくない言葉だったからだ。

　だがそれはカティアに対しては一番有効な手段である。責任感が強く、聡さとい彼女にはその言葉が本当だという事もわかるし──何より、その言葉が悠自身にとって好ましくない発言だという事がわかってしまうのだから。

「そうか、そうだな……済まなかった。いや、私も何も考えなしに話さなかったわけではないんだが……言った所で仕方がないというのもあり、話すのが遅おくれてしまった」

　こうなった以上、カティアにはもう口を噤つぐんでいる事ができない。

　悠とクララが見守る中、カティアは意を決した表情で口を開く。

「実は、単純に──寝不足なんだ。しばらくロクに寝る事ができていない。結局まともに寝る事が出来たのは、ユウ達と出会ったあの日くらい。後は……限界が来て少しだけ寝入っては直ぐに目覚める、その繰くり返しだ」

　カティアの体調を悪くさせているその理由。

　それは、寝不足だった。

　シンプルな理由だが、睡すい眠みんは人体にとって欠かす事の出来ない欲求であり、行動だ。

　たった一日寝ていないだけでもコンディションは著いちじるしく悪くなるし、精神も疲ひ弊へいする。

「寝不足か……そりゃ、仕方がないな。慣れない環かん境きようじゃ、寝られない人は本当に寝られないって言うからなあ」

　寝不足を解決するには単純に眠ればいい。なのだが、悠の言う通り慣れない環境で眠る事が苦手な者は少なくない。極きよく端たんな話、枕まくらが違っただけで寝付けなくなる人も居るくらいだ。寝しん具ぐに慣れているから外では眠れない……ある程度文明が発達している場所ならば、そんな人間のほうが多いくらいだろう。

「……そうなんだ。解決する方法も考えつかず、言って士気を下げるくらいなら、と報告すべき事を黙もくする事にしてしまっていた。すまなかった」

「いや、そういう理由なら仕方がないよ。こっちこそキツい言い方をして悪かった」

「……それで辛つらかったのはどちらかな。ともあれ、申し訳ないがこのままではユウに負担をかけてしまうかもしれない」

　幼気で小さな頭を重苦しく下げると、カティアはまた少し不安定に身体からだを揺ゆらす。

　どうやら、寝不足は深刻なようだ。

「そうか……うーん、力になれる事なら、なるんだけどなあ。寝づらいのはどうにもなれないかもしれん」

「音や気候など、環境的には平気だし、寝具がないのも気にはならないのだがな……」

「へ？」

　解決してやりたいが環境はどうにもならないし──何か出来る事はないかと思案する悠が、独り言の様に行き先のない言葉を呟つぶやくと、カティアもまた同じように唸うなる。

　だが、カティアのつぶやきに悠は調子の外れた声で聞き返した。

「音も気候も平気って、んじゃ何が苦手なんだ？」

　悠が思い浮かべていたのが、まさにその二つだったからだ。雨風や動植物の音、それに暑さや寒さ。悠は山に満ちたそれらが相手だからこそ、どうにもならないと思っていた。

「む。いや、そのあたりも問題はないのだが……むう、言わねばならないか？」

　物事の根幹へと彫ほり進む様にして聞き込みをする悠に、カティアの歯切れは悪い。

　その様子に悠は聞いてはならない事、デリケートな話を聞いてしまったかと青ざめるが──

「もしかして……虫が原因……？」

「や、うむう……」

　真相は、思わぬ人物が解き明かす事となった。

　恐おそる恐る手をあげるクララに、カティアは味わい深い表情を浮かべる。

　否定したいが否定できない。行き場のない表情がもごもごと変化していく。

「恥はずかしいがその、そうなんだ……私は本当に、虫だけはダメで……芋いも虫むしから羽虫、甲こう虫ちゆうに至るまで、全すべてがおぞましく、恐ろしい」

　観念した様子で、カティアは語り始める。

「極度の疲労と命が助かった安心感で、ユウ達に出会った日は平気だったんだが、余裕が出来てしまうともうダメになってしまってな。居るかもしれないというだけで気になってしまうし、虫が足や手を上ってきた時など、声を抑おさえるので精せい一いつ杯ぱいだった……」

　一度語り始めると、堰せきを切ったように飛び出すカティアの独白。

　寄生虫の一件で虫が苦手だという事は知っていた二人だが、それほどまでとはと驚おどろく。

　気を回せば二人も気づいたのだろうが、カティア自身がそれを恥じて黙っていたため、気が付かなかったのが原因だろう。

「それなら早く言ってくれりゃ良かったのに」

　だが、正解は、さっさと打ち明けてしまう事だった。

「へっ？」

　こんど素すっ頓とん狂きような声を出したのはカティアの方だ。

「いや、ある程度ならなんとかなるぞ、虫」

　悠が言う事が、到とう底てい信じられるものではなかったからだ。全ぜん幅ぷくの信しん頼らいをおく、命の友人が言った事でさえ。

「ば、馬ば鹿かな……不可能だ。山にどれだけの虫がいると思っている!?」

「いやいや、完かん璧ぺきではないけど出来るって。んー……そうだな、飯の調達も終わったし、ちょっとやってみようか。じゃあ、カティアも手伝ってな」

　苦笑いを浮かべながら、悠は腰こしを上げた。

「ちょっとやる」と言った通りに動き出す悠に、カティアは焦あせりながらも追従する。

「そんなわけで、ちょっと辺りで色々集めてくるわ。暇ひまだと思うけど留守番よろしくな」

「あ、うん。わかった。何かあったら声を出すね」

　僅わずかに困こん惑わくを見せながらも手を振ふり見送るカティアに手を振り返して悠は歩きだす。

　カティアは未いまだに何が何だかわかっていない様子で悠の背中を追った。

「んー……これなら大だい丈じよう夫ぶだな」

　キャンプから少し離はなれた所で、悠は歩みを止める。

「えっと、今から何をするんだ？」

　辺りには何もない。悠の目的が未だわからないカティアは、思わず質問をした。

　すると悠は少しだけ考える素そ振ぶりを見せて、いたずらっぽく笑う。

「家造り」

　家とは。そう聞き返そうとするカティアだったが、あまりにも漠ばく然ぜんとした答えに対して、同じように漠然とした質問しか出来ないカティアは考えるのをやめた。

「じゃあ、ありったけこういう葉っぱを集めて、キャンプに運んでいってくれ」

「わ、わかった」

　悠は一番簡単な仕事をカティアに命じると、鼻息を噴ふき出した。

「よし！　始めるか！」

　こうして、作業が始まった。

　いそいそと葉を集めるカティアを横目に、悠は細くしなやかな若木を集めていった。

　厳密な規格はなく、長さは後で揃そろえればいい。しかし材質にだけは注意をする。

　それが済んだら、今度はツタ集めだ。数本で終わらせた若木と違ちがい、此方こちらはめいっぱい集めていく。

　カティアから借りた刃は物ものの具合も良く、資材はあっという間に集まった。

「ただいまっと」

「おかえり。早かったねー」

「カティアも居てくれたからな。あー、悪いんだけど、カティアは木材を集めてもらっていいかな。なるべくキレイなやつで、太さはこれくらい」

「ああ、わかった」

　この頃ころになると、もはやカティアも聞き返す事はしなかった。悠を信頼している事を思い出し、あれこれ考えるよりも悠に従ったほうが良い結果になると気づいたからだ。

「なんか、すごいね。私も手伝える事があればいいんだけど」

「今回はあるぞ～。こういう作業は多分女の子の方が得意だから、頼たよりにしてるぜ」

「……！　任せてよっ！」

　てきぱきと働く悠達をみて寂さびしそうにするクララだったが、悠にそう言われると儚はかなげに沈しずませていた顔を別人のように明るく変える。

「こんな風に、葉っぱを真ん中から裂さいていってくれ」

「わ、ほんとだ。簡単に裂けるんだね」

「この形の葉っぱは便利だからな。覚えとくといいぞ。まあ、もうこんな機会ないかもしれないけど」

　悠がカティアに集めさせたのは、ヤシの葉の様な形のものだった。

　真ん中の茎くきから互たがい違いに長い葉が生えているのだ。茎は繊せん維いから簡単に裂け、葉をちょうど半分ほどに分ける。

「取ってきたが……足りるか？」

「多分足りるかな。サンキュー」

　そうこうしているうちに、帰ってきたカティアが木材を下ろす。

　黙もく々もくと葉を裂く悠達に怪け訝げんな目を向けるも、行動の意味を問う事はしない。

「じゃあカティアもこっちかな。葉を裂くだけでいい」

「わかった」

　命じられるまま素す直なおに行動へ移す。

　三人で葉を裂いていると、加工済みのものが沢たく山さん出来上がった。

「じゃあ──一いつ旦たんこれは置いといて、と」

「まだ葉っぱは残ってるけど、いいの？」

「それは後で別の使い方をするからな。カティアは木材をこのくらいの長さに切りそろえといてくれ」

「任された！」

　腰を上げ、材料の調達を終えた悠はとうとう家造りを始めた。

　地面を均ならしてから円を描えがくように若木を等とう間かん隔かくに差し込んでいき、円の内側へと曲げていく。そうして曲げた若木を中央で結んでいくと、円えん錐すい状の骨組みが出来上がった。

　もう既すでに、家……というと無理があるが、小屋と言われればその骨組みに見えるだろう。

「これ貰もらってくなー」

　そこで、先さき程ほど全員で裂いた葉の出番がやって来る。

　悠は葉を数本まとめて、骨組みの根本へとしゃがみ込む。葉の付いた方を下に向けて、蔓つるで骨組みへと結んでいく。

　数回それを繰り返すと、骨組みは輪りん郭かくを浮うき上がらせてくる。

「わ、すごい。こんな風になるんだ」

「なるほど。原理は簡単だが見事なものだ……」

「だろ？」

「よし、私も手伝おう。隙すき間まがなくなるよう注意すればいいんだな」

　木材を切りそろえたカティアを加え、小屋はあっという間に輪郭に肉付けされていく。

　そうしてしばらくすると──一面を葉に覆おおわれた、見事な小屋が完成する。見てくれは悪いが、隙間がなくそれなりの空間を備えたそれは、立派な機能性を持っていた。

　既に住居としては完成していると言ってもいいのだが、そもそもの目的──カティアの希望を反映するにはもう一つ二つの作業が残っている。

「次は──と」

　悠はカティアの取ってきた材木を使って、簡易的なベッドを二つ、作り上げた。カティアとクララの二人分だ。これは寝しん具ぐとしての働きだけでなく、地面から身を離す事で、虫が直接上ってくるのを防ぐ役割がある。

「あとは、この中で焚たき火びをして、束ねた葉っぱで取り外しのできる戸を作れば完成だ。おつかれさん！　日にち没ぼつまでに間に合ったな」

「おお……！　いや、凄すさまじいな……！　本当に『家』を作ってしまった……！」

　完成してもなおそれは家と呼ぶには心もとない『小屋』だったが、カティアの目には輝かがやかんばかりの家に映っていた。

　だが、確かにそうだろう。重ねた事で隙間をなくした壁かべ兼けん屋根は雨風を完全に防ぎきり、当然虫の侵しん入にゆうも阻はばむ。中にはベッドがあり、地面に身体からだを触ふれずに眠ねむる事が出来る。

　中の体積は大きくないが、身体からだを横たえるだけなら気にはならない。数日の滞たい在ざいには十分すぎるほどで、なんだったら『住める』ほどだ。

「しかし、中で火を焚たくのは何な故ぜだ？　かえって虫を寄せ付けてしまうのでは」

「まあ夜はな。でも夜になりゃ火は消すだろ。それに、虫って結構煙けむりを嫌きらうんだぜ。だから、入り口を開けてれば勝手に出てくくらいさ」

「なんと……！」

　更さらに、虫除よけの効果がある煙で虫を減らす。

　これだけの要素が揃えば、眠る事が出来ない人はぐっと減るだろう。

「凄すごいなあ……ユウってなんでも知ってるんだね」

　クララからみても、その手て際ぎわは見事の一言であった。

　美お味いしい食べ物に、様々な分野の知識。彼女たちにとって、ユウは賢けん人じんだ。

「いや、知らない事ばっかさ。ただ、ちょっとクララ達と目の付け所が違うだけだよ。多分、こういう家ってクララ達のご先祖様も作ってたと思うんだよな。けど、必要がないから知ってる人が少なくなった……俺は、そういう一見使えなさそうな知識を結構知ってるだけだ。まあ、昔の人達が作ってたやり方よりは効率的だったり、出来が良かったりするとは思うけど」

　しかし悠はそれを否定する。

　それらは殆ほとんどが、現代の日本では必要とされない技術だったから。

　悠のそれは趣しゆ味みであり、殆どが受け売りである。

「それでもユウは凄いよ。私はこんな家の作り方など知らないし、虫の除け方などしらないし──何より、キミに救われている」

　だが──それでも、ユウの知識は確かに自分自身の、そしてクララやカティアの助けとなっている。現代の日本では雑学に過ぎなかった知識は、今確かに悠達の生命線として存在しているのだ。

「だから、ありがとうユウ！　キミは、私の恩人だ。私は、深くキミを敬愛している」

　カティアは顔を綻ほころばせて、外見相応の少女のように笑う。

　常に肩かた肘ひじを張っていた彼女が心の底から笑うのを、悠は初めて見た気がした。

「ああ──そうだな」
















　所しよ詮せん、悠の知識は趣味だ。探検家などが扱あつかう程本格的なものではない、聞きかじりの中ちゆう途と半はん端ぱな知識──。

　だからこそそれが必要とされる、役に立つこの状じよう況きようは、嬉うれしかった。

「そろそろ暗くなるし、メシにしようか！　簡単なモノだけどすぐ作るから、待っててくれよな！」

　いくら異世界とはいえ、山の中だ。人によっては何もないところだと思うかもしれない。実際、まだ悠は此方の世界の事は何も知らない。どんな文明があるのかも、どんな建築物があるのかも。娯ご楽らくなんてない場所だし、衣食住さえ自分で作らなければ保障されない。

　それでも、地球に居るよりもずっと満たされていた。

　自分の趣味が生き抜ぬくための力となるこの世界で、今日も彼は生きていく。










　　　第九話　不幸のシルエット







　悠ゆうが異世界で生活を始めてから、二週間と少しが経過した。

「そっちに行ったぞ、ユウ！」

「オッケー！」

　未知の味覚に興奮しながらも不安と孤こ独どくを感じていた生活は、今や二人の仲間を加え、賑にぎやかで楽しげなものとなっている。

　キャンプから程々に離はなれた岩場で、悠とカティアは連れん携けいをとりながら今日の食事を調達していた。

「『スパイクタートル』は極きよつ圏けんでも見られる魔ま物ものだ！　強くはないが、素す早ばやく鋭えい利りな棘とげを持つ！　怪け我がをしないよう気をつけろよ！」

「忠告ありがとな。……しかし、素早い亀かめとはなんともなあ」

　今日の獲え物ものは脚あしにスパイクを持ち、背中から棘を生やす亀の『スパイクタートル』だ。

　脚のスパイクで岩場を駆かけ回り、背中の棘で身を守る──岩場を素早く駆け回る亀という、地球では見ないような生態に呆あきれた笑えみを浮かべる悠。

　刺々しい甲こう羅らはともかく、亀と言えば日本ではノロマの象しよう徴ちようなのだが。それと真反、せわしなく脚を動かして凄まじい速度で駆ける亀の姿は、思わず笑いを誘さそう。

「……！」

　だが、笑ってばかりもいられない。固定観念を捨てて集中を持って亀と相対すると、悠を避けて通れないと覚かく悟ごしたスパイクタートルは背中に棘を『生やして』対応する。

　甲羅の目から一つずつ鋭するどい棘が生える様を見て、悠は気を引き締しめた。

　スパイクタートルは日本に住む亀でも珍めずらしくない程度の小型だが、それなりの重さを持った物体がラジコンカー並みの速度を出し、棘を携たずさえて突つっ込こんでくる光景は笑ってはいられない危機感を煽あおる。

　まっすぐに悠へと突き進むスパイクタートル。しかし、今回は少し相あい性しようが悪かった。

　悠の身体からだを紅あかい光が包む。スパイクタートルはそれを気にする事はなかったが──野生が警けい戒かいを怠おこたった瞬しゆん間かん、勝負は決着する。

「捕つかまえたァ！」

　スパイクタートルが激げき突とつすると同時に、悠は亀を両手で包み込むようにして捕まえた。

　普ふ通つうの人間ならば、スパイクタートルは脚を容よう赦しやなく突き刺さし、敵が怯ひるんでいる隙すきに楽々逃にげ去っただろう。

　だが棘が悠の身体からだを貫つらぬく事はなかった。それも、全すべてはこの紅い光──硬こう質しつ化の能力に依よるものである。

「やれやれ、その力は本当に凄まじいな。とはいえ、わかってはいてもヒヤヒヤする」

「へへへ、美う味まいもののためなら多少の無茶はな。つっても、ディアルクの角だって耐たえられるんだ、これくらいは大だい丈じよう夫ぶさ」

　今日の戦果を手に入れた悠に、カティアが駆け寄る。

　悪びれず笑う悠に返すのは、呆れを感じさせながらも微笑ほほえみ。まだ二週間にも満たない付き合いではあるが、そのやり取りは長く続く友人同士のもののようであった。

　困っている人間を見捨ててはおけず、賢かしこい判断を思い浮かべながら心根で行動してしまう悠と、生き真ま面じ目めで騎き士し然ぜんとしたカティアは性根が似ているので相性が良いのだろう。

「しかし……スパイクタートル、というか亀を食うというのは聞いた事がないな……臭においが凄くてとても食えたものではないと聞いたが」

「調理方法が間ま違ちがってりゃ、そうなるな。でもちゃんと調理すれば結構美味いんだぜ。確かに独特の風味はあるけど──うん、今日の晩飯はちょっと力を入れてみるか」

「ほう！　それは楽しみだな」

　ついでにいうと悠は言うに及およばず、カティアの方も結構食いしん坊ぼうだ。

　完成度が高く、異国（カティアにとっては紛まぎれもない異世界）の文化を感じさせる刺し激げき的な料理は、今一番カティアが楽しみにしているものだった。

「よーし、じゃあさっさと帰るぞー！」

「おー！」

　悠のノリに合わせて、腕うでを突き上げるカティア。

　大人の対応のはずのそれは、幼い少女に見えるカティアにとてもよく似合っていた。




　　　　　　　◆




「それじゃ調理を開始したいと思います」

「わー！」

　日が落ち始めた頃ころ、悠はクララとカティアを前に、調理を開始しようとしていた。

　そのノリは何故か料理番組風だ。もちろんクララもカティアも見た事はないが、自然と拍はく手しゆが出る辺り、なんとなくそういった空気というのは何ど処この国も一いつ緒しよなのだろう。

「はい、では此方こちらさばいたスパイクタートルになります。今日はね、これで天ぷらを作りたいと思います」

　既すでにさばいた亀を葉の上に載せ、クララ達に見えるよう示す悠。

「へえー、亀って聞いた時はちょっと躊躇ためらったけど……」

「ああ、切り分けてしまうと変わったところもないただの肉だな」

　切り分けられた亀は、二人が言うとおりまさしく『肉』そのものとなっていた。

　皮を取ってしまえば、大体の生物はこんなものだ。逆に皮がついている様を見れば、一いつ瞬しゆんで生前の姿が思い起こされてしまうわけだが。

　お世辞にも亀の色味は食欲をそそるものではないだろう。そのあたりの配はい慮りよは、野の食材を食べるという自分の趣味を蔑さげすまれる事もあった悠だからこそよく知っている。

「はい。では材料の下ごしらえの方に入っていきましょう。まずは、このグラスタイラップを叩たたいて潰つぶしていきます」

　二人の先入観が薄うすれた所で、悠が取り出したのは付近に自生する『グラスタイラップ』という草だ。

　一見なんの変へん哲てつもない草だがその葉を踏ふむと地中から根が飛び出し、触ふれたものを強固に搦からめ捕とるというトラバサミのような草だ。そうして小さな獲物ならばそのまま絞しめ殺し、大きな獲物ならば他の捕ほ食しよく者に食わせて残りを養分とする事で生息している。

　今回食用にするのはその葉の部分だ。繊せん細さいなセンサーの様になっているこの部分は強きよう靭じんな根とは反対に柔やわらかく、食用に適している。

　それを、悠は叩いて細かくしていく。

　すると──辺りに、心ここ地ちよい香かおりが漂ただよい始めた。

「ああ……爽さわやかな香りだな」

「お腹が減るねえ。胃がもたれ気味のときとか、美味しく食べられそう！」

　その香りは、喩たとえるのならばシソ、大葉の香りである。酸味があるのが一番の違ちがいだろうか。それも梅干しに似ているので、違い和わ感はないが。

　野味がなく、爽やかなハーブの香りに、女性陣じんが沸わき立つ。

「では、ここで叩いたグラスタイラップをスパイクタートルのお肉に挟はさんでいきましょう。そして──小麦粉の出番です。食料がなくて餓が死し寸前だったはずのカティアさんが持っていた、小麦粉の出番です」

「う、ぐう！　仕方がないだろう！　先せん輩ぱいが小麦粉さえあれば料理はなんとかなるとか言うから……！」

　だが料理番組はお笑いとも親和性が高い。ついで程度にカティアの古傷を抉えぐり、悠は調理を進めた。

「小麦粉に水、塩、そしてスパイクタートルの卵を混ぜて溶といていきます。出来上がったらスパイクタートルのお肉に絡めていきましょう。……ちなみに、小麦粉は水で混ぜて茹ゆでるだけでも食べられる。単独任務をする機会があったら、覚えとくといいぞ」

「うう……わかった……」

　ひとつアドバイスを加えつつ、下ごしらえを終える悠。

　ここからが、本番だ。悠の料理を覗のぞき込むカティア、動けないため楽しみに待つクララというのがいつもの風景だが、二人を集めるためにわざわざ料理番組風の寸劇をしたのには、わけがある。

「ではこれを揚あげていきましょう！　少なめの油を熱して──肉を、入れる！」

　それは、悠が衣ころもを纏まとった肉を油に入れた瞬間、起こった。

　興奮が沸き起こるような、泡あわの快音！　液体に浸ひたされたタネが立てる、乾かわいた音が弾はじけると、クララとカティアは思わず息を漏もらす。

「わああ……！　この音、久しぶりだなぁ……！」

「焼き肉のときもそうだったが、なんとも食欲をそそる音だ！」

　揚げ物の醍だい醐ご味みの一つ、それがこの音だ。悠は食欲を搔かき立てるこの音が大好きだった。

　山の中で揚げ物という一種の背徳感、そして弾けるような快音は、食しか娯ご楽らくのないこの環かん境きようにおいては最さい高こう峰ほうのエンターテイメントである。

「食べるのはもちろん、目で見て鼻で嗅かぎ、耳で聞くのも料理の要素の一つだぜ」

　愉ゆ快かいそうに喉のどを鳴らし、悠は火の通り具合を見み極きわめながら天ぷらを揚げていく。

「スパイクタートル天、出来上がり！」

　鳥大葉天、のイメージで名前を付けようとするととんでもなく名前が長くなる事に気が付き、悠はその料理に主役の名のみを冠かんする事に決めたようだ。

　揚がった天ぷらは、卵に由来する色だろうか──美しく輝かがやく金の様な気品さえ纏まとっており、もはや元の姿を想起させるものではない。

「美お味いしそう……っ！」

「なんと上品な……これがスパイクタートルとは誰だれも信じないだろうな」

　つまるところ、美味そうなのだ。ダイレクトに食欲をそそる色味に、期待は高まる。

　すった岩塩をかけると、純白の衣に装そう飾しよくが散らされるようにさえ思えた。

　音と、見た目。ここに場は整った。

「それじゃ、頂きます」

「いただきます！」

　三人で一気に、スパイクタートル天を頰ほお張ばる。

　よく揚がった衣を歯が断たつと、衣がその食感を叫さけぶように快音を立てる。

　音とは、振しん動どうだ。歯にダイレクトに伝わった振動は、まさに快感と言うに相応ふさわしい。

「（いい歯ごたえだな。小麦粉じゃボソボソするかもしれないと思ったけど──）」

　此方の世界の小麦粉は、地球のそれとは違うのかもしれない。そんな知的好こう奇き心しんが浮うかんだのも一瞬、衣の奥に隠かくされた世界に悠は目を見開く。

　鳥のササミの様な繊せん維い質でありながら、ジャッキリとキレる潔いさぎよい食感。ゼラチン質は滋じ味みを感じさせ、ジューシーさをも与あたえている。

　すっぽんが美味い事を考えれば当然だろう。まして、岩場を素す早ばやく駆ける鍛きたえられた筋肉。食感の心地よさはそれ以上──その肉は間違いなく上質と言えた。

　快感食感に、強い旨うま味み。しかし、それでも亀かめの肉には僅わずかな臭くさみがある。調理方法が良かったため気にならないレベルまで抑おさえられているが、スパイクタートルにも確かにそれは存在した──

「わ……！　凄すごい食感！　美味しいっ！」

「臭みも感じられないぞ！　なんと爽やかな旨味！」

　そう、存在した──だ。挟み込まれたグラスタイラップの爽やかな香りは肉に挟まれた上で衣に封ふうじられた。余すところなく閉じ込められた香りが熱によって立ち上ると、亀の臭しゆう気きなど跡あと形かたもなく消え去ってしまう。

　濃のう厚こうでありながら、爽そう快かい。相反するはずの要素は確かにそこに並び立っていた。

　こうなるともう止められない。揚げ物を腹に詰つめ込んだ時の倦けん怠たい感が消えてしまうのだ。まるで無限に食べられるような天ぷらは、あっという間に姿をなくしてしまった。

「美味しかったあ……こんなに美味しい揚げ物、初めてだよ……」

「驚おどろいた……まさかスパイクタートルがこれほど美味いとは」

　遅おくれてやってきた満腹感に押し出されるような息を吐はきながら、恍こう惚こつとした表情で味を評する二人。今回の創作料理も大成功だったといえるだろう。

「亀の肉質は鳥に似てる……ってんで、やってみたけど、正解だったな。いやー、しかしいい肉だ。力強い旨味があるから、唐から揚あげにしたらもっと美味いだろうなあ」

　悠もまた、腹をさすりながら故郷の料理を夢想する。

　すっぽんの唐揚げは筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい一品だという。これほど上質な亀肉で作れば、さぞ美味いだろう。

「カラアゲ、って？」

「俺の故郷の料理だよ。鳥を醬しよう油ゆに漬つけ込んで、こんな風に揚げるんだ。味が染しみ込んでサイコーだぞ」

「またショウユ、か。それほど素晴らしい調味料、一度味わってみたいものだな……！」

「ユウがこんなに言うくらいだもんね。食べてみたいなあ……」

「いつか作れるといいんだけどな。まあ期待しないで待っててくれ」

　二人の中で際限なく高まっていく『ショウユ』への期待に苦く笑しようしながら、悠はひらひらと手を振った。

　日本ではありふれた存在の醬油がまるで霊れい薬やくの一ひと滴しずくの様に扱あつかわれているのは、何処か誇ほこらしくもあるがそれ以上にかかる期待が恐おそろしい。

　しかし、醬油が恋こいしいのは事実だ。大豆によく似たものが見つかればいつか似たものは作れるだろうと、遠く離はなれた故郷の味に思いを馳はせる。

「そういえば、ユウ。今回の食事で何か力は身についたか？」

　その最中であった。そういえばという言葉通り、ふとカティアが悠へと問いかける。

　カティアの言葉に悠はああ、と声を漏らした。そう言えばスパイクタートルの棘とげを生やすのも、グラスタイラップの生態も、どちらも能力と言うに相応ふさわしい生態だったからだ。

　本来なら、それは自分の能力に一いつ喜き一いち憂ゆうする悠にとっては重要な事だろう。

　にもかかわらず、悠の反応は歯切れが悪い。

「いやー、どうだろう、わかりづらいんだよなあアレ。能力に目覚めた感覚とかはないし、やってみるぞ！　ってならないと出ないし……そもそも能力とか目覚めない時のが多いんだよな。硬こう質しつ化なんかは偶ぐう然ぜん発動したんだけど」

　その理由は、能力の存在が不確かな事にあった。

　能力を持つ魔ま物ものを食べても、必ず能力に目覚めるわけではないし、目覚めた時にわかる実感もない。能力が宿ったと発覚するのは、やってみようと思った事が出来た時なのだ。

「ディアルクを食った時も能力に目覚めると思ったんだけどなー。何な故ぜかダメだったし……まあ、試ためしてみるか」

　立派な『能力』が不発に終わった虚むなしさを思い出し、悠は愚ぐ痴ちりながら立ち上がる。

　まず試してみようとしたのは、棘の生成能力だった。

　意識を集中し、拳こぶしへと傾かたむける。骨から棘が突つき出るイメージを浮かべるが──

「不発、か」

「みたいだなー」

　何も起こらない。ならばと背中に生やすイメージも同様だ。

　では、と次に試したのはグラスタイラップのトラップ能力。

「むむむ」

　……これも、不発。何がむむむだ、と自分に突っ込むも、結果は変わらない。

「ダメかー。両方とも、使えりゃ便利だと思ったんだけどな」

「確かにな。特に、グラスタイラップの能力なんかはユウ好みだろう」

「罠わな猟りようが楽になるしな」

　やはりダメだったか、と顔を合わせて笑う悠とカティア。

　和気あいあいとした空気が流れるその中で、クララだけが神しん妙みような様子で黙だまり込んでいた。

「両方……両方って、ダメかな？」

　ぽつり、と呟つぶやきながらクララが顔を上げる。

　誰にともなく向けたような言葉だったが、しっかりと自分の目を見て伝えられた言葉に、悠は表情を正す。

「両方？」

「うん。能力を、合わせてみるとかどうかなって。草を踏ふむと、棘が飛び出すとか……」

　考えもしなかった言葉に、考え込む。

　能力の合成？　常識的じゃない、そんなのは無理だ。……なんて、考えこそがいけない。

　そもそもこんな能力があるくらいだ。一人一能力というお約束にすらハマらないような万ばん能のうの能力を持っていて、何故出来ないと思っていたのか。悠はその発想に槌つちで殴なぐられたような衝しよう撃げきを感じた。

「やってみる価値はあるな！　スゴイぞクララ！」

「え、いや、出来るかわからないよ？　私なんかが考えた事だし……！」

「なんかって事あるか。俺には考えつきもしなかった事を考えてたんだ、卑ひ下げされたら俺まで悲しくなっちまうよ！」

　興奮冷めやらぬ様を隠しもせず、悠はクララの手を取って振ふるう。

　認められた嬉うれしさやら、急な接せつ触しよくが恥はずかしいやらでクララの顔が真っ赤になるも、悠はそれに気づかなかった。

「そこまで。クララの顔を見ろ、真っ赤だぞ」

「あ、悪い！」

「うう、ううん！　い、嫌いやじゃなかったから！　嬉しかったから！」

　焦あせりでいっぱいいっぱいになったクララが否定のために慌あわてて手を振るう。

　クララが焦る様子を見て逆に冷静になった悠は、嬉しかったから、という言葉に触ふれず飲み込む度量を取り戻もどす。何が嬉しかったんだ、と聞けばより混こん沌とんとした空気になる事がわかっていたからだ。

　だからこそ、悠はすぐにそれを試す機会に恵めぐまれた。

　能力の合成──考えてみれば、それは能力の『調理』と言えるのではないか。

　素材の良さを引き出すのが料理ならば、出来上がるのは、この形。

　悠の中で未いまだ存在し得ぬ力は徐じよ々じよに形を持っていく。

「……いけ！」

　そして──それは、この世に顕けん現げんした。

　手をかざした場所にひょっこりと生まれでたのは、可愛かわいらしい緑の芽だ。

　まるで無害に見える微笑ほほえましい絵え面づら。だからこそ、それが酷こく薄はくで恐ろしいものに見える。

「おお……！　まさか、これは……！」

　ある意味で戦う事も仕事であるカティアが、息を潜ひそめるように興奮を叫ぶ。

　今すぐにでも確かめたいと思いながら、それに近づこうとさえしないのは、彼女の賢かしこさを表している。

「出来た……！　ど、どうやって試すか……石、は危険だよな？」

　想像が現実になった非現実さに、悠もまた一周回って冷静であった。

　石では棘が出てきた時に撥はね上げられ、誰かに当たる可能性がある。その危険性を鑑かんがみて、石を投げ込む事をやめたのだ。

「今日使った葉皿があるだろう、アレはダメか？」

「おお、それでいいか」

　良いものが見つからなかった悠は、カティアの勧すすめた通りどうせゴミになってしまう使い捨ての葉皿を投げ込む事に決めた。

「いくぞ……」

　恐る恐る、念のためにと出来るだけ離れながら、生きているかわからないセミを突つつくような体勢で葉皿を投げ込む。

　葉を束ねた事によってそれなりの重さを得た葉皿は、それでもゆっくりと空気を滑すべるように落ちていき、グラスタイラップに似た葉に触れる。

　その瞬しゆん間かん──目にも留まらぬ速度で棘が現れ、葉皿を貫つらぬいた。

　いや、貫いたというのは表現的に正しくない。正しくは『貫かれていた』だ。

　罠わなに触れたと思った瞬間、その左右から棘が現れ、葉皿を刺さし貫いた。悠達が見たのは、挟はさみ込まれるように貫かれた後の葉皿だ。一いつ瞬しゆんの所業に、啞あ然ぜんとする。

「す……すげえっ！　なんだこれすげーつえー！」

　やがて驚きよう愕がくの波が収まると、狂きよう乱らんを悠が襲おそった。

　あまりの興奮にシンプルな感動を並び立て、はしゃぐ。

「む、う……凄すさまじい力だ……！　破は壊かい力は申し分なく、応用も利きく！」

　カティアもまた沸わき立ってくる衝しよう動どうと浮うかぶ冷ひや汗あせに口角を吊つり上げる。

　戦せん闘とう者として、驚愕に値あたいする。それだけの力だったのだ。

　カティアの評価で、悠もまたその力の強さに気付く。何処まで離れた位置に出現させられるかはわからないが、少なくともいちいち屈かがむ必要はない程度の距きよ離りまでは届くというのは、アドバンテージだった。ディアルクの様な猛もう獣じゆうに襲われても、戦術に組み込む事が出来るだろう。また、誘ゆう引いんの力などと組み合わせても強力だ。その力の可能性に、悠は興奮冷めやらぬ様子で叫さけんだ。

「クララのおかげだよ！　ありがとうな！」

「ふえっ!?　あ、ありがとうっ!?」

　礼を言う悠に何故か礼を返し、クララはワタワタと手を振る。

　予想出来ないタイミングでお礼を言われて、舞まい上がるよりも混乱しているようだ。

　しかししっかりと嬉しそうな顔をしているクララに、悠達は笑う。

　楽しい。誰だれもが、そう思っていた。

　娯ご楽らくはなくとも飢うえはせず、身体からだを横たえて眠ねむる事が出来て、こうして笑い合う仲間がいる。異世界での悠の生活は、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだったといえるだろう。

「ゴアアアアアアッ!!」

　──だった、と言えるのだ。和気あいあいとした声をかき消すように、山が轟とどろく。

　遥はるか深く地底にある災さい厄やくの扉とびらが開くような重苦しい轟ごう音おんに、悠達は息を吞のむ。

　何らかの生物の、咆ほう哮こう。咄とつ嗟さに耳をふさいでしまうような爆ばく発はつ的な音量でさえ、その音の正体が摑つかめたのは、何故だったか。

「なんッ……!?　この声は……!?」

　爆音によるストレスに顔を歪ゆがめながら、悠が絞しぼり出すようにして疑問を口にする。

　その声はこの場の誰にも届いていなかったが──奇くしくも、その問いに答える様に、声の主が姿を現す。

　──その姿は、空に浮かんでいた。

　世界を己おのれに染め上げるかのように翼つばさを広げて月の光を遮さえぎり、悠ゆう然ぜんと空を駆かける──その姿は、あまりにも偉い大だいで雄ゆう大だいで、絶望的なまでに幻げん想そうだった。

　だからこそ、その名を言われずとも、それが何かわかってしまう。

「ドラゴン……っ！　まさか、本当にこんな山奥に居るなど……！」

　ドラゴン。伝説の中にのみその姿を残す、幻想の象しよう徴ちよう。

　意識さえ向けられていないというのに頭こうべを垂れたくなるような、絶対的な力の顕現に、悠達は三人共が一様に同じ反応を見せていた。

　呼吸さえも忘れて硬こう直ちよくしていたのだ。

　これは、『彼』にとっては夜の散歩に過ぎない。だがそれが与あたえる影えい響きようは、あまりにも圧あつ倒とう的で絶望的だった。

　やがて、ドラゴンは夜の闇やみを率いて何ど処こかへと過ぎ去ってしまった。

　そこでようやく、三人は呼吸する権利を取り戻したのだ。

「ぶ……は……！　マジ、か……」

　息を吐はき出すと、蓄ちく積せきされた緊きん張ちように押しつぶされるように悠が崩くずれ落ちた。

　ドラゴン。それは悠にとっては食の興味の対象だったが──その姿を現実に見た今、悠が思うのは久しく忘れていた『捕ほ食しよく者』の存在だった。

「なんとか、気づかれずに済んだようだな……」

　悠ほどではなくとも、カティアにも疲つかれは押し寄せているようだ。

　クールな表情こそ保っているものの、その額には汗が浮かんでいる。

『騎き士し』が明確に顔へ浮かべた焦りは、悠に現状をこれ以上ないほど率そつ直ちよくに理解させた。

「あは、は……あれじゃ、ここにはいられない、よね……」

　この場を出来るだけ早く移動する必要がある事を。

　血の気が引いた顔で、クララは肩かたを抱だいて震ふるえていた。

　それは、震えを止めようとしているようでもあり、今にもバラバラになりそうな──不安定な存在をつなぎとめようとしているようでもあった。

「そう、だな。奴やつらは縄なわ張ばり意識が強い。……二度三度とこの場を通る事がある可能性を否定できない以上、なるべく早く移動するべきだろう」

　ディアルクも同じだったが、基本的に強者というのは暴君だ。最も強いが故ゆえに君臨し、支配する。そうするだけの権利があるという事を、本能的に理解しているのだ。

　それはドラゴンもそうで──むしろ、この世界にはドラゴンの暴ぼう虐ぎやくさを喩たとえることわざもあるくらいである。

　今回はたまたま見み逃のがされたが、凶きよう暴ぼうで縄張り意識が強いドラゴンだ、既すでに目もく撃げき情報があった以上、この山はもう彼の縄張りになっていると見るべきだろう。

　見つかれば命はない。──ドラゴンが頭上を飛んでいった今、ここはこの山でも有数の危険地帯となったのだ。

「……クララ、脚あし、どうだ？　歩けそうか？」

「支えてもらえば、なんとか。……でも、多分村の方まで行くのは無理だよ。何日もかかると思う……」

　治りが早い。クララはそう言って、事あるごとに悠やカティアへの感謝を口にしていた。

　支えてもらえさえすれば、というのも、治ち癒ゆが最初の予定通りのペースならば達成できていなかった事だ。

　しかし、支えを要する状態で数日。村までの距離は、ここまでを駆け足でやってきてなお、届かぬほどに遠かった。

　遭そう難なん中であるため、正確な位置はわからないが、それでもこの中で村の位置を大まかにでも知っているのはクララだけだ。

　だからこそ、クララ自身にはわかってしまう。支えが必要な怪け我が人を抱かかえて、食料調達をしながらドラゴンの目を逃のがれて村まで向かうというのが不可能である事を。

「だから、私を──置いてってほしいな……」

　戦闘能力が高い二人だけなら、なんとかそれも可能かもしれないという事を。

　震えたまま、クララは笑顔を引きつらせて、悠とカティアに懇こん願がんする。

　怯おびえきった笑みに説得力はないが、クララは心の底から二人にそうする事を願った。

『もしかしたら助かるかもしれない』。そう思って一度は悠に縋すがったクララが、今それをするには未来はあからさまなまでに確定的で──何より、二人を好きになりすぎた。

　二人の命を天てん秤びんにかけるには、ゼロではない、とだけ言えるような確率は低すぎた。

「馬ば鹿か、ンな事するわけねぇっていったろ」

　だが悠にとっては『ゼロではない』、それだけで自分の命を懸かけるには十分だった。

「市民を助けるのは騎士の仕事だ。まして友人を見捨てるなど言語道断、私の騎士道に反する。その頼たのみは却きやつ下かだ」

　カティアもそれは同じだ。誇ほこりを持って行っている騎士の仕事を放ほう棄きするつもりはなく、また彼女も友人を見捨てるなんて事は出来ない。

「意味ないよ、そんなの！　二人なら助かるかもしれないのに、私が居たら三人とも助からないんだよ!?　少し考えればわかるじゃない！」

　ともすれば深く物事を考えていないように見えるほど当たり前に宣言した二人に、クララはドラゴンの存在も忘れて声を荒あららげた。

　だが、そんな決意の行動も、二人には届かない。

「しーッ」

「静かにな」

「──っ！」

　二人揃そろって口の前に指を立てるジェスチャーをすると、クララも黙だまらざるをえなかった。

　妙みように息の合った行動が、毒気を削そぐ。

「冷静になれよ。短い付き合いだけどさ、俺にはそんな事は出来ない。少し考えればわかる──だろ？」

　大声を咎とがめるような視線をいたずらっぽく綻ほころばせると、悠はクララの頭を撫なでる。

　クララは──言うとおりだった。少し考えればわかる。こんな状じよう況きようでも、悠が自分を見捨てる事など出来ないという事が。

「悪いけど意地の張り合いになったら、俺達のほうが有利だぞ」

「ああ。怪我人一人くらい引きずってでも連れて行ってやる」

　明るくて優やさしい、そんな二人だからこそ大好きなのだ。だからこそ自分を秤はかりから外したのだが──どうも、それを引きずり込むような者達がいるらしい。

「私は、少なくとも今の私は動く事も満足に出来ない足手まといだよ？　ユウみたく美味しいご飯を見つける事も出来ないし、カティアみたく剣けんで戦う事も出来ない」

「そんな事ない。俺達じゃ村までの大まかな道のりもわからないって」

　クララにとって、自分は無価値だ。それでもただ死ぬのが怖こわいというだけで生きてきた。

　だが悠は、そんな彼女に理由をくれる。ここにいていい、ではなく──

「クララじゃないと、ダメなんだ」

　ここにいてくれ、と。そう言われると、クララの中に意味が満ちてくる。温かいものでいっぱいになって、溢あふれるのだ。

「うあああ……馬鹿、なんだからあ……」

　クララは嗚お咽えつを隠かくすように悠の胸へと上体を預ける。

　二度目の死の決意は、あっさりと覆くつがえされた。迷めい惑わくをかけたくないその人によって。

「決まり！　それじゃあ……明日からは、忙いそがしくなるな。カティア、もしドラゴンと遭そう遇ぐうしたら、俺達で勝てるか？」

「……難しいだろうな。ドラゴンの討とう伐ばつは、最低でも手て練だれが五人の小隊からが基本とされているからな。つまり──」

「もしも出会っちまえば──って事か」

「うむ」

　そうと決まれば、悠達の行動は早かった。

「一度視界がいい場所に出れば、帰り道もわかると思う。多分だけど、あっちの方なら方向的には村に向かいながら確かく認にんできるはず」

　もうそこに諦あきらめはなかった。悠もカティアも、クララも。

「それじゃあ──出発は明日だ」

　火を消した月夜の下、悠は静かに宣言した。

　二人は悠の宣言に重い動きで首しゆ肯こうする。

　たったそれだけで、三人は軽い挨あい拶さつを交かわして眠りについた。

　山という猛もう獣じゆうの檻おりからの脱だつ出しゆつが、今をもって始まったのだ。










　　　第十話　王の咆ほう哮こう







「……おはよう」

「おはよう」

　ドラゴンを目撃した翌日。悠ゆうは簡素な差し掛け小屋から身体からだを這はい出させると、葉の小屋から出てきたカティアと寝ねぼけ眼まなこの挨拶を交わした。

　どちらも一見して、あまり寝られなかった様子が見て取れる。恐おそらくはクララも同じような状態だろう。

「多分大だい丈じよう夫ぶ……って思っても結構緊きん張ちようするな」

「それがヒトの生活圏けんを外れた場所で眠ねむる事の怖さだな。私もこれほど緊張した夜を過ごすのは久々だ」

　その原因は言うまでもない、ドラゴンの存在だ。

　──山や森などで野宿をする際、獣けものの存在というのは眠るのを妨さまたげる要因となる。それは鳴き声や足音など音の姿をとる事もあるが、それらは副次的な影かげに過ぎない。

　その影を作り出しているのが、何よりも普ふ遍へんな自然の摂せつ理りである『死』だ。死の存在は多大なストレスを与あたえ、眠る時に大きな妨げとなる。

　ヒトは、ストレスに弱い生き物なのだ。猛獣がいると思えばそれだけで眠れなくなる事もあるし、山の断だん崖がいに張ったテントで快かい眠みんするのも、慣れねば難しい。

　悠とカティアは、今まである意味楽観的で居たのだ。事実二人の戦せん闘とう力は高く協力して戦えばディアルクさえもはや強敵とは言えないだろう。

　だが──ドラゴン。悠の知る最強の幻げん想そう生物は、何よりも非現実的であるがゆえにその現実を叩たたきつけるように思い出させていた。

「コンディションは良くないが行くしかあるまい。どれ、クララの手伝いをしてこよう」

「頼む。俺は最後に荷物をチェックしておく」

　寝起き特有の緩かん慢まんな動作で動き出す二人。カティアはクララが小屋の外へ出る手伝いを、悠は荷物の最終確認に。小屋の中へ行くカティアを横目に、悠は荷物をまとめていく。

「っていってもな……」

　とはいえ、荷物自体はあまり多くない。悠がこの世界に飛ばされる時に持ち込んだものくらいしかなかったからだ。しかしペットボトルに合成繊せん維いのタオル、アルミ製の弁当箱。そのいずれもこの世界にはまだ存在しない技術で作られた貴重品だ。

　つまり、これらは悠と地球を繫つなぐ唯ゆい一いつの品物なのだ。

　悠は自分が感傷的な人間だとは思わなかったが、それでも地球とのつながりがなくなるのは寂さびしい気がした。

「ゴミにするようなモンが生命線になるとはわからないもんだなあ」

　ペットボトルなどはもはや日用品だ。生命線を支えてくれた容器を感かん慨がい深く見つめる。

　悠の荷物は、殆ほとんどこれだけだ。

　此方こちらで作った原始的なツールは、重さも考こう慮りよして置いていく事にした。

「連れてきたぞ」

「おまたせ、おはようユウ」

「おはよう。出れるならもう行こうと思うけど、平気か？」

「うん、大丈夫……お世話になるね」

　手を借りる事を「悪い」と、敢あえて言わなかった事を感じて、悠は微笑ほほえんだ。

「ああ。じゃあ、行こうか」

　悠は鞄かばんを背負い──この世界で作ったとあるモノをひとつだけ、しっかりと握にぎりしめた。

「折角ユウに作ってもらった家とも、これでお別れか。少し寂しいな」

「はは、まあ気持ちはわかるよ。でも多分、慣れた自分のベッドが一番だ。下に戻もどったら、気持ちよく寝ようぜ」

「ふ、そうだな。ではフカフカのベッドを夢見て、ひと頑がん張ばりするとしようか。ひとまずクララは私が背負う事としよう」

「ありがとう、カティア」

　最後に一度、半月以上を過ごした拠きよ点てんを見つめてから、悠達は歩き出した。

　追われる様に後にする事を少しだけ、寂しく思いながら。




　　　　　　　◆




　太陽はまだ頂点に達する前。悠達はゆっくりとしたペースで山の上を目指していた。

　然さ程ほどの傾けい斜しやはないが、それでも片足を殆ど使えないクララには厳しい道程で、足取りは想定していたよりも遅おそい。

　だがそれでも、悠達はチェックポイントに到とう達たつしようとしていた。

「よし、一いつ旦たん休きゆう憩けいにしよう。カティア、クララ、ご苦労様だ」

「ふうっ……わかった。では下ろすぞ、クララ」

「うん、ありがとう、カティア！」

　尾お根ねの部分に到とう着ちやくすると、悠達はそれぞれ腰こしを下ろした。

「いい景色だなー……落ち着いた時に見たかったもんだ」

　悠達が腰を下ろしたのは、見晴らしの良い場所だった。ここからならば、村や自分達の位置を確認するにも適しているだろう。

「そう、かな？　でも落ち着きたいのは、そうだね」

　まさに絶景、といった景色でも、クララとカティアにはあまりピンと来ていないようだ。

　地球よりも遥はるかに豊かな自然の中で暮らしてきた彼女たちには、あまり目新しさを感じる光景ではないらしい。

「メシを済ませとくか」

　しかし淡たん々たんとしているのも悪い事ばかりでもない。こうして手て際ぎわよく事を進めていけるのは、今のような状じよう況きようでは良い事だ。

　ここへ向かう途と中ちゆうに集めた果実を広げると、悠はちらりと尾根から広がる景色を見る。

「水の確保が出来るかもわからないからな。なるべく水分が多そうな実を中心に取ってきた。しっかり食っといてくれよ」

「成る程、確かにここから水場があるかはわからないからな」

　悠は運良く初日に水場を見つけたものの、本来サバイバルでは水の確保は一番の問題だ。此こ処こから先、僅わずかな水分でも無む駄だにせず、補給できるときにしておいたほうが好ましい。

「いただきます」

　揃そろって一言を言うと、悠達は果実をつまみ始める。

　頰ほお張ばるほどの量もなく、味も薄うすめで美う味まいとはいえない。最近の食事に比べればあまり豊かな食事とは言えなかったが、それでも喉のどが癒いやされ腹は膨ふくらむ満足感はあるようだった。

「それで……クララ、どうだ？　道はわかりそうか？」

「むぐ、うん。多分、あそこに向かっていく事ができれば、あとは下るだけでも村までは行けると思うよ」

　果実を飲み込んでから、クララは向かいの尾根を指差す。

　距きよ離りはそれなりにあるが、道は続いている様に見え、なんとか踏とう破はする事は可能のように思える地形だ。

　下るだけ。クララの言葉を反はん芻すうするように、悠は尾根の向こう側にあるはずの村に思いを馳はせる。初めて見る異世界の文明は、悠の目にはどのように映るのだろうか。珍めずらしく食事以外の事に興味を持てている自分がおかしくなって、悠はくすりと鼻を鳴らす。

　服はどんな感じだろう。家屋の材質や大きさも気になる。社会はどんなふうに形成されているのか。一つ一つに地球との差異はあるかを考える。

「（調味料とか、どうしてるんだろうな。料理は、何ど処この国のに近いんだろうか）」

　それでも、自然と興味はまた食事の方に傾かたむいていった。

『料理』すなわち『文明』でもある。基本的に食材そのものの方へ向けられている悠の興味だが、まだ見ぬ調理法、食材の組み合わせ方もまた悠の探究するものである。

「えへへ」

「……？　どうした？」

「またご飯の事考えてるのかなって」

　控ひかえめに笑ったクララが自分の方を見ている事に気がついた悠が何気なく聞き返すと、クララははっきりと悠が考えている事を当ててみせた。

「何な故ぜわかったんだ……」

「ユウが食事の事を語っている時は、いつもそんなふうに笑っているからな」

「おお……？　そんなにわかりやすいのか俺」

「それだけいい笑顔って事だよ」

　考えられている事を当てられて、悠は訝いぶかしげに自分の表情を触さわる。

　茶化されたような気がしたのは一いつ瞬しゆん、優やさしい微笑みを浮うかべている二人を見ると馬ば鹿かにされているわけではないと気づき、ただ気き恥はずかしさだけが残った。

「そうだな。そこまで好きになれる事があるというのはいい事だろう。それに、食べるという事は生きるという事だ。とても前向きな好みで大変よいと思うが」

「私達はそれで美お味いしいごはんが食べられたし、そのおかげで生きてこられたってところもあるし、素す敵てきな事だと思うな」

　真っ向から自分の趣しゆ味みを肯こう定ていされるのは悠にとっては珍しい事で、カティアの真まっ直すぐな意見はすこしだけ目め頭がしらを熱くさせた。

「変わった趣味だって言われる事が多かったから、嬉うれしいよ」

「なら大いに胸を張るといい。キミの趣味は、こうして私達の命を繫ぐほどのものだ」

「そうだね！　村についたら、色々な料理を教えてよ。ユウの料理を食べたら、きっと皆みんな驚おどろくんだから！」

「……ありがとな。じゃあ村までついたら──色々、ご馳ち走そうするよ。そろそろ行こうぜ、進める内に進んでおこう」

　これ以上言われると本当に涙なみだが出てしまうかもしれない。

　満ち足りた気分で、ごまかすように先を促うながした。

　もう休きゆう憩けいは十分だ。なるべく早くに進んでおきたいのも、事実だったから。

　しかし──少しばかり、出発は遅かったようだ。

「……え？」

　そう、声を出したのは誰だれだっただろうか。

　今の今まで空では太陽が煌こう々こうと光り輝かがやいていたのに。

　何の前まえ触ぶれも無く、悠達を影が包んだ。厚い雲が急に太陽を隠かくしてしまったかのように。

　ふと、空を見上げると太陽はない。

　かわりに、そこには──

「ゴオォォッ！」

　どんな鳥よりも雄お々おしい翼つばさを広げ、獅し子しよりも鋭するどい爪つめを携たずさえるものがいた。

「ドラ、ゴン」

　圧あつ倒とうされながらも、悠は呟つぶやくようにその名を呟いた。

　その瞬間、現実が駆かけ巡めぐる。

　眼の前に居るこの絶対者が、確かに自分と同じ世界に存在しているという事が。その存在の力強さが、自分たちがどうなるか、どうしなければならないかが。

「う……あ……」

　立ち上がれぬまま、クララはただ怯おびえながら竜りゆうを指差した。

　……あるいは、脚あしが完治していても立ち上がる事ができなかったかもしれない。

　クララは完全に怯えきって、脚に力を込こめる事も出来ずに居たのだから。

「……っ」

　戦闘に慣れているカティアでさえ、声を張り上げる事も出来ていないのだ。

　だが──ただ一人、悠だけがそんな状況を、自分たちのそれぞれを理解していた。

　ドラゴンの眼めが、悠を睨にらむ。それだけで力が抜ぬけて虚きよ脱だつ状態になってしまいそうな恐きよう怖ふは、まさに魔ま眼がんと言うに相応ふさわしい。

「逃にげ……」

　クララの口から、言葉として成立する前の声が聞こえてきたからだ。

　それが『逃げよう』ではなく、逃げろ、あるいは逃げて……と繫つながる事は、考える前に理解できていた。

「戦うぞ！　どの道逃げられるわけもねえ……戦って、勝つしかないんだ！」

　だからこそ、誰よりも冷静でいられた悠が、誰よりも早く叫さけんだ。

　今にも傾いてしまいそうな船に己おのれを縛しばり付けるように。

　その一声は、硬こう直ちよくしていたカティアをも奮い立たせる。

「ふ……！　まさか守るべき市民に先んじられるとはな……！」

　悠の咆ほう哮こうに、カティアは冷ひや汗あせを浮かべて笑い、剣けんを構えた。

「だがわかっているのか!?　ドラゴンは手て練だれの騎き士しが五人は集まっても無傷とはいかん相手だぞ！」

「だったら二人いりゃ確率半分くらいなモンだろ！　ゼロじゃなきゃやるんだよ！」

　五人に対して二人で半分。と、言ったばかりに継ついだ句はゼロではない──無茶苦茶な言葉だが、馬ば鹿か馬ば鹿かしいまでの悠の理論に、カティアはかえって冷静さを取り戻した。

「違ちがいない！」

　一体何が違いないのか、それはカティアにさえわからない。ただなんとなく理解している。無茶な理論でこじ付けてまで逃げる事を選ばない、戦わなければならない理由を。

「二人とも、頑がん張ばって……！」

　何故二人がその道を選んだのか、クララはとっくに理解している。

　ここで先程遮さえぎられた言葉を吐はき出してしまっては、二人への侮ぶ辱じよくにあたる。

　そう知っているクララは、何よりも口にしたい言葉を飲み込んで、そう叫んだ。

「ゴオオオオッ！」

　天を、世界を震ふるわせて、ドラゴンは吠ほえた。

『狩かり』ではない、本当の意味での、生きるための戦いが始まる。










　　　第十一話　竜りゆう







「さて、とは言ったものの……どうするかな」

　まるで電流に晒さらされているかのように衝しよう撃げきを伝えるドラゴンの咆哮を前に、冷静になったカティアは呟く。

　笑えみを浮かべてはいるもののその温度は冷たく、真しん剣けんそのものだ。

「防ぼう御ぎよ力じゃ、多分俺の方が上だ。俺が前に出て気をそらす」

「確かに、そうだろうな。だがそれではユウが危険だぞ」

　斬きりつけんばかりに二つの眼光を向けてくるドラゴンから一時も目を離はなさぬまま、悠ゆうとカティアは作戦会議を進めていく。

　二人が会話を交かわす事が出来ているのは、ひとえにドラゴンが動きを見せないおかげだ。ディアルクよりもさらに格上の種族でありながら、油断ない二人の様子を見て警けい戒かいをしているのだ。……それは、付け入る隙すきのなさをも示していた。

「承知の上さ。でもまあ、他にいい方法も思いつかないんでね」

「それが最良かもしれないな。守るべき市民に危険な役を押し付けるのは心苦しいが」

「なら問題ない。俺は多分、一いつ般ぱん的に『市民』じゃ通らない身分だからな」

　悠達を観察するように、周囲を回るドラゴンに追従して視線を動かす。

　悠の言葉の意味が気になったカティアだが、聞き返す言葉を飲み込んで、小さく頷うなずいた。

「ユウ」

「どうしたクララ」

　ちょうど作戦が決まった所で、自分の名を呼ぶ声に悠は返事のみを返す。

　すると──とあるモノを支えに立ち上がったクララが、横に並び立つ。

「これ──ドラゴンと戦うなら、必要でしょう？　ずっと作ってたモノ」

　今は恐怖よりも、怪け我がによる力のなさで、震えながら立つクララは悠に支えにしていたモノを差し出した。

　──そう、これは、悠がキャンプを出る時に持ち出した唯ゆい一いつの『この世界のモノ』だ。

　それは勲くん章しようであり、この世界で生き抜く力の証あかしでもある。

　悠は、クララに手て渡わたされたそれを眺ながめる。

　一ひと筋すじ縄なわでは加工ができなかった堅けん木ぼくの柄え。その両りよう端たんにしっかりと固定されているのは──光り輝く刃やいば。

「ディアルクの、槍やり」

　そう、これはディアルクの角から作り出した、槍。いや、その形状を鑑かんがみれば『両りよう刃ば剣けん』とでも言うべきだろう。

　悠にとってそれはこの世界で初めて困難を乗り越こえた際の記念であり、初めて敵に打ち勝って生きる力がある事を示した証であった。

「あまりあてにはならないかもしれないけど、私の魔ま術じゆつで柄の方は『強化』してあるから。……これくらいしか出来ないけど、頑張ってね」

　柄を握にぎりしめる悠の手に、クララはそっと手を添そえると、自分の足で歩いて戦せん闘とうの邪じや魔まにならない場所へと移動する。

　その手は冷たかった。恐怖で震えてもいた。そんな中で、クララは自分に出来る事をしたのだ。

「頑張らにゃ、ならんだろうが」

　その存在が、悠にたまらなく力を与あたえる。

　もう、震えはなかった。その手には、この世界で生き抜く力の証があるのだから。

「ゴアアアアアッ！」

　悠の戦力が増強されたのを見て、これ以上待つ事を得策でないとしたのだろう。

　ドラゴンがその強きよう靭じんな脚で石の地面を蹴けり砕くだく。

　それを合図として戦闘が開始すると、悠とカティアは襲おそい来る剛ごう爪そうを避さけるため左右に分かれて跳とんだ。

「予定通り俺が引きつける！　カティアは機会を！」

「承知したっ！」

　自分たちが居た地面をドラゴンの爪が砕き、礫つぶてが舞まう。

　破は壊かい力の恐おそろしさに意識を引き締しめると、着地した先で悠は両刃剣を回し、構える。

「来いっ！　俺は敗けない、俺は生きる！　この世界で食生べきてていくのが、俺の力だ！」

　強く、強くそう宣言すると、不思議と力が湧わいてくる気がした。

　この世界では、心の強さが魔力という力を呼び覚ます。簡単な魔術の基き礎そしか習っていない悠はごく僅わずかな魔力しか練る事がなかったが──この世界で摂とった良質な食マ事ナは今心の強さに反応し、爆ばく発はつ的な魔力を生み出していた。

「（……凄すさまじい力だ。これならばあるいは──！）」

　静かにそれに驚おどろいたのが『神しん殿でん騎士』のカティアだ。

　実を言うと、カティアはドラゴンを狩った経験がある。しかしそれはこのドラゴンより一回り小さい亜あ成体のドラゴンを、他五人の騎士と──という話だ。

　今悠が持つ魔力は、その時居合わせた他の騎士たちの合計を上回っていた。それは、カティアをも僅かに上回るほどで──

「凄すごいぞユウ！　これなら行けるかもしれん！」

「それなら嬉うれしいけどな！　油断はするなよ！」

　カティアに確かな勝機を感じさせるほどだった。

　しかし現在目にしているのは成体のドラゴンだ。最低限の戦力に届いたからといって油断ができる相手ではない。短く交わした会話で、カティアは悠の言葉の通りに油断を捨てた。悠もまた、カティアの言葉に士気を上げられていた。

　武器を構え『誘ゆう引いん』と『硬こう質しつ化』の力を発動する悠。ドラゴンが悠へと飛びかかっていくのは、同時の事だった。

　今度は飛びかかるのではなく、突とつ進しんを選せん択たくする。大質量の直撃は『硬質化』の力を持ってしても手痛いダメージを受けるだろう。

　重じゆう厚こうな動きで巨きよ体たいを揺ゆらしながら迫せまるその様はまるで重機。それが、凄まじい速度で襲い掛かかってくるのだ。重圧はディアルクを遥はるかに上回っている。

　加えて、その表皮は硬かたい鱗うろこに覆おおわれている。硬く、重く、速い。悠は、これ以上なくシンプルに数字が殴なぐりかかって来るような錯さつ覚かくを受けた。

「っとォ！」

　巨体故ゆえにやや遅おそく錯覚するが、その速度はディアルクと比べても遜そん色しよくないものだ。

　それでも悠は軌き道どうを見切り、軽々と横へ跳はねて突進をかわす。

　この結果は明確に悠の成長を示していた。そこそこの重量がある光角の両刃剣を持っていながら、ディアルクと同程度の速度を持つ突進を軽々と避けたのだ。

　だからこそ──ここで、終わらなかった。

「っ」

　小さく息を吞のんだのは、突進を停止させたドラゴンがその爪つめを振ふりかぶるのが見えたからだ。咄とつ嗟さに、悠は両刃剣の柄を構えた。そこへドラゴンの爪がやってくる──！

「ぐぎっ……！」

　金属の棒を打ち付けた様な音とともに、蟻ありが這はい回るかのような痺しびれが手に奔はしる。

　重い──！　倒たおれた電柱がのしかかってくるような重圧をただシンプルに感じながら、歯を食いしばる。

　その衝撃が身体からだを突つき抜ぬけて地面へと散るまで、悠は僅かにその動きを停止させた。そこに、またドラゴンが爪を振り上げる。この状態でもう一発は不ま味ずい！　舌打ちという気持ちで不利を表現すると同時、落下させる様にドラゴンが爪を振り下ろした。

　しかし忘れてはならない。この場にはもう一人脅きよう威いとなりうる戦士が居る事を。

「させるかッ！」

　ドラゴンの背後から、悠よりも更さらに小さな影かげが飛び出る。剣を振りかぶったカティアだ。

　その殺気にドラゴンの注意が、カティアへと移る。それを『脅威』と感じたからだ。

「せぇああッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合をこめ、少女が剣を振るう。

　ドラゴンはその瞬しゆん間かんに攻こう撃げきをやめ、背後へと振り返ろうとした。

　結果的には──これは、ドラゴンにとって正解を選ぶ結果になった。

「ゴアゥッ」

　カティアの剣は竜の首、急所になりうる箇か所しよを正確に狙ねらっていたのだ。

　しかしカティアの脅威に気づいたドラゴンが背後へと振り向くために身体からだの向きを変えると位置がズレ、カティアの剣はドラゴンの背と翼つばさに浅い傷を負わせる結果になった。

「ちぃっ、浅い！」

　反撃に向かわされた嚙かみつきをバックステップで逃のがれると、カティアは悪態を吐ついた。

　ドラゴンの背からは僅かに血が噴ふき出し、直すぐに収まった。

　これでは運動能力を奪うばうまでにも至っていないだろう。だが、その結果はカティア達に二つの情報を与えていた。

「（しかし、通じるぞ！　今の私の魔力ならば、竜の鱗を斬れる！）」

　それは、現在の『攻撃力』でもドラゴンを打だ倒とうしうるという事だ。

　実際にそれを行えるかはどうかとして、傷を付けられれば殺せるという算段である。悠が悪質な武器しかもたなかったが故にディアルクに『傷を付ける』事ができず、敗北を目の前にしていた事を考えればそれはとても重要な事だといえる。

　そして──もう一つ。

「ドラゴンの血は赤いのか……緑とか紫むらさきじゃないんだな」

　ドラゴンの身体からだから噴き出した血は、鮮あざやかな赤だったという点だ。

　別に血が青だろうと紫だろうと、戦闘には関係ないように思える。

　ところがそれは、彼にとっては大問題なのだ。実際、戦闘には関係がないのだが。

「青や緑じゃ食欲が減るからな……赤で、良かった」

　いざ食べる時に食欲がなくなる色味というのは、頂けない。二つの意味で。

　悠が心配していたのは、ドラゴンに勝った後の事だった。

　……別に、既すでに勝ったつもりでいるわけではない。だが悠にとってそれは戦闘とイコールで、後に紐ひも付づけされているものだった。

　死にたくないから、生きる。生きるから勝つ。勝つから、食べる。悠にとってはドラゴンを食べるまでが『生きる』事なのだ。

「く、くく……！　キミらしい……！」

「重要だろ？　それより──どうする、アイツ大分怒おこってるみたいだけどさ」

　再び隣となりに並び立ったカティアと、静かに話す悠。

　お互たがいにまた緊きん張ちようがほぐれたようだ。

　だがいい事ばかりでもない。ドラゴンは静かに怒いかり、悠達を脅威と認めたのだから。

　これからはより慎しん重ちように、本気で悠達を殺しにかかってくるだろう。悠達にもまた、これまで以上が求められている。

「ゴゴゴオォッ！」

　確かな怒りを咆ほう哮こうに滲にじませ、竜はまた駆かける。

「今まで通りだ、行くぞ！」

「あいよっと！」

　悠達もまた、二手に分かれてドラゴンに獲え物ものを選択させる作戦だ。

　先さき程ほど悠に襲いかかった際カティアに不意打ちをされ、その威い力りよくが無視できなかった事を覚えているのだろう、ドラゴンが次に狙うのはカティアだった。

「ッガ……！」

　しかし、ドラゴンがカティアに向かおうとするも、強きよう烈れつに自己を引きつける『何か』がそうさせてくれない。

　アレを一刻も早く食らえ──そう『命じる』のは悠の力となったチャームツリーの能力だ。罠わなとわかっていても抗あらがえない、食欲という最も原始的で強烈な誘ゆう惑わくが、自然の支配者であるドラゴンをも縛しばり付ける。

「（これ、結構強力な能力だぞ……まあ使う俺は怖こわいけど、っと！）」

　カティアに向けていた殺意を悠へと向け直し、駆けるドラゴン。

　それでも依然として背後への警けい戒かいは断っていない。カティアは斬きりかかる事ができず、悠は此方こちらへ向かってくるドラゴンと真っ向から向き合う事になる。

　そう、この誘引の力──強力なのだ。

　デメリットはあるものの、ドラゴンさえ操あやつる支配力というのは、常識外れもいい所だ。

　ドラゴンの進路に集中し、悠は内なる力を高める。

　すると──『何か』が失われる感覚と共に、足元から芽が出てくる。

　悠はそれを確かく認にんすると即そく座ざにドラゴンから距きよ離りを取った。

　獲物が背を向けて逃にげた事に、ドラゴンの狩しゆ猟りよう本能が更に刺し激げきされる──！

　速度を増し、悠へと迫るドラゴン。もう少しで追いつくという所に、それは潜ひそんでいた。

「ッグゴォ！」

　──罠の芽だ。ドラゴンが巨体でそれを踏ふむと、地面から二本の棘とげが突き出してきた。

　目にも留まらぬ速さで突き出た棘はドラゴンの脚あしを貫つらぬくまではいかずとも、浅い部分までは突き刺ささっている。

　突とつ然ぜんの痛みと物理的な固定に、ドラゴンの巨体が動きを止める。

　生半な獣けものならば、これだけで『終わり』かねない強力な一撃だ。しかし流石さすがのドラゴン、戦意を失うどころかその眼めにはより熱く燃える怒りを滾たぎらせて、悠を睨にらみつける。

　その『圧』に思わず畏い怖ふを覚える悠。しかしドラゴンの背後に、先程と同じくカティアが迫っているのをみると一瞬だけ頰ほおを綻ほころばせる。

　……直後、ドラゴンの口から炎ほのおが漏もれ出ているのに気付くまでは。

　火、というよりは火花と言ったほうが正しいか。だが、悠にはそんな事を気にしている暇ひまはなかった。

「カティア！　ダメだ引け！」

「なっ!?」

　悠の反応は早かった。殆ほとんど反射でそれを行ったと言ってもいい。

　考えるよりも早く悠が叫さけぶ。だがカティアもさる者、警告を聞くと咄嗟に足を止めた。

　それとほぼ同時。ドラゴンが背後へと首を向けると、カティアの眼前を、頭上を。真っ赤な炎が立ち上っていった。

「──っ」

　凄まじい熱が、熱気となってカティアの前まえ髪がみをかき上げる。

　景色が歪ゆがむほどの熱気はカティアの喉のどを焼き──その熱さをもってなお、背筋を冷え上がらせた。

　僅わずかに香かおる硫い黄おうの香りは、髪の先を焼かれたからだ。

「（一瞬……！　一瞬悠の、私自身の反応が遅おくれていたら、危なかった……！）」

　空気が揺らぐほどの熱はまだ少し残っていて、乾かわいた熱さが立ち込めている。

　だというのに、カティアはいっぱいの冷ひや汗あせを流して、大きく距離を取った。

　拘こう束そく中のドラゴンをおいて、悠がカティアの元へ駆けつける。

「大だい丈じよう夫ぶか、カティア！」

「あ、あ……ありがとう、助かった……！」

　幸い、カティアは無傷だった。だがあと一歩踏み込んでいれば、身体からだ中を焼かれて死亡……とまではいかなくても重症を負っていただろう。

　そうなれば、たとえドラゴンを倒せても、山を下りる前にどうにかなってしまう可能性が高い。治ち療りようが満足に行えない状じよう況きようでの火傷やけどは、危険なのだ。

「どうするか、アレは厄やつ介かいだな……」

「そうだな。早いし、熱い。ユウの硬質化でも防げるかというと怪あやしい……よな」

「残念ながら。……幸い、注意深く見てりゃ気付けるが、なんとかしないとマズイ」

　静かに脚の棘を抜くドラゴンから眼を離さずに、二人は作戦会議を行う。

　……作戦会議、と言うよりは現状の確認に近かったが。

　それほど、強烈なモノだったのだ。ドラゴンの吐はく炎──『ブレス』は。

「今まで通りの戦法で行けそう……か？」

「俺の方はなんとか。けどカティアの方がキツいはずだ」

「む……」

　反撃に転じるまでのスピードが極きよく端たんに早い事で、先程までの定石が使えなくなった。

　悠とカティアは、冷静にそれを理解していた。……悠は、自分が思ったよりも俊しゆん敏びんになっていた。ドラゴンの攻撃を交かわし続けるだけなら、まだしばらくは続けていられるだろうと言えるくらいに。

　だが悠にはドラゴンの攻撃を交わしつつ、攻撃を加えるため肉にく薄はくするカティアのサポートまでをする余よ裕ゆうはなかった。

「……一つ、やってみたい事がある」

　ないからこそ──代案が一つ。耳を傾かたむけるカティアに、簡単に作戦を説明する。

「危険だ。推すい奨しよう出来ない。それだったら私がユウの役を代わる」

「だからこそ、ってのもあるだろ？　このままじゃ共とも倒だおれだぜ。それにわかってるだろ、俺がやるから前提が成り立つんだ」

　悠の説得に、カティアは非常に味わい深い百面相を浮うかべた。苦いと思えば甘かったり、かと思えば渋しぶかったり──総合的に苦にが虫むしを嚙み潰つぶした様な表情が八割だった。

　少しの間そうしていると、ドラゴンが棘を刺したまま脚を上げ、罠が破は壊かいされる。

　どうやら、迷っている暇はなさそうだ。猶ゆう予よのなさに一つだけため息を吐き出すと、カティアは悠の手を叩たたく。

「無理はするな」

「善処するよ」

　言いつけが破られる未来を見つつ、カティアはなし崩くずし的に構えた。

　顔のスロットは結局苦々しい表情で止まったままだ。──対象的に、悠は自らを鼓こ舞ぶするように口角をつり上げた。

「来るぞ！」

　掛かけ声と同時に、散開。

　今回違ちがうのは、ドラゴンがいきなりブレスを吐き出そうとしている所だった。

　狙いは──カティア。しかし悠は強ごう引いんにそれを自分へと捻ねじ曲げる。

　誘ゆう引いんの力に抗えず、ドラゴンは悠に向けてブレスを吐き出した。

　戦せん闘とう開始からほぼすべての攻撃を向けられる悠は消しよう耗もうを感じつつも、まだ軽かろやかな足さばきで炎を避よける。

「あぢいっ！　なんつう熱だよ……！」

　が、炎の熱気が肌はだを焦こがす。思った通り、硬こう質しつ化の能力は物理以外の接せつ触しよくを防げないようだ──と悠は歯は嚙がみした。これに気づいたのは、硬質化の力を発動した状態で風を感じたときだ。今回は、それが熱波となって悠の肌に触ふれていた。

「ァアアアアガッ！」

　本来ならばとっくに亡なきものにしているであろう悠は、未いまだ舞まうようにしてドラゴンの攻こう撃げきを捌さばき続けている。思うようにいかない苛いら立だちが、咆哮となって空気を轟とどろかせる。

「──っ！」

　鼓こ膜まくを突つき破やぶるような音に、悠は顔を顰しかめた。

　その一瞬、僅かに視界が塞ふさがった瞬間を狙ねらい、ドラゴンは爪つめを振ふりかぶる──

「隙すきありだッ！」

　当然、そこにカティアが攻撃を加える。しかしもう三度目の攻撃だ。ドラゴンは既にブレスの充じゆう塡てんを済ませており、勢いよくカティアへと振り返る。

　だが、ドラゴンの予測する箇か所しよにカティアは居なかった。

「噓うそは本来好ましくないのだが、な」

　カティアの攻撃は──声だけだったのだ。

　所謂いわゆる、フェイント。ドラゴンが『考えて』戦っていたからこそ成り立つ奇き策さくだった。

　だがこの作戦の本題は、ここからだ。

「おォらァ！」

　役の交こう換かん。悠の作戦はシンプルそのもので、カティアに気を取られているドラゴンを悠が攻撃するという、今までと逆の形に変えるだけのものだった。

　しかしその効果は抜ばつ群ぐんだ。カティアの方を向いているドラゴンにはブレスでの迎げい撃げきもできず、前まえ脚あしでの攻撃も遅おそすぎる。

　二度の失敗を経て、三回目のコンビネーションに慣らされ切ったドラゴンには、その一撃は実に効果的だった。

　悠の持つ光り輝かがやく両りよう刃ば剣けんは、ディアルクの角を加工して作ったもの。そこに悠の身体能力が加われば、確実にドラゴンの鱗うろこを貫き、肉を裂さくだろう。

　──だが一つ、この作戦には問題がある。

　それは、ドラゴンの『反撃』を考こう慮りよしていない事だ。悠がドラゴンの攻撃を避けられるとはいっても、それは避けに徹てつしていたからの話。流石さすがの悠も、ドラゴンに深手を負わせる程ほどの攻撃は容易ではなく、すぐさま回かい避ひ行動に移る事はできないだろう。

　だから、この策を成り立たせるにはとある要素が必要となる。

　相手の次を奪うばう『一撃必殺』が。

「ゴガアアアアアッッ！」

　両刃剣を突き刺されたドラゴンが、その低く轟く声には似つかわしくない悲鳴を上げた。

　悠には──一撃必殺の、アテがあったのだ。

　悠が着目したのは、このドラゴンが所謂いわゆる西洋竜りゆう──四足のドラゴンだったという点だ。

　鹿しかや猪いのししに始まり、悠は四足の動物の急所、すなわち心臓の位置を知っている。

　それは大まかに言って前脚の付け根の辺りだ。幻げん想そうの象しよう徴ちようたる竜が、地球にも居る動物と同じ身体からだの構造をしているか。これは悠にとっては賭かけだったが、悠は恐おそらく同じだろうという確信をもってこの『賭け』にベットしていた。

　何な故ぜならば──同じようなシルエットを持つ動物の構造はある程度似てくるという前例をたくさん知っていた事が一つ。

　何より、悠は此方の世界で実際にそれを目まの当たりにしているのだ。獣を、魚を捌く事によって『地球の生物と身体からだの構造自体は大差ない』という事実を知っているのだ。

　悠の突き出した光角の両刃剣は、防ぼう御ぎよ行動を取れないドラゴンの左前脚の付け根辺りへ深々と突き刺さっていた。

　シカやイノシシならば、違わず心臓の位置。通常の生物ならば、絶命は免まぬかれない──

　しかし。

「……ダメ、か」

　カティアを睨んでいた瞳ひとみが緩かん慢まんな動作で戻もどると、海底の火山のように昏くらく、濁にごった感情を湛たたえて悠を睨みつけた。

　怒いかりを通り越こした憎ぞう悪おが悠の身体からだを貫つらぬく。震ふるえ上がりそうになりながらも、悠はもう一ひと突つき槍やりを奥にやろうと踏ふみ込もうとする。

「こるるるるッ」

　槍は僅かに押し込まれ、ドラゴンに呻うめき声を上げさせるも、そこから先へ進まない。

　そこに悠は岩がん盤ばんのように強きよう靭じんな筋肉を見た。

　……結論から言えば、悠の見立ては間違っていなかった。両刃剣は違いなくドラゴンの心臓を目指していたし、狙った位置へと確かに突き刺ささった。足りなかったのは、距きよ離りだ。分厚く堅かたい筋肉に阻はばまれて、急所まで届かなかった。それがこの顚てん末まつである。

　眼まな差ざしに激しい怒りを乗せたまま、ドラゴンが口を開く。

　これはもうダメだろうなあ。悠の身体からだを諦あきらめが支配すると、力が抜ぬけていった。

　明確な『死』を突きつけられて『生』を根幹とする柱が崩れ去ったような気分だった。

　けれどまあ、頑がん張ばったほうだ。あと一歩までドラゴンを追い詰つめたのだから。

　自分が死ぬ事への言い訳を残すと、ドラゴンの口から炎がほとばしるのが見えた。

「ユウぅぅぅぅっ！」

　だが。どうやらまだもう少しだけ諦めてはいけないようだ。

　怒ど声せいにさえ聞こえるカティアの声と、悲痛なまでのクララの叫さけびが、炎ほのおよりもほんのすこしだけ早く悠の耳へと届いた。

　それでも回避は間に合わないし、超ちよう高熱の炎を浴びる未来は変えられないだろう。

　だから、悠はまた賭けた。勝てないかもしれないと思いつつ、無意味かもしれなくても。

　先程とは違って、何ど処こまでも分の悪い賭けに、自分の命をベットした。

　覚かく悟ごは決めた。そして──炎が、悠を包み込んだ。










　　　第十二話　彗すい星せいの如ごとく







　その光景が、二人にはまるで水みな底そこの中のようにゆっくり見えた。

　ドラゴンに両刃剣を突き刺す悠ゆう。痛覚にねじれた叫びを上げるドラゴン。

　与あたえた傷は深く、勝利を確信した。その瞬間にドラゴンが口から炎を爆ぜさせて、悠の方を振り向く様が。

「いやああああああッ、ユウううぅぅぅぅっ！」

　そして──悠が、ドラゴンのブレスに吞のまれていくさまが。

　叫んでも、時は止まらない。ただただその光景から一時も目を離はなせないでいたから、その一いつ瞬しゆんが傷のように長く、痛く続いただけだった。

「そん、な。ユウ……」

　ひと目見て、悠は助からないとわかる光景だった。

　ドラゴンの吐はくブレスは、この世界では有名だ。燃える間もなく木を焦がし、鉄をも溶とかし、地じ獄ごくを作り出す。

　恐ろしい存在の吐き出すおぞましい物は、この世界では絶望の代名詞だ。

　あまりの温度に、人は燃もえ尽つきて死ぬ事さえ許されない。一瞬の内に表面だけが焦げ、その中で肉が沸わき立ち、骨から散っていく。およそ考えられる最大限の苦痛をもって死ぬ冥めい府ふの炎。それがドラゴンの吐き出す『ブレス』という現象だった。

　悠がブレスに包み込まれた。その意味する事を理解してしまったカティアが崩れ落ちる。

　状じよう況きようが絶望的になったからではない。朗ほがらかで、食べる事が何よりも好きで──そんな、生命の象徴にさえ見える少年が、命の恩人が、あっさりと死んでしまったからだ。

　その耐たえ難がたい喪そう失しつ感が思った以上に大きく、カティアの身体からだから『支え』を抜いてしまったので、彼女は立っていられなくなったのだ。

　クララは、自分のせいでユウが死んでしまったと、半はん狂きよう乱らんになっている。

　実際に誰だれのせいか──というのは、語れまい。あえて言うのならば当たり前に『ドラゴンのせいだ』といえるくらいだ。

　それでもクララは自じ戒かいの念と喪失感で押しつぶされそうになった。

　──もう少し遅ければ、本当にそうなっていたかもしれない。

「死ぬかと、思っただろうがぁ！」

　炎の中から白い塊かたまりが現れ、更さらにその中から見知った少年の姿が現れなければ。

　その声に、クララとカティアは虚きよを突かれ、泣くのも忘れてその光景をただ見ていた。

　もはや言うまでもないだろう。

　炎の中から現れた、白い塊、そしてその中から現れたのは──

「ユウっ！」

　上総かずさ悠、その人だった。

　しかも現れたその姿はほぼ無傷。衣服にさえ傷がないほど完かん璧ぺきな状態だ。

「な、何故……っ!?　いや、嬉うれしいが、しかし！」

　涙なみだを滲にじませたカティアは、泣き笑いの表情になって、叫ぶようにまくし立てる。

　何が起きたかを冷静に整理しようとしているようだが、これが現実であるようにと祈いのるような表情を見れば、まだ冷静でないのはわかるだろう。

「話は後だ！　それより──少しだけ、時間を稼かせげるか!?」

　この場において、今一番冷静なのは、いままさに死にかけたばかりの悠自身だった。

　逆に、最も驚おどろいていたのは──ドラゴンである。

　あらゆるモノをこの世ならざる存在にする竜のブレス。それを受けて無傷で居たものなど、いまだありはしないのだから。

「……っわかった！　任せておけ！　時間など、いくらでも稼いでやる！」

　悠が自分に声をかけた。その事実は、今目の前の光景が夢想のものでない事をカティアに知らしめる。

　涙を拭ぬぐって剣けんを構え直すと、カティアは悠とすれ違ちがいざまに戦列へ躍おどり出た。

「何秒欲ほしい！」

「二十……いや三十秒！」

「容易たやすい！」

　悠の自分でも無茶かもしれないと思った要求を快かい諾だくすると、カティアは一度目を瞑つぶる。

　そして、開く。たったそれだけ。たったそれだけで、意識を切り替かえると──カティアの身体からだから、暴風のような圧あつ倒とう的な魔ま力りよくが噴ふき出してくる。

　──魔力とは、心の力。悠の生せい還かんはカティアにとって、事実以上の意味を持っていた。生命の象徴が生きて帰ってきたいま、彼女に『怖こわいものはない』。

「すげえ、なんにもわからない俺でもすげえってワカるのが、すげえ」

　魔術の基き礎そしか知らない悠には今のカティアがどのような状態にあるのかわからない。それでもその身に宿す精神の力は、はるか遠い科学文明に生きていた悠に届いていた。

「こうしちゃいられねえ」

　前方で剣と爪つめの打ち合いで激しい金属音を打ち鳴らすカティア達をよそに、悠は集中力を高めていく。

　……ごく野生的なやり方だが、悠もまた己の内に眠ねむる魔力に働きかけていた。

　今、悠の身体からだには大きな力が渦うず巻まいている。それはこの世界で食事をする事で蓄たくわえられた魔力だ。それらは悠の身体からだを廻めぐり、身体能力となって表れていたが──魔力の器うつわを拡張し、並々と水を湛えても、放たれる事はなかった。

　それが、開放されようとしていた。まるでダムの堰せきを切ったように。水門の鍵かぎがその手に握にぎられる事で。力を解放しつつある事で、悠はその力の資格者となりつつあった。

　その契けい約やくを済ませるための時間が、カティアに稼いでもらった時間だ。

　一度は目覚めなかったと思っていた力だが、悠には今の自分にそれが出来るという事が漠ばく然ぜんと理解できた。

　深く集中すると、世界が静かになっていく。ただ敵の姿だけを見み据すえ、両りよう刃ば剣けんを構える。

　そうして、悠は脚あしに力を込こめた。求めるのは最も早く最も雄お々おしい真っすぐの力。

　究極を求めて力を込めれば込めるだけ、満ちてきた。限界があるのか、わからない。しかしある一点を境に──それが、溢あふれ出す。

　溢れず、霧む散さんせず。力の光となって、脚に集つどう。

「ユウ……それって……！」

　その悠の姿に、クララがあるモノを想起した。

　もう、言うまでもないだろう。力は満ちた。

「カティアッ！」

　ただそれだけで十分だったのは、短い間ながら命を預けあって戦ったからだろう。

　悠の叫びを聞くと、カティアは強く地を蹴けって、右へ跳はねた。

　ほんの一瞬だけドラゴンの眼めはカティアを追ったが、光り輝かがやく悠の脚を見れば、真に何を警けい戒かいすべきかわかったようだ。

　……悠が取り込んだ能力には、名前がない。それは基本的に魔物の生態の一部であって、単なる行動だからだ。故ゆえに内容を説明すれば識別する必要はない。『硬こう質しつ化』も『誘ゆう引いん』も、便べん宜ぎ上じよう悠がそう呼んでいるだけの力だ。

　だが──この力には、名前がある。麓ふもとの住民を恐おそれさせ、山の魔物を恐きよう怖ふで支配した暴君の力は、名を冠かんした。

「『チャージ』！」

　その名を解き放つと、悠は地面を蹴り砕くだく。衝しよう撃げきが走り、石の地面が円形に陥かん没ぼつする。

　それは余波に過ぎない。

　光の弾だん丸がんと化した悠は、一直線にドラゴンへと向かう。

　ディアルクの光角の様に真まっ直すぐに。目指すは一枚だけ喉のど元もとに生えた逆さの鱗うろこ。

　逆げき鱗りん。竜りゆうの弱点とされる、ただ一点だ。

　ドラゴンはかつてのディアルクの様に、生まれて初めての恐怖を感じていた。絶対たる存在と自負していた自分の生命が脅おびやかされるその感覚が『恐怖』だという事さえ知らず、ただ光に握りつぶされるかのような漠然とした不安を覚えたのだ。

　ここで少しかの暴君とこの『支配者』に違うところがあったとすれば──支配者に慢まん心しんがなかった事だろう。

　即そく座ざにブレスの準備を整えたドラゴンが、一も二もなく地獄の火か炎えんを吐き出した。

　皮を焦こがし、肉を湧わかせる極高温。

　だが──意外と、試ためした事はないだろうか。

　炎ほのおに触ふれるのが一瞬なら、熱くない。凄すさまじい速度で駆かける悠の身体からだには、空気の膜まくが覆おおっているのだ。いかなドラゴンブレスと言えど、今の悠を止める事はできなかった。

「突つき抜ぬけえええええぇぇェェェッッ！」

　雷かみなりの轟とどろくが如き咆ほう哮こうを上げ、悠はドラゴンの逆鱗へと両刃剣を突き刺さした。

「カェェッ──！」

　喉のどに突とつ如じよとして生えた強きよう烈れつな異物感に、ドラゴンは既すでにまともな発声さえ出来ない。

　まして、全すべてを焼き尽くすブレスなど、とてもとても。

　逆鱗への一ひと突つきは、ドラゴンへ強烈な苦痛を与えているようだった。それが何な故ぜなのかはわからないが──動物の身体からだを参考に、急しん所ぞうを狙ねらった一突きは、筋肉という構造の力によって防がれた。

　ならば、幻げん想そうの弱点とは。

　逆鱗に突き刺した両刃剣を力強く握りしめ、思い切り横へと薙なぐ。

　血に混じって火花を散らしつつ、光の両刃剣は美しい軌き道どうを描えがいた。

　ドラゴンは首の半分を断たたれた形だ。よもや反撃には転じられまい──と、思いつつも悠は背後へと跳とんだ。万一があるのは身にしみた。震ふるえる竜を厳しい瞳ひとみで見つめ、悠は次の一秒を延々と待ち続ける。

「カァ……カァァ……カ……」

　ドラゴンは時折口元に炎を混じらせつつ、苦く悶もんの呻うめき声を上げている。

　この状況に置かれてなおブレスによる反撃を試みているのか？　と悠は注意深くドラゴンを観察するが──どうも、違うらしい。

　むしろ、逆だ。ドラゴンはこみ上げる炎を抑おさえようとしているかのように見えた。

　行動の意図を測りかねていると、その時は訪おとずれた。
















「ケギャァァァァッ！」

　逆鱗の傷口に、炎が奔はしる。

　かと思うと──火薬を詰つめすぎた花火のように、ドラゴンの首元に炎が迸ほとばしった。

　炎は導火線を焼き尽くすようにドラゴンの傷口を一周すると、すぐさま収まったが──燃え尽きた導火線が崩くずれて落ちるように。

　ドラゴンの首が傾かたむき、地に落ちる。

「あ……」

　悠がドラゴンの首を切り払はらってから、十秒にも満たない間の出来事だった。

　地に落ちたドラゴンの首はもう動かない。やがて──その巨きよ体たいも、重力に引かれて地に崩れておちた。

　──ココまで来れば、何が起きたかわからない三人ではない。

　いかに強大な相手だろうと、首を落とせば死ぬのだ。

　苦悶の表情でどこか遠くを見ているドラゴンの瞳は、もう何かを映す事はない。

　ようやくドラゴンが死んだ事を理解すると、死と生が三人になだれ込んできた。

「や……っっったぞおぉぉぉっ！」

　最初に勝かち鬨どきを上げたのは、悠だった。最後の一撃が自分だったからこそ、勝利の実感が湧いてくるのも早かったのだろう。

　天高く両刃剣を掲かかげるその姿はまさしく勝鬨。悠自身、まさかこんな事はしないだろうな……と思っていたが、いざやってみると心ここ地ちのよさを感じていた。

「勝、ったのか。ハハ……まさか本当に、こんな戦力で勝てるとは……！　それも、目立った外傷はなしときたものだ！」

　次いで、その美酒を煽あおったのはカティアであった。

　カティアは、ドラゴンがどれほど強力な存在か知っている。その喜びもひとしおだ。

　静かに打ち震え、自分たちの成し遂とげた事がどれほどの事かを考えると、焦げ付くように胸が熱くなってくる。

「う、うううううう……よが、よがっだよぉ……皆みんな、みんなでいぎでるう……！」

　だが一番その喜びに打ち震えていたのは──他でもないクララであった。

　自分なんか見捨てればいいのに。何度口にしかけたかわからない言葉を飲み込んで、結局はドラゴンと邂かい逅こうしてしまった。その上、一度は悠が死んでしまったかと思って──今は、皆でこうして勝利を喜んでいる。

　まさに地じ獄ごくから天国の格差だ。ギリギリ女の子がしてよいかどうかというラインまで顔を歪ゆがませて、クララはほとほとと泣いていた。

「お、おおう……落ち着けって。みんな無事だから、な？」

「そ、そうだぞ。一時はどうなる事かと思ったが、今こうして生きている。どうせならば泣くよりも笑おうじゃあないか！」

　あんまりにもあんまりなクララの様子を見て、悠とカティアは逆に冷静になっていた。

　そんなやり取りをしていると、なんだかキャンプに戻もどったようで。悠とカティアは、顔を見合わせて笑った。




　　　　　　　◆




「さて……ではそろそろ聞かせてもらおうか。あの戦せん闘とう中だけでも、聞きたい事はいくつもあったのだが」

　ようやく落ち着いたクララを座らせた一同は、野営の準備を進めていた。

　最大の脅きよう威いも取り除いてしまったので、疲つかれた今日はもうゆっくりしてしまおうという腹積もりである。

　距きよ離り的には元のキャンプに戻ってもよいのだが、そこまでは運べない大荷物があるため、野営という形になった。

　その大荷物というのが──近くに転がるドラゴンの肉である。

　ドラゴンの肉は持ち運ぶにはあまりにも多く、運うん搬ぱんを諦あきらめた結果、ならばこの場で野営をしてしまえばいいという結論になったのであった。

「んー……気になるか。俺としては肉のほうが気になるんだけどなあ」

　ドラゴンの肉を捌さばきつつ、悠はどうでも良さげに生返事を返す。

　どうでもいいというわけではなく、むしろ先さき程ほどの『チャージ』については悠自身大いに気になっていたのだが、今はそれよりも……

「夢にまでみた『ドラゴンの肉』！　まさか現実にこの舌で味わう日が来るとはなあ！」

　ただただ、目の前の存在、夢が具現化した肉に興味を奪うばわれていた。

　先程までは悪夢の象しよう徴ちようでも、こうなっては『悠の夢』そのものだ。

　異常なハイテンションでいながらも、悠の瞳は光り輝き、純真な笑えみを浮うかべている。

「うおっはぁ～！　スゴイぞ……！　しっとりと吸い付くような肉質！　生肉の時点で僅わずかに香かおる甘い芳ほう香こう……！　肉食の動物がなんでこんなに芳こうばしいんだ……！」

　焼く前から、その肉質は悠を魅み了りようしていた。

　不ま味ずいはずがない。当たりハズレが多く、実際に焼いてみたら臭くさかった……なんて事も多い『変わり肉』に悠が焼く前からこうまで期待を持つのは、久しぶりの事だった。

「むう、これは何を言ってもムダか……はあ。今ユウは肉食と言ったが、正しくは雑食だ。特にマナの豊富なハーブ類を好んで食べるらしいから、良い匂においがするというのなら、それが関係しているのかもしれないな」

「へえ、なるほど！　天然のハーブ牛ってわけか」

　その巨体を動かすにハーブばかりを食べている訳はないだろうが、芳しい香りの理由を知る事が出来て、悠は素す直なおに感心する。

　カティアから借りたナイフでドラゴンの肉を切っていくと、発達した筋肉に依よるものだろうか。魅み惑わく的な感かん触しよくが手を伝わってくる。

　不思議な事に、死んだドラゴンの肉は生前よりもずっと柔やわらかくなっている気がした。というか、それは実際に事実である。

　人間を含ふくむこの世界の生き物は、その運動能力の一いつ端たんを魔ま力りよくによって担になっている。

　これによって、僅かな筋肉量で想像もできぬほどの運動性を生み出しているのだ。

　このため、生命活動を停止したドラゴンの肉からは魔力による強化が打ち切られ、柔らかくなるという現象が発生していた。

　薄うす々うす、悠はこの世界の『魔力』という法則がどのようなものか理解しつつあった。

「んー……可食部が意外に少ないな……っと。やっぱり手足は強きよう靭じんなだけあって食えないかもなあ。スネなんか煮に込こめばいいダシが出ると思うんだけど、調理器具もないしなあ」

　ぶつぶつと言いながら、悠は一いつ旦たん下ごしらえを打ち切る事とした。

　晩飯の分は確保ができたからだ。

「一段落したし、質問の方に答えるよ。俺も確認しておきたい事があったしな。と、その前に川で手ェ洗ってきていいか？」

　だから、今度は先程の戦いを共にした仲間の疑問に答える事にした。

　今日の夜は長そうだ。沈しずみ始めた太陽を見て、悠は静かに笑みを浮かべた。










　　　第十三話　料理の王







「ではまず、何故ドラゴンの炎を受けて平気だったのかを聞きたい。竜りゆうのブレスは様々な種類があるが、中でも炎のブレスは『冥めい府ふの火か炎えん』とさえ呼ばれる強力なものだ。一いつ瞬しゆん触ふれるだけでも危ない炎の中で、なぜユウは平気だった？」

「そうだよ！　ほ、本当に死んじゃったかと思ったんだからあ……」

　スパイスが肉に馴な染じむまでの時間、悠ゆうはカティア達の疑問に答えて待つ事にした。

　隠かくしきれない興味に問い質ただす様な口調を被かぶせ、カティアは悠の目を真っ直ぐに見み据すえる。

　先程の状じよう況きようを思い出して段々泣きそうになるクララが泣き出す前にと、悠は答えた。

「アレに関しちゃ結構俺も賭かけだったんだけどな。『泡あわ』を使ったんだよ」

「それは、知ってるんだけど……なんで、あんな泡なんかでドラゴンの炎が防げたの？」

　泡なんか、という着き飾かざらないが故ゆえの純じゆん粋すいな言葉に、ちくりと心を刺される。

　あの時はたまたま命を繫つなぐ防ぼう護ご壁へきとなったが、本来泡を出すだけの力に使い道はない。

　だというのに、先程ピンポイントでそこまでの効果を発揮したのは──

「泡の中に空気があったからだよ。……空気って、結構熱を通しづらくてな。小さい泡をたっくさん重ねると、かなりの断熱効果があるんだよ。俺の国だと、泡状のウレタンって素材を断熱材として家に使ったりするんだ」

「空気……泡。成る程、そういうものなのか」

　悠の説明に、カティアとクララは唸うなるのに合わせて首を動かした。

　……実際には、それだけで防げていたはずのものなのか、悠にもわからない。

　だが実際に防げているからには、『魔力』という異世界の法則が関かかわっているのかもしれない──と、悠は心中で推測している。

「では二つめ。あの『チャージ』の力は？　目覚める事はなかったのではなかったのか？」

「アレについては、俺もよくわからない。……ただ、今もそうだけどアレを使った後はすっげぇ疲れたから──こう、今までは単純に魔力が足りなかったんじゃないかなって」

　二つ目の質問は、悠もまた気になっている事であった。

　ディアルクの焼き肉を食べた次の日、悠は早さつ速そく『チャージ』を使えるようになったか試ためしてみた事がある。結果は、不発に終わったのだが。

　一見能力を持つ食材を食べても能力が宿らないというのは珍めずらしい事でもなかったので、その時は悠もそういうものかと思っていた。

「けど……あそこで頑がん張ばんなきゃ、って思ったら急に力が湧わいてきてさ。なんかコレなら行ける！　って確信があった。あとは……多分、アレも関わってる」

　だが、悠の魔力が一定以上に達した時、その力は目覚めた。

　喩たとえとして彼女たちの前に出す事はできなかったが、悠はこれを『消費ＭＰが足りない』状態だと思っていた。

　実際に、それは的中していた。そして、もう一つも。

「それって……ディアルクの角の槍やり？」

「槍……ってかよく見たら両りよう刃ば剣けんみたいな？　それはいいんだけど、なんかあの力を使おうとしたら……響ひびき合ってるっていうか、両刃剣が身体からだの一部みたいな気がしてさ。もしかしたら、その能力を使うために必要なモノがあるのかもしれないって思ったんだ」

　それこそが『鍵かぎ』となった『光角の両刃剣』である。

　ディアルクを倒たおした時、悠はその肉を食す他に、角を戦利品として収集していたのだ。

　コツコツと加工して、武器にしたのがこの光角の両刃剣だ。

　悠の感覚は、大おお雑ざつ把ぱだがまさにその通り。チャージの力は悠の身体からだの中に眠ねむっていたのだが、それを引き出すためには魔力ともう一つ、力と響き合う『鍵』───能力の持ち主の象徴が必要となるのだ。

　もちろん、今まで使ってきたもののように何もなしでただ己おのれの力と出来る場合もある。

　だがディアルクは少しばかり特とく殊しゆな区分に居る魔物なのだ。

「そういうもの、なのか？　ううむ、考えれば考えるほどユウの力はよくわからんな」

「我ながらそう思うよ。……けど、しっかりメシ食って、魔力を増やしといて良かったよな。これで魔力が足りなかったら、どうなってたかわからなかったしさ」

　悠の能力は、本人自身わかっていない所が多く、推測がほとんどだ。興きよう味み津しん々しんだったカティアも、そのデタラメさに深く考える事をやめたらしい。

　自分もそう思う。そういって悠が冗じよう談だんめかして笑う。

　……すると、カティアとクララはぴたりと動きを止めた。

「え、あれ？　どしたん……？」

　問い返すまでもなく漂ただよう神しん妙みような空気に、悠も笑ってはいられなかった。

　二人共、呆あきれるような、信じられないモノを見たような眼めをしている。

　悠だけが、自分の言った言葉の意味に気づいてはいなかった。

　顔を見合わせた二人は、躊躇ためらいがちに互たがいの顔を見てから、頷うなずいた。

　そして──

「あのね、ユウ。食事で魔力が増える……っていうのは、飽あくまでも『回復』なんだ」

「つまり、食事で魔力を増やすというのは空いた器うつわに足りない水を注ぐようなものだ。……お前が言っているのは『増加』だろう？　食事では、器そのものが大きくなる事はないんだ」

「なな……ま、マジか……？」

　悠にとっては衝しよう撃げきの事実。この世界の常識を告げた。

　そう、悠は食事をするたび強くなってきた──魔力の絶対量を増やしてきたが、この世界では本来それは有り得ない事なのだ。魔力の絶対量は厳しい修しゆ業ぎようによって魔力を使う事で、その使用量や自然回復などに応じて『コレでは足りない』と身体からだが判断した時に増えるもの。言わば筋トレのように使えば使うほど僅かに増えていくものなのだ。

　それを、悠は食事という形で増やす事が出来る。……これは、悠の価値観で言えば圧あつ倒とう的なまでの『チート能力』に当たるレベルのものだった。

「もしかしなくても、俺ってヤバい……？」

　恐おそる恐るという様子で悠が聞くと、カティアとクララは呆れ気味に頷いた。

　食えば食うほど、身体能力が上がり、特殊能力を得て加速度的に強くなる。それは、毒物の鑑かん定ていや食材の探知などでさえ霞かすむような『チート能力』だと言えるだろう。

「お……おおふ……って言われても、どうしたもんかわかんねえよ……」

　しかし悠は、それを背負うには少し欲がなさすぎた。

　……いや、持てる欲の殆ほとんどを食欲に振ふってしまったと言うべきだろうか。

　その気になれば世界をも獲とれる怪かい物ぶつが平和主義者だったのは、この世界において幸運だったかもしれない。

「まあ、そうだよね。実はなんかおかしいなーって思ってたんだけど、言い出せなくて」

「本来有り得ん事だからな。とはいえ、大層な能力を持ちながらそんな様子で居るのもユウらしくて私は好きだぞ」

　いや、あるいは。

　ユウが最初に出会った人間がこの二人であった事こそが、なのだろうか。

　うまい飯と気のいい仲間。とりあえず、それさえあれば悠は満足だったのだから。

「あ、そうだ。さっきドラゴンを倒した時に首から火が出てたと思うんだけど……アレも、ユウの力なの？」

「いや、あれは多分──あの辺りにブレスの素もとになる粉を貯ためておく器官があったんだ。そこに鱗うろこから散る火花が引火した……とかじゃないかな」

「解体している時に気づいたのか？　よく見ているな……」

　それにこの世界はわからない事もまだまだ多く、こうして知的好こう奇き心しんを満たせるというのも中々楽しいものだ。

　何よりも、悠にとっては──

「さて、と。それじゃあそろそろメシにしますか！」

　そのわからない事の中には、異世界の魔物たちの『味』が含ふくまれるという事だ。

　──恐らく、今日はこの世界にやってきてから最高の食事に出会える事だろう。

　疲つかれも吹ふき飛ぶ興奮で、軽い身のこなしで立ち上がった悠はそう宣言する。

「まってました！」

　そうすれば、こうやってノリを合わせてくれる仲間がいる。それでいいじゃないか、と悠は一人笑う。

　思えばとんでもない力なのだ、という事はひしひしと感じていた。『騎き士し』とやらが五人十人集まっても一ひと筋すじ縄なわではいかない怪物を、たった二人で、大した被ひ害がいもなく倒してしまったのだ。

　既すでに、悠の『力』は個人レベルとしては破格になりつつある。

　でも、悠はこの二つだけを望めれば良かったのだ。

　仲間と食事。その食事のほうが──並外れたレベルで──豪ごう華かだというのは、彼が保つ力に比べたらご愛あい嬌きようというものだろう。

　この世にある『解き明かされた』料理の中でも最さい高こう峰ほうとされる料理。

「今日は、ドラゴンのステーキだ！」

　盛せい大だいに花火を打ち上げるようにその名を叫さけぶと、たった二人の大だい歓かん声せいが巻き起こった。
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「で、出来たぞ……こちらドラゴンのステーキになります……」

　調理を終えて結局は一日が終わろうとしている時間に、悠は戦せん々せん恐きよう々きようとした様子でその料理を配はい膳ぜんした。

　各おの々おのの好みを聞いての、二百から四百グラムの肉のカット。スパイスで香かおりを付け、適度な塩を振り、しっかりと肉にく汁じゆうを閉じ込めミディアムレアに焼き上げた一品。

　ステーキの焼き加減だけにはこだわりのある人も多いだけに、悠は今回全力をもってドラゴンステーキを焼き上げた。

　すると、どうだ。出来上がったのはステーキとは名ばかりのナニカであった。

「ふ、わああ……！　すごい、お肉と脂あぶらの層……！」

「ピンクと白のコントラストが美しい……！」

「肉と脂でミルフィーユみたいになってるな……」

　そこに出来上がったのは、もはやステーキを超こえた美術品と言っても良い存在だった。

　肉と脂の層が得も言われぬ美しさを生み出し、微かすかに昇のぼる湯気は炎ほのおに煌きらめいている。

　ただ切って焼いただけ。それをハイレベルで行ったものの、悠はそれを『だけ』と言うだろう。だけだというのに、それは神の手を意識せざるを得ないほどの美術品であった。

　喩えるのなら、美しい岩塩の地層を見たような。自然に神の存在を見る、あの瞬しゆん間かんだ。

「き、切ってくぞ？」

　ナイフやフォークなどの整った食器がないため、悠は二人の許可を得てから、肉を一口サイズに切り分けていく。

　この圧倒的な存在感を前にした今では、それさえもが冒ぼう瀆とくであるような気がした。

　焼き加減は完かん璧ぺきだ。肉汁が逃のがれたとしてもごく僅わずかである。しかし悠には、たまらなくそれが惜おしく感じられた。

「焼く前より更さらに柔やわらかい……！」

　そうしてナイフを走らせると驚おどろいたのは、その肉の柔らかさだ。

　上質な脂は低い融ゆう点てんの直前まで温められ、まるで抵てい抗こうを感じさせないようになっていた。

　一秒でも早く肉を頰ほお張ばりたい衝しよう動どうに耐たえながら、それでも悠は肉の繊せん維いを壊こわさぬよう丁てい寧ねいに切り分けた。

「もう食えるぞ……」

「わ、わあ……まさか、生きてる内にドラゴンのお肉が食べられるなんて……っ」

「私も初めてだ……食とは、これほど人の心を高まらせる事ができるのだなっ」

　しかしすぐにでもその肉を食べたいというのは、二人も一いつ緒しよだった。なんとか悠が切り終わるまでを待つと、もう三人の我が慢まんは限界といった所だ。

「それじゃあ……」

「いただきますっ！」

　それほどの存在を目の前に、今すぐ食べられるように置かれてはもう歯止めなど聞くはずがない。誰だれともなく声を合わせると、ドラゴンステーキの一切れをすぐさま口の中へと放ほうり込んだ。

「（う……ま……!?）」

　そして、一ひと嚙かみ。たったそれだけで、悠の脳内は味に支配された。

　調理されたドラゴンステーキの良質な脂は、口の温度に達すると一瞬で溶とけ出し、甘美な味わいを口いっぱいに広げていく。

　複雑に絡からみ合った脂が融解する事で、鍛きたえ上げられた肉の繊維が解ほどけ、しっかりとした食感を演出していた。脂がよくのっているというのに、ハーブなどを好むからだろうか、クドさはまったくない。むしろ、嚙みしめるほどローズマリーやタイムなどの気品あるスパイス香が顔を出すような気さえした。

　それぞれの旨うま味みはジューシーな肉汁にのって口の中を駆かけ巡めぐる。陳ちん腐ぷな表現だが、悠は絢けん爛らん豪ごう華かなダンスパーティーを想像せずには居られなかった。それほど多くの要素が一いつ斉せいに、音楽に合わせて秩ちつ序じよだったダンスを踊おどるように、調和していたのだ。

　フライパンがないため、ソースを作れなかった事を悠は悔くいていたが──塩の引き出す肉の旨味は、よほどのソースでなければ纏まとめる事は出来ないだろうと思った。

　トリップにも似た恍こう惚こつ感のオーバーロードから帰ってきた悠は、ふと二人を見た。

　どちらも蕩とろけた表情で、言葉一つ発する事が出来ずに居る。無理もないだろう、これほどの味わいを、悠は他に想像する事が出来なかった。

　これに比べれば、最高級の牛肉でさえ地球の汚けがれを感じてしまいそうな──それほどまでに雄ゆう大だいで、無限の広がりを見せる味だった。

「ちょっとコレは想像以上だな……山の上で食べるもんじゃない」

「かと言って、レストランでも中々食べれるものではないだろうがな」

　ドラゴンステーキに合わせるロケーションの話になると、皆みな頭を抱かかえざるを得ない。一つわかるのは、せめて食器くらいは最高のものを用意したかった……というくらいだ。
















　美術品だのという前に、実用性が障害になっているのだ。木のフォークや箸はしの木材臭くささは、邪じや魔ますぎた。

「あはー……なんだか、信じられないなあ。遭そう難なんしたと思ったら、ドラゴンに会って、こんなに美お味いしいお肉を食べてるなんて」

「確かにある意味貴重な経験だな。……はぐれドラゴンを山で食べる、なんていうのは一生経験できなさそうだ」

　皆、一口頰張っては恍こう惚こつとして味に酔よいしれている。

　少なくとも、今地球では食べられないようなモノを食べている。その事実を嚙みしめると、ドラゴンステーキは更に旨うまさを増す気がした。

「これが捕ほ食しよくされる心配がない生物の旨さ、か」

　……地球では強いという事と美う味まいという事をイコールで結んではいられない。

　これは『美味い』という感覚に語りかける『マナ』があるからこそ成り立つ味だった。

「もっと、色々なモノを食べてみてえなあ」

　ふと口から漏もれた呟つぶやき。

　悠としてはごく何気ない一言だったが、確かにそれは二人の少女の耳に届いていた。

　ある者はそこに旅の始まりを予見し、ある者はそこに友を止めるべきか否いなかという複雑な感情が生まれる。

　悠の欲求が行き着く先は、より強い魔ま物ものが住まう場所──極きよつ圏けんへと向かうからだ。

　これは必然であり、その道を探求すれば必ずや避さけては通れない場所だ。

　だが今は山の上。とりあえず、二人はそれを胸にしまう事とした。

「えへ、へ。ねえユウ？」

「ん、どうした？」

「おかわり、ってできるかな？」

　それよりも、今この瞬間を楽しむ事こそが重要だ。

　控ひかえめに、照れくさそうにクララは葉の皿を差し出す。

「おう！　出来るぞ！　どうせ生肉は日持ちしないし、ガンガン食ってくれ！」

「ならば私も貰もらっていいか？」

「おうおう、ノッてきたな！」

　こうして、ドラゴン討とう伐ばつの夜は期せずして宴うたげとなった。

　付近の魔物も、絶対強者が狩かられた匂においを警けい戒かいし、悠達に近寄る事はない。

　まるで山を貸し切ったかのようなどんちゃん騒さわぎは、食い過ぎ三名を生み出すまで続いていくのであった。



















　　　エピローグ







　真上から降り注ぐ日光が山の木々の中を温める、じっとりとした蒸むし暑さのある日だった。標高の高さからかたまに吹く風は頰ほおを引っ搔かくように冷たく、暑いような寒いような、気持ちの悪い気候を生み出している。

　そんな気味の悪い空気の中を、悠ゆう達は歩いていた。

「はあ……はあ……」

　その中には、しっかりと自分の足で歩くクララの姿もある。

　ドラゴンの肉というマナに溢あふれた食材を摂せつ取しゆした結果、治ち療りようが進んだためだ。

　歩けるようになったとは言っても、クララの脚あしはまだまだ完治したとは言いづらい状態だ。しばらく動けない状態だった事もあり、体力の消しよう耗もうは激しい。

「大だい丈じよう夫ぶか？　肩かたなら貸すから、遠えん慮りよしないでいいんだぞ」

　息を切らすクララをみとめた悠が思わず声をかけるが、クララは首を横に振ふる。

「うん、大だい丈じよう、夫ぶ。自分の足で、歩きたいんだ」

　疲ひ労ろうを隠かくすほどの余力はなくとも、クララは笑えみを浮うかべて答える。

　悠やカティアのおかげで、クララの脚が治るスピードは予定よりもずっと早かった。本来ならば脚を骨折した時点で彼女の運命は決まっていたようなもので、仮にここまでなんとか食いつないでいたとしても脚は治っていなかっただろうし、ディアルクやドラゴンなどの存在があった時点でこうして生きている事もなかったろう。

　だが現実にはそうはならず、こうして自分の足で山道を歩けるまでになっている。そんな状じよう況きようだからこそ、クララは自分の足で歩かなければバチがあたるとさえ思っていた。

「そっか、でも無理はするなよ。自分で歩きたいっていうなら休きゆう憩けいでもなんでもとるから、早めに言ってくれ」

「それはお願い、する、かも。ありがと！」

　クララの思いがどんなものか、悠は詳くわしくは知らなかったが、なんとなくわかっていた。彼女の思いを尊重した案を提示して、再び歩きだす。

　暑くて冷たくて、行道は険しい。悠やカティアにはなんて事ないが、病やみ上がりのクララにとっては辛つらい道のりだ。

　だが、だからだろうか──クララの頑がん張ばりに応こたえるように、ふと視界が開ける。

「む、あれは！　ユウ！　クララ！　見ろっ」

　僅かに前を行っていたカティアが声を張り上げ、急せかすように先を指差す。

　息も絶え絶えなクララに合わせながら、悠がカティアへと並び立つと、指差す先に広がっていた光景には──

「村……わたしの、村だぁ……っ」

「おお……！　村、か……！」

　森に草原、そして、悠達が立つ山の麓ふもとに村が見える。

　滲にじむクララの声にはもう二度と帰れないとさえ思っていた場所が直すぐ側そばにある感動がこめられていた。

　悠もそうだ。もしかしたらこの世界には人が居ないんじゃないか。クララ達と出会う前にはそれさえ覚かく悟ごしたが、人が住む地を実際に見ると安あん堵どのような、懐かい古このような──不思議な感情が溢れ出してくる。

「あと少し、だな」

「うん……っ」

「無事人里に帰れると思うと、やはりほっとする」

　細かな気持ちは三人それぞれだったが、共通するのはやはり『これで助かった』という安心だ。

　ただ一人、自分のみ『帰る』のではないと思うと悠の心には一いち抹まつの影かげが差したが、それでも無事安全を確保できるとなれば瑣さ末まつな問題の様に感じた。

「ようやく、終わるんだなあ。生きるか死ぬかのサバイバルもしばらくはいいやって感じだ……」

「全くだ。……ふふ、クララが大変なのはこれからかもしれないがな」

「あう……そうだよね。ちょっとだけ気が重いなあ……」

　今はもう、孤こ独どくを感じるほど周りが静かでもない。

　茶化す様にクララを覗のぞき込むカティアの言葉は、荷物を背負わせたかのようにクララの背中を落とさせた。

　それでも、無事帰れる事に比べたら大した事はないのだろう。

「じゃ、行こう！」

　生まれ育った場所を目前にしたクララの足取りは少しだけ軽くなっていて。

　悠とカティアは顔を見合わせて笑ってから、先導するように歩きだすクララを追い始めた。

　村はもう、眼めの前だ。
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「あれほど一人で山に行くなと言ったろう、こん阿あ呆ほうが！」

「うううー！　ご、ごめんなさいっ」

　山を下り、ようやく村へと戻もどったクララを待ち受けていたもの。それはやはりクララへの𠮟しつ責せきであった。

『へあっ!?　お、お前、クララか……!?』

　村へ帰ると最初に悠達を迎むかえ入れたのは驚きよう愕がくだった。文字通り幽ゆう霊れいを見たような顔でクララの名を呼ぶ村人の声はその顔のように引きつっていた。

　それはそうだろう。少し治ち癒ゆの魔法が得意なだけで、特別な技術を持たない普ふ通つうの村娘むすめが、山へ行くとだけ告げて三週間あまりも失しつ踪そうしていたのだ。死んだと思って当然……というのは言い過ぎにしても、そう思った所で責められるいわれはないだろう。

　何分、狭せまい村だ。最初の村人の一声で、村中から人々が集まってくるまでには時間は要いらなかった。

　そうする内にあっと言う間に悠達は取り囲まれ──村の長おさからの怒ど鳴なるようなお𠮟しかりが、先の言葉である。

「ロージィさん達がどれほど心配しとったかわかっとるんかお前は！」

「ごめんなさい！　ごめんなさい！」

　村人の中でもやや高こう齢れいな者達の説教は、しばらく終わる事はなさそうだ。悠達はクララを気の毒に思いながらも、人々の言っている事が正しく口を挟はさむ事が出来ない。

　それを苦々しい笑みで見ていると、悠とカティアの元に二人の男女がやってくる。

「あの……あなた達がユウさんとカティアさん……でしょうか？」

「はい。ええと、お二人は……」

「私達はロージィとレシタ。クララの親です。あの子の話によれば、遭そう難なんしている間お二人に命を救われたそうで……なんとお礼を申し上げたら良いか」

「ああ、クララの！　いえ、此方こちらこそ娘さんのおかげで頑張ろうと思えたくらいで……」

　聞けば、二人はクララの両親だという。

　深々と頭を下げる二人に、自然と悠の腰こしも低くなる。

　頭を下げ合う悠達を見て、こんな場面に慣れているカティアは一人苦く笑しようを深く刻み込むのであった。
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「ふふいー……いっぱい怒おこられちゃったよう……」

「仕方がないだろ。本当に命がかかってる問題だったんだしさ」

　空が真っ赤に染まるころ。村人達の説教からようやく解放されたクララが、テーブルに突つっ伏ぷす様に身体からだを伸のばした。

　村についたのが昼過ぎならば、もう暗くなっていくだけの空を見れば四、五時間が経過した事がわかる。

　歩き通しからの説教は、ようやく村へと帰る事が出来て元気いっぱいのクララでさえ疲ひ労ろう困こん憊ぱいにさせたようだ。

　それでも甘んじて説教を聞いたのは、村の人達の想おもいが理解できたからだ。自分の事を想って言ってくれているというのがわかっていたので、クララはただ真しん摯しに村人達からの𠮟責を受け止めた。

「でも……安心したなあ。山の夜って、暗くて、色々な音がして……ユウ達に会わなければ、孤独だけで押しつぶされちゃったと思う」

「……ああ。私も、夜の山があんなに恐おそろしい場所だとは思わなかった」

　しかしそれが、彼女たちにとって『現実への帰き還かん』の実感となっていた。

　家の中は火が灯ともされて優やさしい明るさを湛たたえていて、人々が生活する気配がある。外へ出ても生活の光が灯されていて、歩く事くらいならば難なく出来るだろう。

　その点で、山の中は正しく異界だ。数メートル先も見えない闇やみの中にあって、闇には何が潜ひそんでいるかもわからない。気候も心ここ地ちよいとはいえず、肌はだ寒ざむかったり蒸し暑かったりして、独特のにおいが満ちている。

　直ぐ側に見えているはずの場所なのに、ヒトの住む家と山とでは、共通している感覚のほうが珍めずらしいくらいだった。

「その点、悠の食事には勇気づけられたよ。食べた事がないモノばかりなのに、温かくて、どこか懐なつかしくて……あの食事がなければ、心が折れちゃってたかもしれない」

「そうだな。特に私は、ユウ達の助けがなければ何が食べられるかもわからず餓が死ししていただろう。改めて礼を言うよ、ユウ」

「な、なんだよいきなり。こっ恥ぱずかしいだろ」

　そうした中で、唯ゆい一いつ彼女たちが持つ事が出来た日常とのつながりが『美お味いしい』という感覚だった。

　紛まぎれもなく、悠の『料理』は、クララ達の命を繫つないだのだ。

「いや、決して大げさではない話だ。もう少しキミは自分の力を誇ほこってもいいな」

「そういうもんかね……」

「そうだよー。本当に、ありがとうね」

　特にひねくれたところもない悠にとって、賛辞を受ける事に悪い気持ちはしない。

　何な故ぜだか恥はずかしそうな悠を説得するように、二人は畳たたみ掛かける。

　すると、一つの話が終わって、短い沈ちん黙もくが流れる。

　しかし、長くは続かない。

「そういえば──ユウ。キミは、この後どうするんだ？」

　沈黙を破ったのは、カティアだった。

　突とつ然ぜんの問いかけにも、悠は驚おどろく事はなかった。自然と、考えていた事だからだ。

「そうだなあ、カティアは？」

「私は明日にでもモイラスに帰ろうと思っているよ。ドラゴンの一件を報告しなければならないのでな」

　声は笑いつつも、悠の顔は笑ってはいなかった。するりと交かわすようにカティアへと同じ質問を投げると、悠は一つ頷うなずいた。

　小さくタメを作ってから、悠は真しん剣けんな瞳ひとみで語りだす。

「俺は、極きよつ圏けんに行こうと思う」

　その答えに、カティアは視線を鋭するどく研ぎすませて、悠へと向けた。

　クララが胸の前で、手を握にぎる。

「まあ、なんだ。俺って、結構複雑な事情があってさ。この世界に故郷ってモンがないんだ。だから帰る場所がなくて──近いうち、旅に出るつもりでいた。そんで何ど処こに行こうかなって思った時、いつだか話してくれた極圏ってのが忘れられなかったんだ。極圏には強い魔ま物ものが居て──強い魔物は、美味いって聞いたからさ」

　悠には、その答えがカティアにとって望ましくないものである事がわかっていた。

　だが、カティアも悠がそう答える事はわかっていたのだろう。黙もくして聞くカティアからの無言の催さい促そくに、続きを話す。

「俺には人に誇れる趣しゆ味みはなかった。技術だって、料理なんか珍しいもんでもないし、剣けんを振ふったりは正直苦手だ。でもさ」

　悠は目を瞑つぶって、今までの自分について語る。

　しかし──でも、と前置きをして開いた瞳には、確かな輝かがやきが満ちていた。

「今なら胸を張っていえる。誰だれも知らない味を探求したい、見た事もない食材を使って美う味まいメシを作りたい、って。そんで──『こっちの世界』には、聞いた事もないような、夢みたいな食材がいっぱいあるんだってさ。世界中の『味』を探究する。それが今なら胸を張っていえる、俺の夢だ」

「ユウ、それは──」

『帰る場所がない』『こっちの世界』。悠の言葉に、カティアは何回も聞き返したくなった。

　荒こう唐とう無む稽けいな言葉だ。それらを整理すると悠は『違ちがう世界』から来た事になる。

　だが、カティアは聞き返さなかった。質問を飲み込んで、輝く瞳を真正面から見み据すえる。

　命の恩人を、命を預けあって戦った親友を信じたからだ。

「いや、多くは聞くまい。……正直に言うと、極圏行きは反対だ。神しん殿でん騎き士しという仕事の関係上、私はそこにはあまりいい思い出がないのでね。だが、そういった明確な夢があるのならば──友として、キミを応おう援えんする」

　様々な思いを漉こし器にかけて、カティアが絞しぼり出したのは、激げき励れいの言葉だった。

「ただし、極圏に行く前には十分な準備をする事を約束してくれ。荷物の準備……は私が言えた事でもないが、渡と航こうの許可等はしっかりな。そういった手続きを助ける事は、出来るだろう」

「……！　ありがとう、カティア！」

　自じ嘲ちよう的な言葉を混ぜながら言うカティアは、苦々しくも笑っていた。

　正式にカティアからの応援を貰もらった事で、悠は顔を綻ほころばせる。

　──反面、曇くもった顔をしていたのはクララだ。

　友の門かど出でを見送れない、というわけではない。単純に、悠との別れを辛つらく思ったからだ。

「さて──では、クララの方はどうするんだ？」

　カティアは、そんなクララに気づいていた。

　俯うつむかせていた顔をはっと上げ、クララは悠とカティアを交こう互ごに見る。

　悠は疑ぎ問もん符ふを表情に浮うかべていたが、問い掛けたカティアはどこか得意そうな顔をしていた。

「なにか言いたい事があるのならば、今言っておかなければ後こう悔かいするんじゃあないのか。経験から助言するが、極圏を行き来する者と連れん絡らくをとるのは大変だぞ」

　そこまでいえば、皆みなまで言っているのも同じだろう。クララは一いつ瞬しゆんだけそんな風に思ったが、だからこそカティアがそれを言う勇気をくれている事がわかった。

　まだわからないという顔をしている悠に、強く振り向いて、クララは視線を結ぶ。

「お、おお？　どうした……？」

　半ば睨にらみつけるような視線に、悠は言葉を詰つまらせながら聞いた。

「私も、私もユウと一いつ緒しよに行きたい！　今度は、絶対に足を引っ張らないからっ！」

　クララが悠に返したのは、桶おけを逆さにするような思いの吐と露ろだった。

「……クララ、それは」

　極圏は危険な場所。夢を抱いだきつつもそれだけは忘れていなかった悠は、諭さとすように語りかける。

「何も考えなしで言ってる訳じゃないの。……私も、本当はこの村の生まれじゃないんだ」

　そんな悠の言葉を遮さえぎって、クララは自分の髪かみの毛を摘つまんで見せた。

「私は、拾われた子なの。……ユウは何も言わなかったけど、銀色の髪って凄すごく珍しいんだよ。銀色の髪は、もう居ないって言われてる種族の人達くらいしか、持ってなかったんだって」

「マオル族、か」

　銀色の髪を見やり、カティアは重々しく呟つぶやいた。カティアの声と同じくらい、クララはしっかりと一度、頷いた。

「成る程ほど、それでか。……骨折の治ち療りようを早める程の治ち癒ゆ魔術の使い手はそうはいない。その銀色の髪と併あわせて、まさかとは思ったのだが……実際に、この目で御お伽とぎ噺ばなしの存在を目にしていたとはな」

　冷静な語り口ながらも、カティアの顔色は明るくない。それだけ動どう揺ようしているのだ。

　しかし悠はこの世界の伝説など知らず、話についていけない。

　悠が話をよく理解できていない事を察して、クララは悠に説明した。

「マオル族っていうのは、昔この世界に居たって人達の事でね、とっても魔法が──特に、治癒の魔法が得意な人達だったんだって。でも、昔どこかの国の王様が不老不死を求めてマオル族の人達を攫さらったり……色々なひどい事をしちゃったから、マオル族の人達は絶ぜつ滅めつしたって伝えられてるの。でも──」

　大きく息を吸い込んでから、決心を伝えるように、クララは悠の瞳を見据える。

「マオル族の人達は人が住めないような過か酷こくな環かん境きよう──極圏に散り散りになって逃のがれたって話もあるんだ」

　──その事を話すのは、クララにとっても非常に勇気がいる事だった。

　なにせ、自分を絶滅した人種の生き残りかもしれない、と伝えるのだ。まして、絶滅の理由が『不老不死を求めた王』である。広く知られればどうなるか、想像には難かたくないだろう。

　しかしクララはそれを話した。悠だけでなく、カティアが居るこの場で。それは信しん頼らいの裏返しに他ならない。

「お父さんとお母さんは、大好きだし──本当の両親の様に思ってる。だけど、何処かに自分のほんとうの姿が在るのかもしれないって思うと、小さな棘とげみたいに気になってた。……多分、いまここでそれを探しに行かなければ、私はもう静かな村のクララとして一生過ごすと思う。それが悪い事とは思わないけど──私は、自分の姿を、ユウと一緒に探しに行きたいと思う。……だからお願い、ユウ！　私を、一緒に連れて行って！」

　思いもかけぬ告白に、悠は思わず頭を押さえたくなった。

　絶滅した種族、不老不死──語られるこの世界の伝説はまさに『ファンタジー』だ。

　だが、悠はそうしなかった。誰かに助けを求めたくて、カティアと目を合わせたくなった。でもそれもしなかった。

「……親おや御ごさんには、それを話したのか？」

　悠は、この場にいない者の存在を示して、クララに問う。

「ううん、まだ。でも、私が拾われた子だっていうのは、もう聞いてる。……その時にもしかしたら、ってお話もしてる」

　思いの強さを語るように、クララは真実だけを話した。

　付き合いは短いが、悠はクララをとても気に入っていた。まだそれは恋こいや愛といった感情ではなかったが、共に旅が出来る事ならそれはきっと楽しいだろうと思っている。

　だからこそ、悠はクララを危険な目には遭あわせたくなかった。『ドラゴン』が極圏から流れてきた生物だというのならば、極圏にはドラゴン級の危険が溢あふれているのだろう。それを考えると、大切に思う友を極圏に連れていくというのは憚はばかられた。

「……親御さんから、しっかり許可をとるなら──いい。うん、一緒に行こう、クララ」

　それでも、悠はクララの申し出を承しよう諾だくした。

　この世界に故郷がない自分と、その姿が重なって見えたからだ。

　厳密には、それは違うだろう。悠は自分が生まれ育った場所を知っているし、クララは生まれを知らずともずっと過ごした温かい場所がいまここに存在する。

　むしろ、真逆と言ってもいい。それでも──何処かにある遠い故郷を求める気持ちは、同じだった。

　悠の微笑ほほえみに釣つられるように、クララの表情が花開くような笑みを作る。

「ありがとう、ユウっ！」

「ま、待て待て！　許可を取ってからって言ったろ！」

　感極きわまって抱きつくクララを真っ赤になりながら諫いさめると、その様子を見ていたカティアが穏おだやかに笑う。

「どうやら、道は決まったようだな」

「カティア……うん、ありがとう」

「私は手助けをしただけさ。恩は返せる時に少しずつでも返したいのでね」

　思いを打ち明ける手助けをしてくれたカティアへ礼を言うと、カティアとクララはしっかりと目を合わせて微笑んだ。

　悠はそれを見て、女子には女子しかわからないコンタクトがあるのかもしれないと、疲つかれた顔をする。首を傾かしげる悠を見て、二人は笑った。

「では──まずは身体からだをしっかりと休め、ご両親に許可を取り付けるんだ。いいか？」

「うん！」

「おう」

　ひとしきり笑うと、悠達は三人で顔を見合わせた。

　その顔は、皆一様に不敵な笑みを浮かべている。

「私は明日、一足先にモイラスへと帰る。キミ達は旅立つ準備を済ませたらまずモイラスへ向かい、私を訪ねてくるんだ。色々と便べん宜ぎを図はかろう」

　悠とクララの強い意志を感じ取ると、カティアは優やさしく微笑む。

　カティアは神殿騎士として、命を落とす者が多い『極きよつ圏けん』にはあまり良い感情を持っていない。それでもその笑みは、旅立ちの始まりを祝福していた。

　悠達もそれを悟さとると、しっかりと一度頷うなずいた。

「よし、ならば──別れの挨あい拶さつには少し早いから、これは約束だ。いずれ、モイラスで」

「ああ、また会おうな！」

　拳こぶしを突つき出したカティアに倣ならい、悠達もまた拳を合わせた。

　相変わらず、幼い外見の割に凜りんとした仕草だと思う悠だが、それに慣れてきて違い和わ感がなくなってきた事をおかしく思う。

「願わくば、二人揃そろって訪れる事を祈いのっているよ。あるいは、クララの両親に許可を貰う事が最初の冒ぼう険けんかもしれないな？」

「う、うう……それもまた気が重いなあ……」

　カティアがいたずらっぽく片目を瞑るが、クララは本当にそれをプレッシャーに感じているようだった。

　俺の両親は、旅に出たいなんて言ったら怒おこるだろうか？　それとも背中を押してくれるだろうか。今は顔を見る事が叶かなわない、ごく普ふ通つうの両親を思い浮かべながら──悠は、異世界での旅立ちに思いを馳はせて、大声で笑った。










　　　あとがき







　まずは『異世界チートサバイバル飯～食べて、強くなって、また食べる～』を手にとっていただき真まことにありがとうございました。

　はじめましての方ははじめまして、前作でご存ぞん知じの方はお久しぶりです、赤石あかし赫かつ々かくです。

　編集さん、読者の方々、イラストレーターの東とう西ざい様、沢たく山さんの方のお力を借りて、この度たび無事に二冊目のシリーズをお送りする事が出来ました。本当にありがとうございます……！　やったー！




　と、言うわけで今回もあとがきに何を書こうかなーと悩なやむ権利が与あたえられております。

　書きたい事は色々とあるのですが、本を出版するという興奮があると中々まとまらないものですね。

　しかし新シリーズを出版する事ができたので、まずはこの作品を書くに至った経けい緯いでも書いてみようかなあ、と思います。

　この作品は、一言で言うならば趣しゆ味みそのものです。

　食べる事が大好きなせいで若じやつ干かん太ましい私ですが、好きという根幹にあるのは食しよく欲よくよりも未知の味覚に対する『興味』だったりします。

　美お味いしい『料理』を食べるのは大好きなのですが、それ以上にイノシシ肉や鹿しか肉にく、はてはラクダにカンガルー……なんて、普ふ通つうのスーパーなどでは流通しないような『食材』の方が、より強く興味をそそられるのです。

　野草や山菜、キノコなんかも良いですね。果ては蛇へびやカエルなんかも食べる機会があればいいなあ、なんて思っています。

　そういった未知を味わった時に得られるものは、良い事ばかりでもないでしょう。がっかりするかもしれないし、何な故ぜあまり食べようとされないか理由がわかってしまうかも。でも偶たまに美味しいものに出会えれば、その感動はひとしおだと思うのです。

　これって、物語の中での『冒ぼう険けん』に通ずる物があるんじゃないかなあ、なんて思うと未知の味覚に強く惹ひかれてしまうのです。




　そんな食いしん坊ぼうな気持ちを落とし込んだのが、このお話だったりします。

　そこにサバイバル要素を付け足して文字通りの冒険が書ければなあ、と思って書き始めたのがきっかけとなります。

　最初はインターネットで見た動画シリーズに惹かれて、原始時代からの技術を一つの拠きよ点てんで再現していくプリミティブなお話になる予定だったのですが、小説としての動きを求めた結果現在の形になりました。

　今回の舞ぶ台たいが山だったのも、その名残なごりだったり。次回以降はもっと過か酷こくな環かん境きようを書けたらいいなあ、なんて思っています。




　……と、本自体のお話についてはここまでにしておきましょう。

　まだ少しだけ猶ゆう予よが残されておりますので、自分自身のお話でも。




　この度、皆みな様さまのおかげで無事二冊目の本を出す事が出来ました。

　本当に嬉うれしい……のですが、自分にとっては嬉しい以上にようやく現実感が湧わいてきたという感じでして。

　前作『武に身を捧ささげて百と余年。エルフでやり直す武者修行』で十冊も本を出版していても、なんだが実感がないなあとどこかで思っていた自分がいたのです。

　あまりにも夢の様というか、なんというか。ただ漠ばく然ぜんと憧あこがれていた世界で生きているというのは、それくらい空想的だったのです。

　しかし、今回二冊目のシリーズという事で、ようやく自分の中で実感が湧いてきたような気がいたします。憧れていた世界で歩いて行くためにも、頑がん張ばらなきゃなという思いで気が引き締しまりました。

　そんなわけで第二のスタートをきって歩き出した赤石でございます。

　願わくは、また皆様に見守っていただけると嬉しいな……なんて。

　この小説は『小説家になろう』様においても掲けい載さい・連載されておりますので、もしも気が向きましたらそちらの方も御ご覧らんくださいませ。




　それでは、今回はこのあたりで筆をおく事といたしましょう。

　また『次』でお会いできる事を祈いのっております……！





赤石赫々
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●あかしかっかく



食べることとゲームが好きな未年。




この度二作目の本を送り出す事ができて浮かれ気味のモノカキさん。




未知と冒険への興味を忘れない少年ハートの持ち主。




二作目も頑張ります。
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